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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに

Final Episode 『Tomorrow ─未来あした─』




　あとがき

　ダブルクロス・リプレイ・デイズ　設定画集







　　　　はじめに




　はじめまして、あるいはお久ひさしぶりです。著ちよ者しやの加納正顕かのう・まさあきです。

　本書を手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。




　本書は『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ（以下『デイズ』）』シリーズの第五巻かん──最さい終しゆう巻かんにあたります。当然ながら、前ぜん巻かんの内ない容ようを踏ふまえて書かれておりますので、未読の方はぜひとも先に既き刊かんをお読みくださいませ。




　さて、本書はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下ＤＸ３）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略りやく称しようで、麻まー雀じやんやトランプのようなテーブルゲームの一種です。プレイにはゲーム機などを必要とせず、筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブック、そして一いつ緒しよに遊ぶ仲間がいれば誰だれにでもプレイができます。

　このゲームでは、参加者は各自一体ずつのキャラクターを作成し、ＧＭ（ゲームマスター）と呼よばれる進行役の管理のもと、会話によって物語を進めていきます。




　このリプレイで使用するＴＲＰＧ『ＤＸ３』の舞ぶ台たいは、現げん代だいにごく近い近未来。一見何の変へん哲てつもない平へい穏おんな世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特とく殊しゆなウイルスの侵しん蝕しよくにより変へん質しつしており、その影かげではレネゲイドによって超ちよう常じよう能のう力りよくを得たオーヴァードと呼ばれる存そん在ざいたちが戦いを繰くり広ひろげています。

　そして本書のようなリプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景や楽しさを、読み物として書き起こしたものです。本書をお読みになれば、ＴＲＰＧの楽しみというものを感じていただけるかと思います。




　前置きはここまで。そろそろ、本ほん編ぺんに入りましょう。

　最後まで、ごゆっくりお付き合いのほどをお願いいたします。

















本書に収められた文章は、すべて架空の出来事を扱っています。




実在の人物・団体・思想・宗教等とはなんら関係ありません。　









　　　　前回のあらすじ




　転校生・ミシェル。凛り々り花かを守るため、彼かの女じよの父である藤とう堂どう修記郎と共に白しら鷺さぎ市に現あらわれた少年だ。お祭り好きな風見の差し金で、キョウとミシェルはどちらが凛々花を守るに相応ふさわしいかという珍ちん奇きな戦いを繰くり広ひろげることとなる。

　だが、白鷺市にやってきたのはミシェルと修記郎ばかりではなかった。凛々花を狙ねらい、神しん性せい婚こん礼れいの参加者たる神使いたちもまた街に入りこもうとしていたのだ。激はげしい戦いを繰り広げるキョウたちだったが、ミシェル、修記郎、そして東雲の協力も得て、六名もの神使いを倒たおしてのけ、神性婚礼の参加者はキョウとミシェルのみとなった。その時、ミシェルと修記郎はキョウに勝ちを譲ゆずるように告げる。凛々花を救うためには神性婚礼の勝者が犠ぎ牲せいにならねばならないのだ。残ざん酷こくな真実に思おもい悩なやむキョウたち。一ひと晩ばん考え抜ぬいたキョウが出した結けつ論ろんは、誰だれも犠牲にならない方法を探さがすというものだった。

　お互たがいに凛々花を想いながら、意見の違ちがいから全力でぶつかりあうキョウとミシェル。その戦いを制せいしたのは、誰も犠牲にさせないというキョウの熱い思いだった。

　しかし決着がついたその瞬しゆん間かん、神性婚礼の典儀・スズカが現あらわれる。彼女はミシェルから遺い産さんを奪うばい、キョウを勝者と認みとめると宣せん言げんした──。
















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　昨日と同じ今日、今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、世界は既すでに変へん貌ぼうしていた──。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　自らを取とり巻まく世界。鷺さぎ乃の宮みやキョウという少年にとって、それはふかふかのベッドのように温かく、柔やわらかく、そして優やさしい、いつも変わらない世界だった。昨日も今日も、同じように幸せな世界。それが永えい遠えんに続く。彼かれは、ずっとそう思っていた。

　だが、キョウの世界もまた、既に変貌していた──。

　ひとつの出会いから始まって、いくつもの出会いと別れが、彼に世界の真実を伝える。愛する少女を守りたいという思いが、彼を戦いの日々へと導みちびく。

　自らの幸福を担たん保ぽしていた「鷺乃宮」という家を支し配はいする、祖そ父ふとの戦い。

　衝しよう動どうに飲まれ、神の力を手にしたものたちとの戦い。

　そして──平和を、あるいは愛するものを護まもるために、犠ぎ牲せいを厭いとわぬものたちとの戦い。

　それら数多の戦いを経へて、かけがえのない絆きずなを手に入れたキョウ。だが、まだ彼に安あん穏のんな生活は訪おとずれない。

　役者は揃そろい、機は熟じゆくした。

　決戦の時だ。

　鷺乃宮キョウ、最大最後の戦いが今、始まる。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　と、いつもと少し違ちがうノリで始まった今回の『デイズ』だが、筆者を含ふくめた参加者たちはいつもと変わらず──これからセッションをするのだ、という期待と緊きん張ちよう感を抱だいて──東京都某ぼう所しよにあるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室に集っていた。




ＧＭ：それではみなさん、今回が『デイズ』最終話です！　よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！

岡本信彦おかもと・のぶひこ（以下、岡本）：いよいよ最後なんですね。なんだか感かん慨がい深ぶかいなあ。

矢野俊策やの・しゆんさく（以下、矢野）：岡本さんは、というかキョウくんは特に色々ありましたからね。

中なか村むらやにお（以下、やにお）：そして今回がその集大成になるわけだ。

渋沢佳奈しぶさわ・かな（以下、渋沢）：がんばってみんなでハッピーエンドにしましょう！

ＧＭ：とはいえゲームですので、ダイスの神様が悪意をバラまけばどうなることかまるでわかりません。ふっふっふ。

渋沢：ＧＭが邪じや悪あくなことを言い始めた！（笑）

岡本：ま、負けませんよ！




　泣いても笑っても最後のセッション、すべてに決着をつけるためのシナリオを用意したつもりだ。しかし、その結末がどうなるかは、筆者である自分にもわからない。

　それでは、まずは『デイズ』シリーズを最後まで盛もり上あげるプレイヤーたちを紹しよう介かいしよう。




▼岡本信彦

　プロ・フィット所しよ属ぞく。『C[image: φ]DE:BREAKER』（大神零役）、『神様はじめました』（瑞みず希き役）など、多数の作品・様々な役やく柄がらで活かつ躍やく中の人気声せい優ゆう。将しよう棋ぎの腕うではアマ三段だん。礼れい儀ぎ正ただしく真面目でありながら頓とん狂きようさも併あわせ持もつ好青年。

　本シリーズでは超ちよう金かね持もちのお坊ぼつちゃま、「若わか君ぎみ」こと鷺乃宮キョウを演じる。




▼渋沢佳奈

『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』などで活躍中のイラストレーター。燃ねん料りようはカルピスで弱点はピーマン。特とく技ぎは瞬速のツッコミ。

　データと戦せん術じゆつに拘こだわる生きつ粋すいのゲーマーであり、またロールプレイという点でもそのセンスは確たしかなものがある。

　本シリーズでは、病弱な身体と呪のろいに苦しめられる薄はつ幸こうの少女・藤堂凛々花を演えんじる。




▼矢野俊策

『ＤＸ３』のゲームデザイナーにして作家。本シリーズと対になるリプレイ『ナイツ』シリーズの著ちよ者しやであり、最近では作家の水野良みずの・りよう氏とタッグを組んだ新作ＴＲＰＧ『グランクレスト』が発表され、話題を集めている。

　本シリーズでは、凛々花の兄にして寡か黙もくな格かく闘とう家か、藤堂斗月を演じる。




▼中村やにお

　数多のゲーム記事を手て掛がけてきた筆者の先せん輩ぱいライター。人気シリーズ『ダブルクロス・リプレイ・アカデミア』の著者。筆名は愛あい煙えん家かであることに由来。

　ネタと茶々入れで会話を盛もり上あげ場を沸わかせる達人。その実力はセッション中に遺い憾かんなく発はつ揮きされていることはここまで読んでいただいた読者諸しよ氏しなら御ご承しよう知ちだろう。

　本シリーズでは、学園一かわいい美少女生徒会長（性せい別べつ：男）、雲雀風見を演じる。




　以上の四人と筆者によって紡つむがれていた『デイズ』シリーズ最さい終しゆう巻かん。

　是ぜ非ひとも最後まで楽しんで頂いただきたい。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、最終話のトレーラーを読み上げますよ。

岡本：ドキドキしますね……。

渋沢：私わたしはずっと待ってましたよ！　早く、ＧＭ早く！

岡本：渋沢さん、落ち着いてください（笑）。

渋沢：だ、だってあんなところで終わったんですよ前回！

やにお：すごいところで引いたからねー。

矢野：実は俺おれもかなり気になっている。さあ、加納くん早く！

ＧＭ：はーい、了りよう解かいです。




●トレーラー

　神しん性せい婚こん礼れいの終結は、さらに過か酷こくな戦いへの銃爪ひきがねにすぎなかった。

　少年たちに誰だれかが言う。犠牲もなしに救いを得るなど不ふ可か能のうだ、と。

　少年たちは心に問う。犠牲は本当に必要なのか、と。

　答えの出ぬまま迫せまるタイムリミット。強いられる選せん択たく。そして思いもかけぬ裏うら切ぎり──。

　数多の試練のその先に、最大の敵てき──真の〝神〟が立ちはだかる！

　日本、そして世界の命運を懸かけた最終決戦が始まる！




『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ』

　Final Episode　「Tomorrow ─未来あした─」

　ダブルクロス──それは裏切りを意味する言葉。




岡本：さすがに最終回だけあって壮そう大だいな感じですね。

ＧＭ：は、ド派は手でに行きたいと思っております。

やにお：神が相手かー。チェーンソー買わないと。

矢野：また懐なつかしいネタを（笑）。

渋沢：でもそこらじゅうに不ふ穏おんな単語が散りばめられてますよね？　犠牲とか裏切りとか！

岡本：だ、誰だれが裏切るんだろう。

矢野：心当たりが……結けつ構こうあるなあ。

ＧＭ：ふっふっふ、そこはセッションでのお楽しみということで。では、次にハンドアウトを読み上げますね。




鷺乃宮キョウ用ハンドアウト


ロイス：藤堂凛々花　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：任にん意い／Ｎ：任意



　キミはミシェルとの戦いに勝利し、ついに神性婚礼の勝者となった。だが、それはより過酷な戦いのはじまりを告げるのろしだった。

　凛々花を、そして自分自身を守るため、キミは最後の戦い──神そのものとの戦いに臨のぞむ。なんとしても勝利し、輝かがやける未来をその手に摑つかむのだ！




岡本：おお……最後は凛々花ちゃんなんですね。

ＧＭ：ええ。最終回ということで色々考えたんですが、やはりキョウにはこれしかない、と思いまして。このデイズシリーズはキョウくんと凛々花ちゃんの物語ですから！

渋沢：ず、ズバッと言い切ってくれちゃいましたね……！

矢野：感情も任意なんだね。

やにお：ここは男を見せるところですよ岡本さん（笑）。

岡本：（満面の笑顔で）任まかせてください！　摑みますよ、未来を！（笑）

渋沢：ああああああ嬉うれしいけど恥はずかしい！（笑）




藤堂凛々花用ハンドアウト


ロイス：鷺乃宮キョウ　　　推奨感情　Ｐ：任意／Ｎ：任意



　誰も犠牲にしないと決め、神性婚礼の勝者となったキョウ。だが、その主しゆ催さいである〝まほろば〟はそれをよしとせず、日本のためにその身を捧ささげよとキミに迫る。

　──戦わねばならない。キョウと、兄と、会長と、そしてたくさんの仲間たちと、ともに未来を生きるために。




渋沢：おお……キョウくんとお互いにロイスを結びあうわけですね……！

やにお：そりゃ最終回だもんねえ。こうやってお互いにロイスを取り合うってことは、ふたりの関係がどうなるかを決めろってことだよ（笑）。

岡本：なんと！

渋沢：（拳を握って）う、受けて立ちますよ！

岡本：しみじみと気合が伝わりました。僕も頑張ります。

矢野：トレーラーやハンドアウト本文は緊迫してるんだがな……（笑）。

やにお：そうだよねー。〝まほろば〟の介入で神性婚礼は無理矢理終わらされちゃったし。

渋沢：は、ほんとだ！

ＧＭ：というわけで、矢野さんとやにおさんのハンドアウト行きますね。まずは矢野さん、斗月のハンドアウトから。

矢野：うむ、来るがいい。




藤堂斗月用ハンドアウト


ロイス：鷺乃宮キョウ　　　推奨感情　Ｐ：任意／Ｎ：任意



　鷺乃宮キョウ。キミの最愛の妹に求愛し、嫁よめにすると言って憚はばからない、許ゆるせぬ男だ。

　だが、これまで彼と共に戦い、その姿すがたを見てきたことで、キミはその想いが中ちゆう途と半はん端ぱなものではないと知った。最後の戦いに勝利し、見事凛々花を守り抜ぬいた時──少しはキョウのことを認みとめてやれるだろうか？




矢野：許さん（一同爆ばく笑しよう）。

岡本：早っ!?

渋沢：矢野さん……（笑）。

やにお：あっはっはっはっ！

矢野：……かどうかは、勿もち論ろんセッション次第です。俺も任意なので感情を考えておこう。

ＧＭ：よろしくお願いしますね。では、最後にやにおさん、風見のハンドアウトです。

やにお：あいよー。




雲雀風見用ハンドアウト


ロイス：藤堂凛々花　　　推奨感情　Ｐ：任意／Ｎ：任意



　キミはこれまで、かわいいふたりの後こう輩はい──キョウと凛々花の関係を（時折茶々を入れながらも）見守り続けてきた。恋こいの進路指し導どうもまた、会長としての役目だからだ。〝まほろば〟なる連中が何を言おうと、ふたりの邪じや魔まをさせるわけにはいかない。凛々花には、きちんと答えを出させてあげないといけないのだから。




やにお：……ふむふむ。目下のところ最大の邪魔者は斗月くんなんじゃない？（爆笑）

渋沢：お兄ちゃんなの!?（笑）

矢野：そこに気づくとは……（笑）。

岡本：否ひ定ていしてほしかった！（笑）

矢野：冗じよう談だんです。たぶん。

やにお：ま、とにかく会長と斗月は違う立場からキョウくんと凛々花ちゃんを煽あおればいいんだよね？（笑）

ＧＭ：は、そのとおりです。

渋沢：なんだかそこはかとない不安が……（笑）。

やにお：大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、大船に乗ったつもりでいてよ。

矢野：泥どろ船ぶねのような気もするが。

岡本：「カチカチ山」じゃないですか！（笑）

ＧＭ：はっはっは。しかしそんなラブコメはさておき、話はシリアスに進行していきます。というわけで、みなさんＰＣの成長を行ってくださいね。

一同：はーい！




　こうして、四人はキャンペーン最後となる成長作業を始めた。悔くいのないよう、ああでもないこうでもないとルールブックやサプリメントをひっくり返す。

　なお、これまでに発表されたすべてのエフェクトに微調整を加えて再収録したサプリメント『エフェクトアーカイブ』の発売に併せ、データのリビルド（再構築）を認めた。

　そしていくらかの時間が過すぎ、全員が成長作業を終えた──。




　　　　＊　　　＊　　　＊




▼鷺乃宮キョウ　───岡本信彦

ＧＭ：それでは、成長報ほう告こくをお願いしますね。まずはキョウくんから。

岡本（以下、キョウ）：うむ、余は残っていた経けい験けん点をすべて使って《異い形ぎようの刻こく印いん》を新たに取得し、最大の５レベルまで上げたぞ。これで最大ＨＰは60になった。

矢野：タフだなあ……。

渋沢：しかも《ソウルスティール》も使えるから……。

キョウ：ふっふっふ、その時はなんとＨＰは[image: 100]だ！　侵しん蝕しよく率りつによってはさらに増ふえるぞ！

やにお：問題は、侵蝕率を上げ過ぎて日にち常じように戻もどれるかだよね（笑）。

渋沢：最終回だし、きっとＥロイスがたくさんありますよ！（笑）

キョウ：だといいのう。ともあれ、余の成長はこんなところだ。

ＧＭ：了解です。固定ロイスはどうなりました？

キョウ：うむ、今回は凛々花がシナリオロイスゆえ、会長と斗月お義兄にい様にとったぞ。そして、任意になっていた凛々花への感情だが──。

やにお：お、気になるね。

矢野：うむ。

渋沢：お、おお…………。

キョウ：ポジティブは〝純じゆん愛あい〟！　これしかあるまい！

渋沢：あああ、ついに！

ＧＭ：おお！

矢野：最終回だし、ようやくって感じですね。

やにお：感無量だよね。

渋沢：そうですねぇ……（しみじみ）。

キョウ：ネガティブは失うことが怖こわいということで〝脅きよう威い〟にしたのだ。以上！
















▼藤堂凛々花　───渋沢佳奈

渋沢（以下、凛々花）：ええと……気を取り直して（笑）、次はわたしですね。

ＧＭ：うむ、ついに純愛をぶつけられた凛々花です。

キョウ：ぶつけたのは余です（一同爆笑）。

やにお：うれし恥はずかしって感じだよねー。

凛々花：それはいいから、成長報告でしょ！（笑）　えーっと、まずは《妖よう精せいの手》を５レベルまで上げて、加納さんをギャフンと言わせられる回数が増ふえました！（爆笑）

ＧＭ：くっ……堅けん実じつな成長を……。

凛々花：でしょ？　で、リミットエフェクト《妖精の輪》も取ったので、一回の判はん定ていに《妖精の手》を二回使えます。回数制せい限げんはありますけどね。

やにお：おおー、心強いね。

矢野：達たつ成せい値ちが低い時のフォローにも、高い時の駄だ目め押おしにも使えるな。

凛々花：あと、味方の攻こう撃げき力りよくを上げる《領りよう域いきの加か護ご》も３レベルで取得。これで経験点が１点余あまったので、〈芸げい術じゆつ：料理〉を１レベル上げて２にしました。

キョウ：おお！　凛々花の料理スキルが……！　余のためなのか!?（笑）

凛々花：ま、まあお弁べん当とう作ってあげてるし間ま違ちがいではない……かな。

キョウ：やったー！

やにお：いいじゃんいいじゃん。ところでキョウくんへの感情はどうしたの？（笑）

凛々花：う、え、あ……その、ＧＭ、ちょっと決めるの待ってもらってもいいです？

ＧＭ：ええ、そりゃもちろん構かまいませんとも。

矢野：クライマックスまでに決めるといいんじゃない？

凛々花：そ、そうですよね。そうします。

キョウ：おお……そわそわしてしまうぞ（笑）。

凛々花：がんばろう……。あ、固定ロイスはお兄ちゃんとお父さんにしました。
















▼藤堂斗月　───矢野俊策

矢野（以下、斗月）：俺の成長だが、今回は少しリビルドをした。その結果、《サポートデバイス》がなくなった。

やにお：なくなっちゃったの？

斗月：うむ。……凛々花の支し援えんが強すぎて、無くても攻撃が当たるからな（一同笑）。

ＧＭ：すごい納なつ得とくしてしまった……。

斗月：その代わり《魔ま人じんの盾たて》を取って３レベルにして、《孤こ独どくの魔ま眼がん》も２レベルで取った。これで一発くらいはタイタスなしで耐たえられる計算になる。

凛々花：頼たのもしいなあ。

ＧＭ：完全に防ぼう御ぎよ方面に伸のばした感じですね。

斗月：うむ。あとはふたつ目のメモリーを取得した。対象は藤堂ほのか──お袋ふくろだ。

凛々花：お母さん……。

斗月：……前ぜん巻かんで、お袋がどれだけ頑がん張ばったかを知ったからな。思い出として残しておく。

ＧＭ：了解しました。固定ロイスはどうなりました？

斗月：凛々花と親父で、ここは変わらん。それと、シナリオロイスのキョウへの感情だが、これまでは〝誠せい意い〟と〝隔かく意い〟だったんだが、ネガティブを〝脅威〟にした。

キョウ：ほう、〝脅威〟？

斗月：……ム。とられるかもしれん、という〝脅威〟だ（一同爆笑）。

やにお：あっはっはっはっ！

凛々花：お、お兄ちゃん!?（笑）

キョウ：そこまでの覚かく悟ごを……！（笑）
















▼雲雀風見　───中村やにお

ＧＭ：それではトリをやにおさん、お願いします。

やにお（以下、風見）：はーい、かわいくなったよ★

凛々花：会長かわいい！

キョウ：その枕まくら詞ことばは必ひつ須すなのだな。

風見：違うんだよ。『エフェクトアーカイブ』で追加されたイージーエフェクト《麗うるわしの容よう貌ぼう》を取ったので、本当にかわいくなった。

斗月：……ム。容貌が常つねに美しく保たもたれるエフェクトだな。

凛々花：そりゃ取らざるを得ないよね（笑）。

風見：そうなんだよねー。これで徹てつ夜やしたり、入にゆう稿こう前でしばらく会社に泊とまりこんでもお肌はだはツヤツヤで肌はだ荒あれも無む縁えん、化け粧しよう水すいも要らないし、髪かみも乱みだれないよ。

凛々花：ずるい！　わたしも欲ほしい！（笑）

斗月：……ム。会長は何の仕事をしてるんだ？（笑）

ＧＭ：確たしかに重要なエフェクトですね。

風見：うん、一番重要。あとは〈交こう渉しよう〉が１レベル上がって、《狂きよう戦せん士し》のレベルを１から３に上げた。他にはダメージを増ふやす《力の霊れい水すい》も３レベルで取ったよ。

斗月：会長も着実にサポート能のう力りよくを上げてきたな。

風見：会長たちの攻撃は実じつ質しつキョウくんのワントップだからね。頼たよりにしてるよ。

キョウ：うむ、まかせろ！

風見：で、最後に戦せん闘とう不ふ能のうを回かい復ふくする《奇き跡せきの雫しずく》を取りました。なお、このエフェクトを使う時は、相手にキスをします。

一同：………………………。

風見：聞こえなかったかな？　キスを！　するんです！

斗月：…………う、うん（[image: ]目を逸らしてる）。

凛々花：一番される確かく率りつが高いのって……（斗月を見る）。

斗月：…………。

風見：ま、誰にするかは戦闘の流れ次第だけどねー。面白そうだよね、あははー♪

ＧＭ：りょ、了解しました。固定ロイスはどうなりましたか？

風見：固定ロイスは東雲くんと斗月くんにした。で、シナリオロイスの凛々花くんへの感情は、〝尽じん力りよく〟と〝不安〟にしたよ。



















　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは、最後にＰＣ間ロイスを決めましょう。いつも通り、キョウ[image: ]凛々花[image: ]斗月[image: ]風見[image: ]キョウ、の順になります。

キョウ：うむ！　余はシナリオロイスで取得したとおり、〝純愛〟と〝脅威〟だ！　もちろん、表にしているのは〝純愛〟以外あり得ぬ！

凛々花：そ、そうだよね……。ええと、わたしもお兄ちゃんは固定ロイスです。感情は〝幸福感〟と〝不安〟で、ポジティブが表。

風見：凛々花くんから斗月くんへの感情、ポジティブは最後まで変わらなかったね。

凛々花：あ、ほんとだ。結局ブラコンなんだよね……（笑）。

キョウ：やはり最大のライバルはお義兄にい様か！

斗月：……ム。俺は嬉しい（笑）。で、会長へのロイスは〝感服〟と〝隔かく意い〟だ。表にしているのは〝感服〟。

風見：んじゃ、最後は会長だね。ずっとキョウくんへのポジティブ感情は〝好こう奇き心しん〟だったんだけど、今回は〝好意〟にしたよ。

キョウ：おお！

凛々花：ずいぶんキョウくんのことは知れましたしね（笑）。

風見：うん、いい子だってわかったからね。ネガティブは〝不安〟。表にしてるのはポジティブのほうだよ。

ＧＭ：了解しました。それでは、いよいよセッションを始めましょう！




　幾いく多たの戦いを潜くぐり抜ぬけ、磨みがかれた力、強くなった絆。

　四人の最後の戦いが今、始まろうとしていた──。




















《異形の刻印》　肉体構造を変化させ、高い耐久力を得るエグザイルのエフェクト。

《ソウルスティール》　「吸血」の衝動を持つブラム＝ストーカーのアージエフェクト。血液を媒介に魂を奪い、自らの生命力に変換する。

《妖精の手》　領域で対象を助けることで、判定のダイス目ひとつを10に変更するオルクスのエフェクト。

リミットエフェクト　前提条件となるエフェクトを最大レベルまで成長させることで、取得可能となるエフェクト。

《妖精の輪》　《妖精の手》を一回の判定で２回使用可能にする、オルクスのリミットエフェクト。

《領域の加護》　領域の恩恵を与えることで、次に行なう攻撃のダメージを上昇させるオルクスのエフェクト。

《サポートデバイス》　ひとつの行為を補助するための道具を作成するモルフェウスのエフェクト。

《魔人の盾》　斥力で攻撃を受け止め、ガード値を大幅に上昇させるバロールのエフェクト。

《孤独の魔眼》　引力で攻撃を自分に引き寄せ、対象を変更するバロールのエフェクト。

メモリー　キャラクターの持つ〝大切な思い出〟をデータ化したもの。メモリーひとつにつき、バックトラックで侵蝕率を10％減少できる。

《麗しの容貌》　最適な美容、健康状況を維持するソラリスのイージーエフェクト。

《狂戦士》　強力な覚醒物質を生成、投与するソラリスのエフェクト。

《力の霊水》　力のみなぎる物質を生成し、ダメージを上昇させるソラリスのエフェクト。

《奇跡の雫》　レネゲイドを濃縮した物質で生命力を活性化し、戦闘不能を回復するソラリスのエフェクト。











　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ




◆Opening 01◆始まりの時


Scene Player ───鷺さぎ乃の宮みやキョウ






　鷺乃宮邸てい、屋上。戦いを終えたあとの静せい寂じやくを打うち破やぶったのは、スズカの打った一手。

　彼かの女じよはあまりにも唐とう突とつに、そして一方的に、神しん性せい婚こん礼れいの終しゆう了りようとキョウの勝利を告げた。

　果たして──ここから何が起ころうというのか？




ＧＭ：それでは、オープニングを始めたいと思います。

一同：はーい。

ＧＭ：前回のエンディングからの引き続きということになりますので、みなさん全員登場になります。侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

凛り々り花か：はーい、（ダイスを振ふる）７。

キョウ：こっちは６なのだ。

斗月：……ム、５だ。

風見：７だよ。

キョウ：前回の続きというと、ミシェルとお義父とうさまと戦った直後だな。

ＧＭ：そうです。鷺乃宮の屋敷屋上でミシェル・修しゆう記き郎ろうと戦った直後、突如現れたスズカがキョウの神性婚礼優勝を宣言し、ミシェルの手から賢けん者じやの石を抜ぬき取とったところです。うずくまるミシェル、まだ先ほどの傷きずも癒いえず、動けない修記郎。

凛々花：ふたりともボロボロだよ……。

風見：ふたりだけじゃなくて、会長たち全員もだよー。

ＧＭ：はい。そして、もちろん戦ったばかりで、今まだほとんど戦える状じよう態たいではないあなた方四人。そこで目の前に居いるのは黒い神官服を着た女、〝まほろば〟の神性婚礼の典てん儀ぎスズカがいます。

キョウ：む、むう……。

ＧＭ：スズカはキョウに「それでは勝者の権けん利りとして、神の力をお振ふるいください」と微笑ほほえみかけます。

キョウ：神の力……？

斗月：キョウに何か変化あったりするの？

ＧＭ：今のところ、見た目の変化は特にない。

風見：何か、体の内側からすごいパゥワーが漲みなぎってくることもないんだね。

凛々花：パゥワー（笑）。

ＧＭ：いや、そういうことも特に今のところはないです。

風見：じゃ、変化はないってことなのかな？

斗月：…ム、どうだろうな。ここで判はん断だんすることはできん。

ＧＭ：スズカは「この日本を守るため」と言って凛々花に視し線せんを送り「凛々花様をわたくしどもに遣つかわせてくださいませ」と言う。

キョウ：そんなことを許ゆるすはずがなかろうが！

ＧＭ：「ならば、わたくしどもとしては、あなたが凛々花様の代わりを努めてくださってもかまわないのですが」

凛々花：そ、それはダメっ!?

風見：あっ、即そく答とうした（笑）。

斗月：凛々花でなくても、いいということか？　どういうことだ？

ＧＭ：「わかりました。もう一度、この神性婚礼がどれほど大事な儀式なのか──改めてご説明した方がよろしゅうございますね」とスズカは言います。

キョウ：説明だと？

風見：会長は聞いておいてもいいと思うよ。落とし所が見つかる可能性もなくはないし。

凛々花：……そうね。わたしもちゃんとバックグラウンドは把握しておきたいもの。

斗月：………ム。いいだろう、話してみろ。

ＧＭ：「では──」




　神を集め、神を競わせ、そして神を封印するための儀式──神性婚礼。

　スズカの語る内容をまとめると、以下のようになる。





・「神性婚礼」とは、〝神性種〟のレネゲイドを宿す参加者（＝神使い）十二人が、たったひとりの「花嫁」を巡って争う。

・参加者同士の戦いに制限は一切ない。

・最終的に、「花嫁」の心臓を抉り出した参加者が優勝。優勝者は、自分に宿る〝神〟を顕現させ、ひとつ願いを叶えてもらえる。






ＧＭ：ＰＣでいうと、キョウくんが「参加者」、凛々花ちゃんが「花嫁」ですね。ＮＰＣだと、ミッショネルやグラディウス、ミシェルなどが「参加者」です。

風見：ＮＰＣの参加者は全員倒れてるから、残る「参加者」はキョウくんだけだね。

ＧＭ：で、そしてなぜわざわざそんなことをするのかというと……。

斗月：イザナギとイザナミの封印、だな。

ＧＭ：ですです。日本に古来より存在する、超強力な二柱の神性種レネゲイドビーイング・イザナギとイザナミにまつわる儀式です。





・イザナギは無尽蔵にオーヴァードを生み出し、イザナミはオーヴァードを滅ぼす。この相反する二柱を放置すると、世界は過剰なレネゲイドに満たされてしまう。

・二神はお互いに封印しあっている。だがイザナミの力はイザナギより劣る。神性婚礼で「花嫁」の心臓・始原の炎プロパテールに蓄えられた力をイザナミに与えることで、両者の力は拮抗し、封印が持続する。

・つまり、神性婚礼とはイザナギを賦活する〝餌〟を生み出す儀式である。

・この拮抗は五〇年しか持続しないので、その都度、神性婚礼を行なう必要がある。






キョウ：これを放置して神が復活すると、大変なことになるのだな。

斗月：イザナギによって人類は次々とオーヴァード化して、イザナミの力でパタパタ死んでいくというわけか。ひどい話だ。

ＧＭ：「このシステムを用い、営々と日本を守り続けてきたのが、わたくしども〝まほろば〟でございます」

凛々花：（悲しそうに）たくさんの人を犠牲にして、だよね……。

ＧＭ：（平然とした声で）「この程度の犠牲に留めたことも評価いただきたく思います」

凛々花：…………。

ＧＭ：「ですが、〝悲劇〟はようやく終わろうとしております。ほかならぬ凛々花様、あなたとキョウ様の存在によって。そう、神性婚礼の本来の目的を達成できたのです！」





・神性婚礼は、花嫁を殺さず、他参加者すべてを倒すことでも勝利できる。

・これは始原の炎プロパテールに参加者十二人の神、すなわち神性種十二個を取り込ませることで〝新たなる神〟を生み出す方法である。

・新たなる神の力を用いれば、イザナギとイザナミの二柱の封印を半永久的なものとすることができる。

・花嫁健在のまま、最後に残った参加者かまたは花嫁自身が望むことで、新たなる神は生まれる。






ＧＭ：「これまでの歴史では、参加者のほぼすべてはジャームと成り果て、あるいは花嫁が落命してきたがゆえに、〝新たなる神〟が生み出されることはありませんでした」

風見：でも、今回は、最後に残った参加者のキョウくんも、花嫁の凛々花くんも無事だよね。

ＧＭ：スズカは、こくりと頷く。「はい。それこそ、〝まほろば〟が真に願い続けてきたことであり、この愚かな犠牲の歴史に終止符を打つたったひとつの方法なのです」

キョウ：ミシェルらが行おうとしていた、イザナギとイザナミと共に永久に封印されるということだな。

凛々花：ミシェルくんとお父さんは、その神様になって封印されて、その過か程ていで死んじゃうキョウくんを蘇よみがえらせるつもりでやってたんでしたよね

ＧＭ：ええ、そういう算さん段だんでやっておりました。

斗月：……で、それをしろと、スズカが言ってきたわけか。

ＧＭ：そういうことです。

風見：じゃあ、この状態でキョウくんを放って置いても爆ばく発はつしたりはしないんだね？

凛々花：なんでキョウくんが爆発するのぉぉぉぉッ!?（一同笑）

キョウ：余は凛々花への愛で爆発しそうだがな！

凛々花：ええええええええっ!?（爆ばく笑しよう）

風見：いや、ほら。もしキョウくんが何ともないようだったら、こっちがスズカくんに答えを返すのは先に延のばすこともできるよね。

キョウ：ああ、なるほど。余に爆発するようなことはないから、時間が稼かせげるわけか。

風見：そういうこと。

ＧＭ：「答えの猶ゆう予よですか。しかし、あまり時間はありません」

風見：イザナギとイザナミの封印が解けるまで、あとどんくらいなのさ？

ＧＭ：「もう一週間もない、とだけは申し上げておきましょう」

凛々花：ええええっ、一週間……!?

キョウ：でも、逆ぎやくに一週間はあるわけだよね。

凛々花：そ、そうだけど……。

斗月：……で、一週間経たつとどうなるんだ。

凛々花：キョウくんが爆発しちゃうの？（一同笑）

ＧＭ：「爆発はしません。ただ、封印が解とけ、イザナギ・イザナミが復活してしまいます。そうなったら、この日本は五分ともたないでしょう」

凛々花：五、五分って……。

ＧＭ：「始原の炎プロパテールの力でも、ひとたび復活してしまえば滅ほろぼすまでにはいたらないでしょう。ですから、その前に封印を更こう新しんするのです。今までは、そうしてきました」

風見：あっ、だったらそのスーパーパワーでまた五〇年分先延のばせばいいんじゃないかな？

斗月：……いや、無理だ。どのみち始原の炎プロパテールが要るから、凛々花の心臓がなくなる。

凛々花：う……。

ＧＭ：「今まで、そのように使い回してきましたが、今回は永久に封印できます」

風見：え、じゃあどのみち凛々花くんは死ぬってこと？　さっき、どっちかを封印するって言ってたけど。

ＧＭ：「その場合は、権利を譲じよう渡とする、ということになりますので」

斗月：……確たしかに、前に話した時にキョウには権利を受うけ渡わたせるということだったな。

ＧＭ：そういうことです。

キョウ：じゃあ、ひとつ訊きこうではないか。

ＧＭ：「はい、なんでしょう？」

キョウ：もし、余が一いつ緒しよに封印されるとしたら、この肉体のまま封印されるのか？

ＧＭ：「はい、そうですね」

キョウ：では、もし凛々花だったら、どうなるのだ？

ＧＭ：その場合、凛々花は生き神様として天あまの岩いわ戸との奥おくにずっと籠こもりっきりになります。次に会えるのは宇う宙ちゆうが終わる時でしょう。

凛々花：……う、宇宙の終わる時っ!?

風見：すごい話になってきたなぁ。でもそれってさー、言葉は綺麗だけど、要するにイザナギ・イザナミと一緒に死んじゃうってことだよね？

ＧＭ：「死ではございません。永久に眠られるのですが……人間のタイムスケールでは、そう表現することになっても仕方ないのかもしれませんね」

斗月：…………。

キョウ：ふむ……。

凛々花：キョウくん？

キョウ：正直言って、余は凛々花をそんな目に遭あわせたくはない。凛々花のためなら余が封印されてもよいが……。

凛々花：待ってキョウくん！　それは駄だ目め──!!

キョウ：し、しかし……。

風見：一週間、猶予はあるんだよね？　スズカくん、今ここで答えを出すことはできないから、時間をもらえるかな？

ＧＭ：すると、スズカもため息をついて「仕方ないですね。では、一度出直しましょう」と言います。「ですが、残された時間は、あと僅かです」




「みなさま、よくお考え下さいまし。凛々花様かキョウ様。どちらかが神とならねば、一週間ののちにこの日本は終わります──」

　スズカは静かな声で、しかし突つきつけるように言った。

　この日本のために、どちらかが犠牲にならねばならない。

　決けつ断だんまでの時間は、一週間──。

　それだけの猶予を与あたえると、スズカはすっと搔かき消けすように姿すがたを消した。

　何とも言えぬ沈ちん黙もくが、その場には残っていた。



















ＧＭ：……と、スズカは《神しん出しゆつ鬼き没ぼつ》でこの場から退たい場じようします。

斗月：消えた、か……。《神出鬼没》を使うということは、エグザイルだな。

凛々花：わたし、胸むねを押おさえて呆ぼう然ぜんとしちゃいます。……こうならないために、戦ったんじゃなかったの？

斗月：ああ、ちゃぶ台をすべてひっくり返された気がするな。

キョウ：う、うむ。どうすればよいのだ……。

ＧＭ：ともかく、今はまだあなた方も怪け我がの治ち療りようが必要ですし、そこでうずくまっている約二名をどうします？

凛々花：あっ、お父さんとミシェルくん！

風見：それは、キョウくんちのメイド軍ぐん団だんに任まかせればいいんじゃないかな？

ＧＭ：では、趨すう勢せいを見守っていたメイド軍団がダッダッダッダとやってきて、倒たおれているふたりを収しゆう容ようしましょう。

凛々花・キョウ：…………。

風見：ともかく、ふたりも今は身体を休めたらいいんじゃないかな？

キョウ：そ、そうだな。

凛々花：う、うん。

風見：今は情じよう報ほう足りないし、使えるだけの時間は使ってみようよ。お金もたくさんあるし。

ＧＭ：会長のお金ではないですけどね（笑）。

風見：ははは、細かいことは気にしない（笑）。

キョウ：確かに、今は時間は必要であるな。

風見：あの〝まほろば〟って人たちのことも、いろいろ調べなければならないよね？

斗月：そうだな、何者なのかははっきりしない。

風見：ＵＧＮも知らないみたいだけど、どうなんだろうね？

斗月：つまり、その辺からでも調べていくのがいいよね。

キョウ：おお、そうだな。では、メイド長にその辺の調ちよう査さを任まかせよう。

ＧＭ：「はっ、お任せください」

キョウ：それから、鷺乃宮の方でもイザナギとイザナミについて調べてくれぬか？　何としてでも、他の方法を探さがすのだ！

ＧＭ：「分かりました。そちらについては、では加か賀が美みさんに連れん絡らくを取って、ＵＧＮと連れん携けいを取らせていただきます」

キョウ：うむ、頼たのんだ。

ＧＭ：では、メイドたちが「はいっ！」と声をそろえて唱和し、全員シリアスモードはそこまでで、「ああ～、それにしても若わか様さま！　若様若様若様！　こんなにお怪け我がが～！」。

キョウ：案ずるな。くるしゅうない。

ＧＭ：「苦しそうです！」（一同笑）

キョウ：まあ、確かに戦った直後だからのう。

ＧＭ：では、みなさんメイドたちの手て厚あつい看かん護ごを受けるわけです。ひとりにつき五人くらいの態たい勢せいで。

凛々花：多いよ（笑）。

風見：じゃあ、会長はまずお風ふ呂ろに入りたいよ。

凛々花：お風呂？

風見：うん、お風呂。そういえば会長って今まで男湯にみんなと入ってたのかな？（笑）

斗月：……ム、それはいろんな意味で困こまるな（笑）。

凛々花：ひ、ひとりで入ってるんじゃないかな!?

ＧＭ：用意された部屋には、ちゃんと風呂ありますよ。

斗月：……ム。ひとり一温おん泉せんぐらいあってもおかしくないからな（笑）。

ＧＭ：ではまあ、お風呂の準じゆん備びやらしてもらったところで、シーン終了としましょう。








《神出鬼没》　肉体を変形させ、あらゆる場所に出入りするエグザイルのエネミーエフェクト。











◆Opening 02◆忍しのびよる影かげ


Scene Player─── 藤とう堂どう凛々花






　神使いたち、そしてミシェルとの連戦を終えたと思ったのも束の間。新たな、そしてこれまでにない脅きよう威いの存そん在ざいを感じ取りながら、凛々花はひとり物思いにふけっていた。

　自らの身に迫せまる影にも気付かず──。




ＧＭ：では、次のシーンは凛々花のシーンにしたいと思います。

凛々花：あっ、わたしのシーンなんだ。

風見：じゃあ、お風呂シーンだね（笑）。

凛々花：えっ、なんで!?

風見：会長はさっきお風呂に入るって言ったよ？　だから、きっと一緒に入っているんだよ。

キョウ：なにぃ!?　会長が凛々花とお風呂だと!?

凛々花：会長は男じゃないですか!?（一同笑）

風見：お風呂で相談受けるシーンとかいいと思うんだけどなぁ。

凛々花：よくないです！（爆笑）

ＧＭ：では、怪け我が人にんを鷺乃宮のホスピタルルームに運んだり、もろもろ後あと処しよ理りをしていたりしたら、時じ刻こくはいつしか未明くらいになりました。で、凛々花もようやく人心地ついてきみは部屋に戻もどってきたところ。お風呂、どうします？

凛々花：お風呂から上がって人心地ついたところにします！（一同笑）

ＧＭ：ああ、なるほど（笑）。

風見：うーん、会長残念（笑）。

ＧＭ：……で、凛々花はひとりになるとどうしてもこれからのことを考えてしまいますね。

凛々花：考えますね、やっぱり。いきなりルール改変されたみたいで、私わたしかキョウくんのどちらかが犠牲にならないと日本が終わるとか。

ＧＭ：日本は終わりです。終わりです……終わりです……おわりです……。

凛々花：それが嫌いやだから前回頑がん張ばったのにー!!

風見：でも、前回もそれを延のばそうってしてただけなんだよね。

凛々花：そうだけど、急かされてる状態になったわけで。

風見：うーん、そうだね。

凛々花：でも、半日ぐらい前のことですよね、死にたくないから戦うって決めたのは。

ＧＭ：ええ、この一日でめまぐるしく状じよう況きようが進しん展てんしております。

凛々花：ひぃ。あー、うー……。




　この一日で、凛々花を取とり巻まく状況は大きく変わっていった。

　生きるため、死にたくないから戦うと決めたのは、ほんの少し前のことだった。

　だが、状況はまた大きく変わりつつある。

　キョウか凛々花、どちらかが犠牲とならなければならない。

　そして、その答えを出すまでの猶予は一週間しかない。




凛々花：……うう、戦わなければいけないって言うけど、わたしたちは何と戦えばいいの？〝まほろば〟をどうにかすればいいのかな？　それとも、イザナギとイザナミ？

キョウ：おお、凛々花が悩なやんでおる。

ＧＭ：要するに、その辺から調べないといけないという状態ですね。

凛々花：そうだよね。

斗月：今わかっているのは、誰だれかが犠牲になれば全部解かい決けつするということだけだな。

凛々花：そうなんだよ。誰かが貧びん乏ぼうくじ引けば、丸く収おさまるようになってるんだけど……そんなのは嫌なんだよ。キョウくんもわたしも、みんなが助かりたいって思うよ。

斗月：うん。正しい。

凛々花：うん、そのくらいの贅ぜい沢たく言ってもいいよね。キョウくんもそのつもりみたいだし、ああ、心強いなぁ。

キョウ：おお、余が心の支ささえになっておる。嬉うれしいぞ。

凛々花：と、ひとりで悶もん々もんとしています（笑）。

ＧＭ：はい（笑）。

凛々花：でも、あとは明日考えよう。へこんでる場合じゃない。ミシェルくんもお父さんも助かったし、キョウくんもやる気でいるし、お兄ちゃんと会長もいるし、きっと大だい丈じよう夫ぶ！




　そう、凛々花は言い聞かせる。

　とんでもない状況になっているが、彼女はひとりではない。

　父も帰ってきたし、ミシェルという新しい仲間もいる。

　兄の斗月も、会長も、そしてキョウもいるのだ。




ＧＭ：だがそこに「ですが、時間がないと申し上げたはずです」とスズカが天てん井じようからにゅるっと。

凛々花：ええええええっ、怖こわいよ!?（一同爆笑）

風見：あっ、いたんだ。

キョウ：ずっと見ておったのか。

凛々花：ヒィ、いたの!?

ＧＭ：はい、《神出鬼没》で登場しました（笑）。

凛々花：時間がないのはわかっているけど……。

ＧＭ：「ええ、ですので少々強ごう引いんな手しゆ段だんを取らせていただこうと……」

凛々花：きゃあああああ、キョウくーん！　お兄ちゃーん、会長ー！

ＧＭ：しかし、ここでＥロイス、悪意の伝でん染せんを使いますので登場はできません。

凛々花：あああああああ～。

風見：うわ、誰も登場できないね。

ＧＭ：そして、彼女の人差し指の爪つめが長く伸のびて深しん紅くに染そまる。ゆったりとしていて、それでいて俊しゆん敏びんな動き。とんっ、と凛々花の肌はだにその爪が刺ささった。というわけで〈意志〉対決しましょうか。

凛々花：〈意志〉!?

ＧＭ：エネミーエフェクトの《鮮せん赤せきの牙きば》です。

斗月：っ!?　対象を洗脳するエフェクト！

キョウ：なんだと!?

風見：そうきたかぁ……。これは厳しいね。

ＧＭ：それじゃ、こっちの達たつ成せい値ちを出しましょう（ダイスを大量に握る）。

凛々花：ちょっと、何その数!?

ＧＭ：ははは、ほんの20個こですよ。（ダイスを振る）お、四つ回った。達成値38。

凛々花：38!?

風見：あー、この時点でその達成値はつらいよね。

凛々花：と、とりあえず振ってみます。一個こでもクリティカルすればまだ……（ダイスを振る）うっ、ダイスは８、６、３。ダメでした。でも、最後まで抵てい抗こうします！　自分に《妖よう精せいの手》を使って、ダイスをクリティカルに！

ＧＭ：じゃあ、スズカは《デビルストリング》で消します。

凛々花：う……。そうなると抵抗できない。達成値的には８ですから……。

ＧＭ：スズカの爪が凛々花の肌に食くい込こみ、そこから血が流ながし込こまれていく。で、何が起こるかなんですが……すいません、渋沢さん以外部屋から出ていただいていいですか。

凛々花：えええええっ!?（一同笑）

風見：本当に？

ＧＭ：ええ、何が起こるかは他の人には秘ひ密みつです。

キョウ：うおおお、気になるぞ！

凛々花：マジで!?　やったー!!

ＧＭ：なんで喜んでるんですか？（笑）

凛々花：だって、わくわくするじゃないですか。洗せん脳のうされたロールプレイもできるし（笑）。

風見：なるほど（笑）。




　というわけで、他のプレイヤーにはしばらく退たい室しつしてもらい、渋沢さんと相談することに。

　凛々花がどのようなことになるのかは、次のシーンでお楽しみということで。




ＧＭ：……というわけで、皆みなさん入って来ていいですよー。

一同：はーい。

斗月：いったい、何があったのか。というか、渋沢さんが楽しそうだ（笑）。

凛々花：ふふふっ。

ＧＭ：で、凛々花はふと気がつくと、何事もなかったかのようにその場にいます。気づけば何事もなかったかのように。

凛々花：はい。あー、お風呂上がったー（笑）。

キョウ：くっ、いったい何が起こったのだ。気になるぞ（笑）。

ＧＭ：では、このシーンは終了です。








《鮮赤の牙》　血を与えて、対象を操るブラム＝ストーカーのエネミーエフェクト。

《デビルストリング》　相手の行動を阻害し、一部のエフェクトの効果を打ち消すエグザイルのエフェクト。











◆Opening 03◆誘ゆう惑わく


Scene Player ───鷺乃宮キョウ






　静かな夜であった。キョウは幸福な夢ゆめを見ながら、自室で眠ねむりについている。連日の戦いで疲ひ労ろうがたまっていたのか、起きる気配もない。

　そんな彼の部屋を訪おとずれる影。それは、どこか思おもい詰つめた表ひよう情じようを浮うかべる凛々花だった。




ＧＭ：では、次のシーン。キョウくんと凛々花のシーンになります。

キョウ：お、おお！

ＧＭ：さっきの続きから始まります。お風呂上がりの凛々花がキョウの部屋を訊たずねてきます。

キョウ：なんと！（笑）

風見：きっと、ネグリジェとか着てくるんだよ♪

凛々花：えー（笑）。

斗月：さっきから、会長の目の輝かがやきが違ちがうな（笑）。

風見：会長は、読者のことを考えるだけで……でも、凛々花くんは何を着てるんだろう？　ネグリジェかな？

凛々花：それはないかな？（笑）　可か愛わいいワンピースのパジャマだよ。

キョウ：しかし、余は夜よ更ふけだとぐっすり眠ねむっているぞ。

凛々花：じゃあ、部屋をコンコンってノックします。キョウくーん。

キョウ：全然起きんのだ（笑）。

ＧＭ：「キョウくーん」って言う凛々花の声がしましたよ、今。

キョウ：夢の中で、ご飯を作ってもらい、余を呼よぶ凛々花の声が聞こえる……（一同笑）。

凛々花：えええ、もう結けつ婚こんしてる!?（笑）

風見：トントンって、ネギ刻きざむ音とかしちゃってね。

キョウ：そんな幸せな夢を見て、眠っておるのだ（笑）。

凛々花：じゃあ、ちょっと強引にいってみるかな？

風見：おお、凛々花くん大だい胆たん（笑）。

ＧＭ：でも、鍵かぎかけているんですかね？

斗月：なにせ、着き替がえまで全部メイドにやってもらってるからな。

風見：朝もメイドが起こしに来るし、きっと鍵はかかってないんだよ（笑）。

凛々花：なるほど。じゃあ、しばらくノックしても返事がないので、ドアノブに手をかけると「あ、開いてる……」って。あー、うん。入るね。

風見：今、凛々花くんはどんな顔してるのかな？　プレイヤーは楽しそうだけど（笑）。

凛々花：今は、キョウくんとお話ししなきゃ！　って真しん剣けんな顔をしています。スリッパの音を、パタパタさせて近づきます。

キョウ：む、さすがに足音に気づくぞ。……む、何じゃ!?　ガバッと起きる。

凛々花：ふわっ!?

ＧＭ：すると、寝ね間ま着き姿すがたの凛々花がキョウの寝しん室しつに何故なぜかいます（笑）。




　飛び起きたキョウは、闇に目を向けた。

　そこには、凛々花が立っていた。

　薄い夜着のみだ。




凛々花：すごいシチュエーションですね、よくよく考えなくても。

キョウ：……ふむ。そういうことか（一同爆笑）。

凛々花：何が!?

斗月：どういうことなんだ!?

キョウ：いやほら、うら若き淑女である凛々花が、男子たる余の寝室をひとりで訪ねてくるとは、ほら、色々と期待してしまうではないか！　むしろそれ以外は思いもよらないというか！（[image: ]力説）

ＧＭ：いい反応ありがとうございます（笑）。

キョウ：とはいえ、プルプル震えてたりする。武者震いだな！

凛々花：震えるんかい！（笑）

キョウ：一いち応おう……鍵を閉めておくのだ。そそくさと動いて鍵をカチャリ。

一同：キョウくん！（爆笑）

風見：抜け目ないよね。会長感心。

凛々花：ガバッと起きたと思ったら、プルプル震えて、鍵をかけるんだもんね。

キョウ：りりり、凛々花！　ななななな、何のようなのだ!?（一同笑）

ＧＭ：冷静に鍵まで閉めて何を言っているのか（笑）。

凛々花：じゃあ、わたしはキョウくんの手を握にぎって……。

キョウ：お、おお……そういうことか。

凛々花：顔を見上げて、なんて言おうかな……？

キョウ：───じゃ、余が先に行動してもいいんだな？

凛々花：え？

キョウ：凛々花をガバッと抱だきしめる！

凛々花：おおう！　抱きしめられた（笑）。

キョウ：……余がいるからには、絶ぜつ対たいに凛々花を犠牲になんかさせぬ。心配するな。

風見：ああ、キョウくんは凛々花くんが不安になってやってきたと思っているのか。

キョウ：うむ、そう思っておる。

凛々花：うおお。わたしの中のこの、気持ちを、この……。

ＧＭ：ああ、また渋沢さんが衝しよう動どう判はん定ていに失敗した（一同笑）。

凛々花：う（笑）。今は渋沢さんは抑おさえて凛々花に戻もどらねば。う～……キョウくんに抱きしめられたので、こっちからもギューッて抱きつきます。

風見：おっ。

キョウ：おおお!?

凛々花：ありがとう、キョウくん。

キョウ：いや、よいのだ凛々花。で、でもこれは何か余もいろいろと困るのだ（笑）。

凛々花：不安でたまらなかったけど、キョウくんに心配するなって言われると安心する。でも、今はちょっとだけ離はなしてもらっていいかな？

キョウ：そ、そうか。ちょっと悲しい顔をするぞ。

凛々花：そんな顔されちゃったか。じゃあ、ほっぺにそっと手を触ふれて。撫なでる感じで。

キョウ：おおっ!?　完全に目が点になるのだ!?

凛々花：かわいい（笑）。

キョウ：きょ、今日はどうしたのじゃ……!?

凛々花：そんな顔しないで。きっと大だい丈じよう夫ぶだから。わたしも、キョウくんのこと信じてるから。でも、あのね。わたしもそれだけじゃ……。

キョウ：うおおお、今日の凛々花は積極的だのう！　こ、これは夢かまことか!?（笑）

凛々花：じゃあ、目を閉とじてすっとくちびるを。

一同：おおおおっ！

キョウ：ぬうっ！　これは鷺乃宮キョウ、一世一代の……うん？　いや、なんか上手く行きすぎてはいないか？

ＧＭ：…………フッ。

キョウ：笑った！　今、ＧＭ、なんか笑ったぞ！（笑）ま、待て凛々花！　今日はちょっと何かようすがおかしいのではないか！

凛々花：…………。

キョウ：ここで余は気づくのだ。凛々花は、そのような女子ではない！

ＧＭ：ではここで、乗っ取っていたスズカの意い識しきに切きり替かわる。「馬ば鹿かな！」

凛々花：はー、よかった（笑）。

キョウ：かなりドキドキしたが、余はまだ結婚しておらぬのじゃ！

凛々花：でも、キョウくんへの好感度がどんどん上がっていく（笑）。

ＧＭ：そこで、凛々花さんはもう一回〈意志〉判定できます。

凛々花：あ、はい。

ＧＭ：今度は目もく標ひよう値ち12。

凛々花：12？　それならなんとか。振りまーす。ほいっ（ダイスを振る）……じゃあ、《妖精の手》をもう一回使います。こうやってどんどん削けずられていく。ぐぬぬ（笑）。

斗月：今は《デビルストリング》は使わないのか？

ＧＭ：はい、本人が使えないのです。

凛々花：なるほど。では、17なので成功です。

ＧＭ：では、少し凛々花が苦しんだかと思うと、一ひと筋すじの赤い涙なみだが流れ落ちる。

凛々花：うう……。

キョウ：なんと、それは驚おどろくのだ！

ＧＭ：それが溢あふれ落ちると、ジュウウッという音とともに一いつ瞬しゆんにして蒸じよう発はつし、凛々花は正気に戻もどります。

凛々花：……あ、戻れるんだ。

キョウ：じゃあ、余は凛々花に押おし倒たおされているのだな。

ＧＭ：あ、はい（笑）。

凛々花：えっ!?

ＧＭ：というわけで、押し倒してる状態からスタートです。

凛々花：ひいいいい！　　な、なにこれぇぇぇ！（笑）

風見：あらら、乗っかっているよ。

凛々花：ええと、今までのことは覚えてるんですよね？　全部やってたことも……。

ＧＭ：はい。全部覚えてます。

凛々花：じゃあ、みるみる顔が真っ赤になって、離れます！　こ、これはあの、違うの!?

キョウ：どうやら、元の凛々花に戻ったようであるな。だが、涙が、赤い……？　凛々花、いったいどうしたのだ？

凛々花：えっと、わたしは……。

ＧＭ：では、そこで《神出鬼没》を使用。「まさか……。聞いていないぞ、その少年がそこまで意志が強いなど！」という声が聞こえます。

風見：あ、来てるんだ！

キョウ：お前は！　……スズカ！

ＧＭ：そのとおり、スズカです。「凛々花様を使って、無理にでもあなた方のどちらかに神になっていただこうと思いましたが、それも叶かなわぬ様子」

キョウ：ちょっと待て！　このシチュエーションから、どうやってその状態へ持もち込こもうとしたというのだ？（笑）

凛々花：そ、そうだよね。

キョウ：しようとしていたのは、キスだけだぞ!?

ＧＭ：「それが狙ねらいなのです」

凛々花：えっ？

キョウ：ちなみに、キスをしていたら何が起こっていたのだ？

ＧＭ：「口づけをしたところで、凛々花様にはあなた様の唇くちびるを嚙かんでいただく予定でした。花嫁が神性婚礼の勝者の血をすすれば、それで条じよう件けんは成立します」

キョウ：条件だと？

ＧＭ：「ええ、それが始原の炎プロパテールの起動の条件なのです」

凛々花：じゃあ、キスしていたらわたしが封印されてたってことなの!?

ＧＭ：「その通りです。ですが、それも正せい攻こう法ほうではいかないようすですので、もう少々強引な手段を執とらせていただきます」

凛々花：ま、また何かするっていうの!?

ＧＭ：そういうと、スズカが爪でシュッと自分の手首を切ると、そこからボタボタボタッと血が垂たれ落ち、血だまりから無数のデッドコピーみたいなのが現あらわれる。

斗月：……ム、従じゆう者しやか？

ＧＭ：そうです。スズカと同じ姿をした従者が、さっき凛々花を操あやつった人差し指ではなく、今度は小指の爪を伸のばします。それが、闇やみの色に染そまっていく。

凛々花：指ごとに能のう力りよくが違う？

斗月：かもしれないな。

キョウ：強引な手段とは、どういうことだ！

ＧＭ：「もはや残り時間では、わたくしどもには叶かないませぬ。となれば……」




　それまで冷静だったスズカが、眉まゆ根ねを寄よせて歯は嚙がみする。

　何かを決意し、実行することを決めたのだ。

「また五〇年……次の五〇年……同じような方を待つといたしましょう」




キョウ：お？

ＧＭ：要するに、キョウくんの完全な起動ではなく、凛々花を殺して強きよう制せい起動させるモードに入りました。

凛々花：完全封印は諦あきらめたってこと？

ＧＭ：スズカがどういうつもりなのかはここではくわしく語りませんが、剣けん吞のんな空気に変わったのは間ま違ちがいありません。

キョウ：凛々花、余の後ろに隠かくれておれ！

凛々花：は、はい！

キョウ：そして緊きん急きゆう事じ態たい用のボタンを押おすのだ。

ＧＭ：では、「ご当主の部屋に緊急事態が発生！」とアラームが鳴なり響ひびき、ドカドカとメイド部隊がやって来ます。

ＧＭ：その気配を感じたスズカが《ワーディング》を展てん開かいします。

凛々花：ああっ、メイド部隊が無力化されちゃう!?

斗月：……ム。だが、そのアラームを聞いて駆かけつけることはできるな。

風見：そうだね。会長も登場したいよ。

ＧＭ：はい、登場できます。侵蝕率をどうぞ。

斗月：（ダイスを振る）６点上がった。

風見：こっちは１点しか上がらなかったよ。

ＧＭ：では、ふたりが駆けつけると、そこには……。

風見：寝間着姿でベッドの上に座すわっているキョウくんと凛々花くんがいるんだね（笑）。

斗月：……ム！

キョウ：こ、これは誤ご解かいなのだ!?

凛々花：そうです、誤解なの！

斗月：……目の前にスズカがたくさんいるから、事態はだいたい把は握あくした。心配するな、だいたい分かる。

風見：まあそうだけど、ふたりっきりで部屋にいたところを襲おそわれたんだよね（笑）。

斗月：……凛々花、その話はあとでな。

凛々花：あとでされちゃうんだ!?　ちがうよ～、お兄ちゃ～ん！（一同笑）

斗月：いろいろ、不安になることはあるが……まずは目の前の敵てきだ！

ＧＭ：スズカの爪が凛々花に向けられるが……実はここでは戦せん闘とうにならない！

一同：え？




　キョウたちが戦いに備えようとしたその時、スズカが呼びだした従者すべての動きがピタリと止まる。

　何が起こったのかと考える暇もなく──スズカの従者は一体残らず、寸刻みに切り裂かれて砕け散っていた。




凛々花：や、やられちゃったの!?

風見：これは！　助っ人の気配！

キョウ：ム？　もしや……。

ＧＭ：従者たちが倒れた後ろに、両りよう腕うでを変へん異いさせたコート姿の東雲しののめがいます。

凛々花：東雲さん……！

斗月：千客万来だな。

ＧＭ：「どうやら間に合ったな」

斗月：さっきの《ワーディング》を感知して駆かけつけたのか。

ＧＭ：どうやらそのようです。そして、従者はすべて片かたづきました。

キョウ：スズカの本体は？

ＧＭ：ここにいたのは、最初からすべてスズカの従者だったようですね。

凛々花：そうだったんだ。

斗月：いったい、これは何が起きたんだ？

凛々花：ええと、わたしベッドの上で顔を押さえて丸くなってる。う～（笑）。

斗月：……キョウ、何があったんだ？　凛々花からは話せないようだが？

キョウ：あああ、こ、これは。

斗月：何か、触れちゃいけない気がした。

キョウ：えーと……こ、これは、そんな……。

凛々花：ちがうの！　ちがうの、お兄ちゃん、聞いて！

斗月：……き、聞こう。とりあえず、何が起きたんだろうか。

キョウ：余にも何が何だか。

斗月：あのスズカという者が来たのは分かったが。

凛々花：……部屋にひとりでいたらあの人が来て、何かされて……。

斗月：（目を剝いて）何か！　されて！

風見：落ち着くんだよ、斗月くん（笑）。

凛々花：爪でブスッと刺さされて、そこから血が入ってきたんだよ。そしたら何か、頭がグルグルして、あとはよく分かんないんだけど……。

斗月：つまり、操あやつられたのか。

凛々花：う、うん。たぶん操られてたんだと思うんだけど、その……。

キョウ：なんだ、操られておったのか。シュンとしてしまうぞ。

凛々花：あー、うん、その、キョウくんにキスしろって。

斗月：ゴゴゴゴゴゴゴ……。

凛々花：お、お兄ちゃんから危き険けんなオーラが（笑）。

キョウ：悪いヤツは全部あいつじゃ！

風見：どうやら、あのスズカくんが来た時には、ふたりはベッドの上にいたみたいだねえ。会長、虫むし眼鏡めがねを取り出して名めい推すい理りを披ひ露ろうするよ。

斗月：ゴゴゴゴゴゴゴ……（一同笑）。

凛々花：だからーっ！
















キョウ：そ、それより東雲はどうしたのじゃ！

風見：話題を逸そらしたね？（一同笑）

凛々花：そういえば、東雲さんはいったいいつからいたんだろう。

ＧＭ：《ワーディング》を探たん知ちして《ディメンジョンゲート》でやって来たので、ついさっきですよ。

風見：あ、そうか。《ディメンジョンゲート》使えるんだっけ。

ＧＭ：「ここと、お前たちに用があってな。到とう着ちやくしたのはついさっきだ」

風見：うーん、そうだよね。会長も、東雲くんに聞きたいことがあったんだよね。

ＧＭ：「こちらもお前たちに聞きたいことと話したいことがある。場所を変えた方がいいか」

風見：そうだね。眠ねむいけど。しょうがないからメイドさんたちを呼よんで、食堂か何かに移い動どうしようよ。

凛々花：うん、そうだね……。

キョウ：しかし、いろいろ大変なシーンであった（笑）。

ＧＭ：では、シーンを切りましょう。








《ワーディング》　特殊な物質を散布し、一般人を無力化する一般エフェクト。

《ディメンジョンゲート》　空間をねじ曲げ、遠くの自分が知る場所に繫がるゲートを生み出すバロールのイージーエフェクト。
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◆Middle 01◆台風一いつ過か


Scene Player ───雲雀風見ひばり・かざみ






　キョウの自室で起こった騒そう動どうは、ともかくひと段だん落らくした。

　今、一同は食堂のテーブルに着席している。

　ただ、キョウと凛り々り花かが赤い顔のままであることを、会長は見み逃のがさなかった。




ＧＭ：というわけで、食堂に場所を変えて東雲しののめと会話するシーンになります。まだ朝は明けきっていませんが、ながーいテーブルに皆みなさん座すわってもらい、メイドたちにお茶を淹いれてもらっています。というわけで、侵しん蝕しよく率りつをどうぞ。

凛々花：まだ恥はずかしくてキョウくんの顔見れないよ……。

風見：あー、操あやつられたとはいえ夜よ這ばい仕し掛かけたんだもんね（笑）。

凛々花：よ、よば……い？

風見：そういうことなんだよ、凛々花くん♪

凛々花：くっ、プレイヤーはノリノリだったけど、改めて聞くと恥はずかしい（笑）。

ＧＭ：東雲は例によって壁かべを背せにして立ったままです。「お前たちに話したいことがある」と言います。

斗と月げつ：あのスズカという人物についてか？

キョウ：では、聞かせてもらおうではないか。

ＧＭ：「……まず〝まほろば〟とは神しん性せい婚こん礼れいを主しゆ催さいする一族の名、というのはすでに知っていると思う。そしてそれは、その首しゆ魁かいの名でもある」

凛々花：首魁？

風見：つまり、〝まほろば〟さんて人がいるってこと？

ＧＭ：「そうだ。実じつ際さいのところ〝まほろば〟というのは、たったひとりの男によって構こう成せいされる組そ織しきに過すぎない」

風見：それだと、組織じゃないよね？

凛々花：うん、個こ人じんだよね。

ＧＭ：「あのスズカと呼よばれる女もそうだが、すべて〝まほろば〟の従じゆう者しやに過ぎん」

斗月：……ム、〝まほろば〟という個人の存そん在ざいだが、すべてはその一部だということか。

凛々花：じゃあ、あのスズカっていうひとも、従者だったんだ。

斗月：ルール上は従者が従者を作成することはできないのだが……なにか特別な処しよ理りをしているということか。

ＧＭ：はい、Ｅロイス・悪あく夢むの鏡きよう像ぞうでコピーされた存在です。

斗月：ああ、分身だったのか。だから自じ我ががあったということだな。

ＧＭ：そういうことです。

斗月：では、今度はこちらからも聞きたいことがある。その〝まほろば〟というのは、歴史の長い組織なのか？

ＧＭ：東雲は、こくりと頷うなずく。

斗月：首しゆ領りようの〝まほろば〟という存在もか？

ＧＭ：「私わたしが知る限かぎりでは、どう少なく見積もっても一五〇〇年以上は存在しているだろう」

凛々花：一五〇〇年？　じゃあ、やっぱり人間じゃないの？

ＧＭ：「かつて人間だった者と言った方が正しいだろう」

風見：会長やみんなと一いつ緒しよで、オーヴァードなんだ。でも、一五〇〇年も生きられるなんて、けっこうビックリするね。

ＧＭ：「ヤツがお前たちに関わってきたのは、これも因いん縁ねんと言うべきか」と、ひと呼こ吸きゆう入れて「ヤツこそ、私が探さがし求もとめてきた仇かたきに他ならない」と言います。

凛々花：仇？

風見：そういえば、会長はそう聞いていたよ。

ＧＭ：ええ、東雲の目的が復ふく讐しゆうなのは四巻かんでも話しました。

キョウ：その〝まほろば〟への復讐が目的だったのであるか。

ＧＭ：では、そのあたりで、ギィと部屋の扉とびらが開き、ややふらついた足取りで修しゆう記き郎ろうが入ってきます。

凛々花：あっ、お父さん。

ＧＭ：「そっからはオレが説明すらぁ」

凛々花：あわわ、寝ねてなくて大だい丈じよう夫ぶなの？

キョウ：このような朝方から、大丈夫なのかお義父とう様。

凛々花：半日前まで、死し闘とうを繰くり広ひろげていたのに。

ＧＭ：「ま、その辺は俺おれもオーヴァードだからな。何とでもなる。少しレネゲイドが落ち着きゃ、あとは勝手に治っていくだろう。ミシェルも今は安静にしてる。あと半日もすりゃあ、元気になるだろう」

凛々花：よかった……。

斗月：しかし親父、あんたは東雲の仇について知っていたのか。

ＧＭ：「東雲の仇が〝まほろば〟だと分かったのは、ごくごく最近の話でな」

凛々花：そうだったんだ。

キョウ：仇というのならば東雲よ、お主は〝まほろば〟に何かされたのか？

凛々花：大切な人がいたって言ってたけど……。

ＧＭ：東雲は、こくりと頷く。

凛々花：もしかしてその好きな人、神性婚礼の犠ぎ牲せい者しやだったりするのかな？

ＧＭ：いや、神性婚礼は五〇年前なのでそうではないです。

凛々花：あっ、そうか。

ＧＭ：「身内を殺された。〝まほろば〟という存在と神性婚礼を知ったのは、その後だ」

キョウ：なるほど。復讐の執しゆう念ねんから〝まほろば〟に辿たどり着ついたのだな。

風見：かも知れないね。

ＧＭ：「連中は方ほう針しんを切きり替かえて、なりふりかまわなくなっているだろう」と、修記郎が言う。「日本を救うためと言って、凛々花を狙ねらってくる。従者たちの小指の爪つめ……あれがおそらく凛々花をむりやり生いけ贄にえにするための機き能のうか何かだろう」

キョウ：ほう、なるほど。

ＧＭ：先にプレイヤーに説明しますと、スズカの姿すがたをした従者だけが持っている能のう力りよくですね。

風見：ああ、なるほど。

凛々花：スズカ型従者の特とつ権けんなんですね。

風見：スズカ型ね（笑）。

キョウ：それをお義父様は知っておられたのだな。

ＧＭ：ええ、修記郞は知っていたのですが、どう出てくるかが読み切れなかったのです。

風見：さすがに、すべては見通せないよね。

ＧＭ：そして東雲が言う。「どちらにせよ、私の目的は連中を倒たおすことだ。ヤツらの好きにするわけにはいかない。結果的に、お前たちに手を貸かすことになる」

凛々花：つまり、協力してくれるんだね。

キョウ：それは助かる。こっちでも困こまった事になったのだ。

凛々花：かくかくしかじかって事じ情じようを話すよ。

ＧＭ：「……事情は分かった。聞いてのとおり、連中は全員が〝まほろば〟の従者に過ぎない。あの程てい度どの数を潰つぶしたところで、また攻せめてくるのがオチだろう。その対たい処しよをしつつ、ヤツの居い場ば所しよを特定し、叩たたき潰しに行かねばならん」

風見：ちょっと待って。東雲くんの目的はそうだろうけど……こっちは別に〝まほろば〟を倒すことが目的ではないんだよね。

斗月：まあ、大きな意味ではそうだな。だが、倒してもらうことでこちらの目的もかなう。

風見：そうだね。じゃあ、今度は会長から質しつ問もんするよ。

ＧＭ：「なんだ？」

風見：今回の神性婚礼は、本来のものになかった要よう素そ……つまり、参加者じゃないキョウくんっていう要素が混まざってるんだけど……東雲くんの神殺しの力は、そのイザナギとイザナミを殺せるの？

ＧＭ：「……分からん」

風見：そうなんだ。

ＧＭ：「実じつ際さいにイザナギとイザナミがどのぐらいの力を持っているのかは、私にも分からん。敵てきの戦力が評ひよう価かできない状じよう態たいで、答えることはできん」

風見：そりゃそうだよね。まあ、最悪よりはマシな答えだったかな？　無理って言われるよりは、全然いいと思うよ。

凛々花：うん、そうだね。

ＧＭ：で、ここで修記郞が言う。「だが、向こうがいつ攻めてくるのか分からん。早急に対処する必用があるだろうよ。まあ、ＵＧＮとかに鷺さぎ乃の宮みやのメイド軍ぐん団だんも調べている情じよう報ほうがあるかもしれん」

凛々花：何をするにも、とにかく情報が足りないよね。

風見：そうだね。

キョウ：しかし、スズカはあと一週間もないと言ったが、本当に時間はないのか？

ＧＭ：「ああ、おそらくは三日しかない」

凛々花：三日っ!?

キョウ：三日しかないのか……。最悪の事じ態たいには余よが犠ぎ牲せいになろう。

凛々花：キョウくんそれはダメだよ！

キョウ：む？

凛々花：それはダメだよ。そういう風にしないって決めたじゃない！

キョウ：そうであったな。余が間ま違ちがっていた。

凛々花：キョウくん……。

キョウ：では、前向きに考えよう。東雲が神殺しで、もしかしたら倒たおせるかどうかも分からんと言ってるが、もしかしたら余の力でも倒せるかもしれんぞ？

凛々花：あっ、すごく前向きな意見になった（笑）。

ＧＭ：そんなキョウを見て修記郎が、「オレやミシェルに切った啖たん呵かを思い出せ。何とかするんだろ？　だから娘むすめを預あずけたんだ」と。

キョウ：おお、お義父様……。

凛々花：あう、変にツッコミ入れにくい（笑）。

キョウ：そうなのだ！　三日以内に、何とかして見つければそれでいいだけじゃ！

斗月：……ああ、そのために昨日決意をしたばかりだ。

キョウ：余の命を助けるためと思ってメイド軍団も頑がん張ばれ！

ＧＭ：「もちろんですわ!!」メイド軍団も、飛車率ひきいる執しつ事じ軍団も答えます。




　時間は、三日しかない。

　だが、三日ある。そう思えば、まだ希望は残されているのだ。

　決して諦あきらめはしない、それが絶ぜつ望ぼうとの戦い方だ。




ＧＭ：では、メイド長が仕切ります。「四時間後から、こちらの成果を随ずい時じ報ほう告こくしていきたいと思います」

風見：うん。

斗月：要は、情じよう報ほう収しゆう集しゆうのシーンになるのか。

ＧＭ：ええ、そうなります。

キョウ：ふむ、そうと決まればひと休みせねば。時間は惜おしいが、だからこそ身体を休めることは重要なのだ。

斗月：そうだな。

凛々花：あっ、解かい散さんってなった時に、キョウくんの袖そでを引きます。

キョウ：おお、何じゃ。

凛々花：でも、顔見づらいよね……。

ＧＭ：いろんなものを思い出してしまいますからね（笑）。

キョウ：さすがに、余も恥ずかしいので伏ふし目めになるのだ（笑）。

凛々花：何だろう、このモジモジした空間～！

ＧＭ：では、その横でお父さんがニヤニヤしており（笑）。

凛々花：どっか行って！　どっか行ってよ、ほらっ！（一同笑）

斗月：親父は、俺が連れて行こう。

風見：ここはふたりにしてあげるんだよ。

凛々花：ありがとう、会長（笑）。ええと、キョウくん。さっきはごめんね。

キョウ：い、いや、気にせずともよい。

凛々花：あんなことするつもりじゃなかったし、その……。

キョウ：するつもりじゃなかった……!?

ＧＭ：そっちでショックを受けた！（一同笑）

凛々花：そ、そうじゃなくて、そうなんだけど。ええと、それで……。

キョウ：だが、余は、乗っ取られてたと聞いて安心したぞ。

凛々花：安心？

キョウ：乗っ取られたままでキスするより、素すの状態でキスしたいからのう！

凛々花：えっ……。

キョウ：赤面しながらダーッと走って退たい場じようする!?

凛々花：ああっ、走って行かれた!?（一同笑）

斗月：あっちの方が女の子みたいだな（笑）。

風見：キョウくんは、さっきからずっと乙女おとめだったよ。

キョウ：走りながら壁にぶつかって行くのだ。

ＧＭ：ごーん（笑）。

凛々花：キョウく──────ん!?（一同笑）

ＧＭ：いい落ちがついたところで、このシーンを終しゆう了りようして、情報収集シーンに入りまーす。








悪夢の鏡像　取得者がオリジナルから分離した分身であることを表すＥロイス。











◆Middle 02◆謎なぞを追って


Scene Player ───藤とう堂どう斗月






〝まほろば〟の使徒、神性婚礼の典てん儀ぎ・スズカ。彼かの女じよがこうも積極的に動き始めるということは、即すなわち神性婚礼が真に終わりを告げようとしていることに他ならない。

　今、自分たちがとるべき行動は、とり得る行動は、果たしてどのようなものなのか？




ＧＭ：では、情報収集のシーンです。ひと休みした後、それぞれ情報を調べるために奔ほん走そうしているということで。〈情報：裏うら社しや会かい〉〈情報：噂うわさ話ばなし〉〈知ち識しき：レネゲイド〉の判はん定ていで調べられます。情報項こう目もくと難なん易い度どは次のとおり。





・〝まほろば〟について　　　　　　　難易度８

・始原の炎プロパテールについて 　　　　　　　　　難易度９

・始原の炎プロパテールの強きよう制せい起動について 　　　難易度９

・イザナギとイザナミについて　　　　難易度12






斗月：…ム、ひとり一回判定ということか。

ＧＭ：はい。もちろん判定をすればするほど時間が経けい過かすると思ってください。

凛々花：そっか、三日しかないんだよね。

ＧＭ：何回失敗したかをチェックします。後半で判定がきつくなったり、敵が強くなったりすると思っていただければ。




▼キョウの情報収集

キョウ：余は〝まほろば〟について調べるのだ。日本に連れん綿めんと続く一族なら、政せい府ふ関係者に命じればすぐに判はん明めいするであろう。

凛々花：さ、さすが（笑）。

キョウ：〈情報：噂話〉で６以上出ればよい。（ダイスを振ふる）……９じゃ！

ＧＭ：おお、見事成功ですね。では、キョウくんが情報収集の手配をすると、すぐに電話がかかってきます。「衆しゆう議ぎ院いんの朝田様からお電話が」と、メイドから電話機を渡わたされて。

凛々花：議員さんから電話がかかってくるんだ。

キョウ：うむ、久ひさしぶりだな。

ＧＭ：「お久しぶりです、鷺乃宮ご当主様」

キョウ：そちらからの連れん絡らく、痛いたみ入いる。

ＧＭ：「あなたが〝まほろば〟についてお調べだと聞きまして」

キョウ：さすが、耳が早いな。

斗月：議員がこんな扱あつかいとは。さすが鷺乃宮家。

ＧＭ：「彼かれらがこの日本を、ある意味守り続けてきているというのは、我われ々われ政府の人間からすれば、ある種常じよう識しきになっているのです」

キョウ：おおー。では元から深い精せい通つうがあったということか！

ＧＭ：「はっ、彼らは一〇〇〇年以上前から存在が確かく認にんされています。一説によると、イザナギとイザナミは一度復活しかけたことがある、と」

キョウ：おお、復活しかけたことがある？

ＧＭ：「それが、およそ一〇〇〇年以上前……平安時代でございます」

キョウ：ほうほうほう！

斗月：平安ステージの頃ころか。その頃から、オーヴァードは存在していたからな（笑）。

キョウ：聞かせてもらおうか、議員。

ＧＭ：「その当時──いわゆる平安の頃、急激にオーヴァードが増加したとみられる期間があったそうでして」

風見：ふむふむ。

斗月：今言った平安ステージのことだな。

ＧＭ：「イザナギとイザナミの復活が、そのオーヴァード増加の原因のひとつではないか、と思われているわけでして、ええ」

凛々花：そ、そうなんだ……。

キョウ：大きな話になってきたのう。

ＧＭ：「そこで──当時イザナギとイザナミを封印したオーヴァードが、〝まほろば〟と呼ばれる男であったそうです」

キョウ：封ふう印いんしたということは始原の炎プロパテールを持っておったのか？

ＧＭ：「いえ、その時は始原の炎プロパテールは使わず、自分ごと封印しておるようで」

キョウ：ほう。そのようなことができたのか？

ＧＭ：「今もイザナギとイザナミと半ば融ゆう合ごうしてしまっておる状態です。ですので、本体は登場することはできず、従者しか出てくることができんのです」

キョウ：なるほど、そうであったか。

ＧＭ：「なので、〝まほろば〟はみずからの代わりに、封印する者を探さがしているのです。完かん璧ぺきな神の力を使いこなせる者であれば、永えい久きゆうに封印ができる……。それが〝まほろば〟と呼ばれる連中の目的なのです」

キョウ：余や凛々花を、みずからの身代わりにしたいのだな？

ＧＭ：「ええ、もはや長きに亘わたる封印の中で、意い志しというものは摩ま耗もうしておるのでしょう。もう抜ぬけたい。そのような衝しよう動どうでしか、動いておらんのです」

キョウ：なるほどのう。では、その〝まほろば〟を殺してしまったらどうなるのだ？

ＧＭ：「それは……イザナギとイザナミの封印が解とかれるでしょうな」

キョウ：ということは、東雲は止めねばならんぞ！

風見：仇だって言ったよね、東雲くん。

ＧＭ：「そして、イザナギとイザナミが復活してしまえば、〝まほろば〟も死ぬでしょう。もう衝動だけとはいえ、死ぬのは恐おそれておるのです」

キョウ：なるほどのう。

ＧＭ：「ですので、うかつに手を出すわけにはいかず、静観するしかないのです」

風見：……まあ、見て見ぬ振ふりだろうね、儀ぎ式しきについては。

ＧＭ：そして議員は遠えん慮りよしがちに、「日本政府としては、あなた方の無む干かん渉しようを望んでいます」と申し出ます。

キョウ：無干渉を望む……？

ＧＭ：要するに、あいつらを刺し激げきするなよ、ということです。

凛々花：あいつらのやりたいようにさせといてくれよっていう話。

斗月：日本的玉虫色表ひよう現げんだな（笑）。

キョウ：朝田議員！　非ひ常じように申もうし訳わけないが、余は今非常に遺い憾かんの意を出すぞ！　……ガチャッン！（一同笑）

ＧＭ：切られてしまった（笑）。

キョウ：情報はこんなところか。




▼凛々花の情報収集

ＧＭ：じゃあ、つぎに凛々花。

凛々花：はーい。わたしの場合は始原の炎プロパテールについてだよね。〈情報：噂話〉２レベル、財ざい産さんポイント４点あるから３以上でいけます。

ＧＭ：ま、ほぼ失敗しないですね。判定をどうぞ

凛々花：（ダイスを振る）……あ、回った。18です。

ＧＭ：はい。東雲やお父さんに聞いたり、鷺乃宮の伝手で文ぶん献けんを紐ひも解といたりして調べたと言うことにしましょう。

凛々花：はい。

ＧＭ：では、神性婚礼の花はな嫁よめに埋うめ込こまれる〝遺い産さん〟は、倒たおされた神性種の力を溜ため込こむことができます。過か去こ、何者かの手によって〝まほろば〟にその技ぎ術じゆつがもたらされたようですが詳しよう細さいは不明です。で、花嫁自身の意志で起動が可か能のうです。

凛々花：あ、そうなんですか？

ＧＭ：花嫁は任にん意いに始原の炎プロパテールを取り出すことができます。念じれば。

凛々花：わたしに眠ねむる始原の炎プロパテールをって念じればいいんですね？

ＧＭ：そうそう。

斗月：取り出すというのは、どういうことになるんだ？

ＧＭ：始原の炎プロパテールという、エネルギーを取り出すのです。始原の炎プロパテールの力を受けた花嫁、あるいは勝者──キョウくんですね──は、絶ぜつ大だいな力を得て神となります。具体的にはその時点で《ヴァイタルアップ》を取得し、侵蝕率が１０００％増ふえます。

キョウ：１０００％!?（一同笑）

斗月：……ム、ということはＨＰ１０００以上か。

風見：すごい！

凛々花：そ、そうなんだ。自分で起動することもできちゃうんだ……。

ＧＭ：今、凛々花はあらためてそれができるということ認にん識しきしました。

凛々花：で、ジャームになってそのまま封印されちゃうのよね。

ＧＭ：要するに、イザナギとイザナミの力の差を埋うめるには、侵蝕率１０００％の力がないとならないというわけです。

凛々花：１０００％……。

ＧＭ：ということで。

凛々花：あっ、じゃあいろいろ調べたところでミシェルくんのお見み舞まいに行きたい！

ＧＭ：ああ、それはいいですね。ちょっと用意しましょう。




　鷺乃宮家には、緊きん急きゆうのための医い療りよう施し設せつも用意されている。

　ちょっとした病院並なみの施設であり、その清せい潔けつなベッドにはミシェルが寝ねかされていた。

　凛々花が見舞いのために訪たずねると、ミシェルは喜んで身を起こした。




凛々花：顔を見に来ました。ミシェルくん、具合はどうかな？

ＧＭ：「これはこれは姫ひめ！　……どうしたんですか？　姫、顔が赤いですよ」と。

凛々花：え？　えええええっ!?　ああ、これはそのなんでもないんです！

風見：まさか、夜這いしたなんて言えないよね（笑）。

凛々花：違ちがうからっ！（一同笑）

ＧＭ：ミシェルは「来ていただいて、ひ、姫、申もうし訳わけありません」とズリズリとベッドから這はい出でようとしますが……。

凛々花：寝てて！　寝ててください！　無理をさせたくてお見舞いに来たわけじゃないから！

ＧＭ：「そのような顔をさせてしまうとは。僕ぼくはまだまだ未み熟じゆくです」

凛々花：でも、無事でよかったです。今までの経けい緯いを話して……この他にも何かミシェルくんが知ってることがあれば、教えて？

ＧＭ：ミシェルは、少しやっぱり自分が贄になるべきだったんじゃないか……？　という顔を一いつ瞬しゆんするんですが。

凛々花：ペチッとおでこを叩たたきます。

ＧＭ：「あ、あう」

凛々花：今、よくないことを考えたでしょう？

ＧＭ：「は、はぁ……。僕は、やはりまだまだですね」と苦笑します。

凛々花：わたしに心配かけたくないなら、今は自分を大切にして。ね？

ＧＭ：「は、はい。……実は、僕の知っていることと言っても、前にお話したことの補ほ足そく程度になりますが」と、先ほどの情報を言ってくれます。

凛々花：わたしが自分でそんなこともできるんだ。

ＧＭ：「ええ。あまりそういう意い識しきにはならないと思いますので」

凛々花：うん、しないよ。

ＧＭ：「滅めつ多たなことは考えないでください。──大だい丈じよう夫ぶだと思いますが」

凛々花：うん、大丈夫だよ。そりゃ、自分を犠牲にするな的なことをミシェルくんやお父さんに説教しといて、自分がそんなことしたら意味ないじゃない？

ＧＭ：「はい」

凛々花：そりゃね、わたしもたまに弱気になったりもするけど。考えないわけじゃないよ？　自分が犠牲になれば何とかなったんじゃないか的なことが頭をよぎることももちろんあるし。たぶんね、キョウくんも一瞬そんなことを言ってたんだけど。

ＧＭ：「あ、はい。言ってました。彼がそんな弱気になるなんて」

凛々花：だって、こんな状態だもん、仕方ないよ。それでも最初から突つっぱねられるよりも、一度迷まよって怖こわがっても突っぱねられる方が、すごい気がするよ。わたしたちは頑がん張ばるから、ミシェルくんは心配しないで。今は、とりあえず休んでてね。

ＧＭ：「分かりました。すぐに体を治してみなさんのお力になれるように……」

凛々花：聞いてた？　人の話。

ＧＭ：「や、休めば治りますから！」

凛々花：ちゃんといい子で休んでたら、おかゆとか作ってきてあげるから（笑）。

ＧＭ：「は、はい……」

凛々花：したがった（笑）。はい。じゃ、いい子いい子。

ＧＭ：いい子いい子された（笑）。こんなことをしていたらまた、「鷺乃宮キョウが怒おこるのでは……」とか思いながらも、そんなことは言えないミシェル。

凛々花：キョウくんの名前が出ると、若じやつ干かんちょっと顔が赤くなったりする（笑）。

ＧＭ：そこで、何かを察したようなミシェルであった。

凛々花：くっ。察しのいい子ね！（一同笑）

ＧＭ：ではそこで、いったん場面を切り替えてじゃあ、斗月の方に。

斗月：ム。




▼斗月の情報収集

斗月：では、始原の炎プロパテールの強きよう制せい起動について調べよう。

ＧＭ：判定をどうぞ。

斗月：（ダイスを振る）おっ、一個クリティカルだ。……18は19。

ＧＭ：おお、高い！

斗月：……さっそく、親父に聞いてみよう。始原の炎プロパテールは。強制起動できるようだが？

ＧＭ：「ああ、そのことか」修記朗は次のように説明してくれます。

斗月：教えてくれ、親父。

ＧＭ：「神性婚礼に何かトラブルがあった際、〝まほろば〟が用意している強制起動の手しゆ段だんだ。〝まほろば〟が持つある種の信号を花嫁の血管に注入し、それが心しん臓ぞう……つまり始原の炎プロパテールに到とう達たつすることで起動する」

斗月：つまり、神性婚礼参加者が起動を拒きよ否ひしても、〝まほろば〟側が強制的に起動させることができるわけか？

ＧＭ：ルール的には、あの爪づめがエグザイルのエネミーエフェクト《堕だ落らくの爪》となっております。これは、あらゆる障しよう害がいをすり抜ぬけて花嫁に到達するようにプログラムされていてカバーリングするエフェクトをしても《デビルストリング》で打ち消されます。

凛々花：な、なるほど……。

斗月：いざというときは、エフェクトでは守れないのか。

ＧＭ：通つう常じようの戦せん闘とうになった場合、凛々花とスズカ型従者が同じシーンに出るだけで危き険けんだと思ってください。１点でもダメージを受けると、もうその瞬しゆん間かんに始原の炎プロパテールが起動し、凛々花は即そく座ざに死し亡ぼう、〝まほろば〟の封印は五〇年安あん泰たいになります。

凛々花：う、ううう……。

ＧＭ：そして心臓がなくなるので、凛々花は死亡します。

斗月：……そうか。

風見：つまり、凛々花くんを強制起動させるのは、〝まほろば〟としてはかなりチョロいんだね。

凛々花：そっか、チョロいんだ（笑）。

風見：で、カバーリングもできないので、同じシーンにいると危険だ。

凛々花：わたしが自力で避さけるしかないよね。

ＧＭ：「そういうわけだ。文字通り、指一本凛々花に触ふれさせちゃならん」

斗月：そうとう難むずかしいな。

ＧＭ：「だが、やらなきゃ凛々花が死ぬ」

斗月：……ム、わかった。




▼風見の情報収集

ＧＭ：じゃあ、次は会長ですね。

風見：イザナギとイザナミだね。会長も〈情報：噂話〉で振るよ。（ダイスを振る）……16だったよ。

ＧＭ：おお、高いですね。

風見：〈情報：噂話〉は３レベルあるからね。ＵＧＮの日本支し部ぶに行って話を聞いたりしてみるよ。

凛々花：いつの間にそんなコネが（笑）。

風見：会長はかわいいから、みんなに顔が効きくんだよ（笑）。

ＧＭ：では、支部で教えてもらえます。日本を創そう造ぞうした夫ふう婦ふ神の名を与あたえられた強大なレネゲイドビーイング。二柱が復活すれば、約五分で日本全土がオーヴァードで埋うめ尽つくされます。

斗月：イザナギの人間をオーヴァード化する能力によって、だな。

ＧＭ：はい。さらに、オーヴァード化した人間は、イザナミのオーヴァードを殺す能力によって、一瞬で死に至るでしょう。

キョウ：むう。改めて聞くと、とんでもない能力だのう。

風見：……それは、日本のためとか言っちゃうよね。

凛々花：そのオーヴァードって、ジャームなの？

ＧＭ：ジャームです。ものの五分で日本中の人間がオーヴァードになり、イザナミの能力でそのうち三分の二が死にます。そして、だいたい一週間で世界中がこの影えい響きようを受けます。レネゲイド大だい解かい放ほうです。

凛々花：そんなひどいことに！

キョウ：む、むう……。

ＧＭ：平安時代にも一度だけ、不完全な形ですが復活したことがあり、その時日本にはかつてないほどのオーヴァードと死者が生まれ、未み曾ぞ有うの天てん変ぺん地ち異いにも見み舞まわれました。

風見：その時に封印したのが〝まほろば〟なんだったよね。

キョウ：うむ、議員が言っておったな。

ＧＭ：そのとおりです。そして、イザナギ・イザナミの封印維持のために、神性婚礼が行なわれるようになったわけです。

キョウ：ふーむ。

ＧＭ：ちなみに、イザナギとイザナミのレネゲイド干渉能力は、基き本ほん的てきに人間にのみ効こう力りよくがあり……たとえば物ぶつ質しつにレネゲイドが宿ったり、動物がアニマルオーヴァードになったりとかは起こりません。

凛々花：あ、そうなんだ。

風見：まあ、五分で日本が終了した時点で、世界中からミサイルが飛んできて日本が沈ちん没ぼつすると思うけど……。

ＧＭ：情報は、以上ですね。

風見：戻もどって、みんなに情報を伝えるよ。みんなも情報を共有しないとね。

キョウ：では、集まるシーンになるのだな。

ＧＭ：次はそういうシーンにしましょう。








《ヴァイタルアップ》　生命力を高める一般エフェクト。侵蝕率が高いほど、効果が高くなる。

《堕落の爪》　爪や牙など、肉体の一部から高濃度のレネゲイドウィルスを注入するエグザイルのエネミーエフェクト。











◆Middle 03◆激げき変へん


Scene Player ───鷺さぎ乃の宮みやキョウ






　凛り々り花かの中に眠ねむっている始原の炎プロパテールと、〝まほろば〟の関わり。

　それは、一五〇〇年以上も続くこの国の呪のろいとも言えた。

　そしてその呪いは、今もまた甦よみがえりつつある。残された時間は少ない。




ＧＭ：それでは、次のシーンです。皆みなさんは情じよう報ほう収しゆう集しゆうを終え、鷺乃宮邸ていの大きなモニターがある戦せん闘とう作戦室に集合しています。

凛々花：あっ、あのブリーフィングルーム。

斗と月げつ：告白大作戦の時に、さんざんいろいろやってた部屋だな（笑）。

キョウ：では、さっそくこちらの作戦を……。

ＧＭ：と、会議に移うつろうとしたところで、メイドが慌あわてて入ってきて報ほう告こくします。「た、大変です！　〝まほろば〟の従じゆう者しやたちが、一いつ斉せいに出しゆつ現げんしました!!」

一同：なんだって──────!?

凛々花：もう襲しゆう撃げきしてくるの!?

キョウ：予想していたよりも、動きが早いではないかっ！

ＧＭ：「従者は三つの軍ぐん団だんに分かれています！　一方は待合いに紛まぎれ、もう一方はお屋や敷しきがある裏うら山やまに。そして、最後の一いち団だんは……空から！」

一同：空っ!?

凛々花：ちょっと、飛んできたってこと!?

斗月：……空から来るとは、聞いていない。

風見：それはもう、対たい処しよしないわけにもいかないからね。

キョウ：いかんぞ、そんな状じよう況きようなのに、ひとりでも凛々花の前に立たれると強きよう制せい起動させられてしまうではないか！

凛々花：あー、うー。

斗月：このブリーフィングルームには、他に誰だれがいる？

ＧＭ：はい、メイド長と戦闘メイドが何人か。それとミシェル、東雲、修記郎ですね。

凛々花：勢せい揃ぞろいなんだ。

ＧＭ：戦闘メイド部隊は角かく行ぎよう、飛ひ車しやがいます。

キョウ：むっ、東雲がいるならヤツを止めねば！　今、東雲に〝まほろば〟を倒たおされては凛々花が危あやうくなってしまう！

風見：あっ、そうだね。

ＧＭ：すると東雲は「手しゆ段だんも講こうじずに、〝まほろば〟を仕し留とめるつもりはない」と言います。

風見：あっ、そうなの？　それはよかった。

ＧＭ：もともとレネゲイドの影えい響きようで酷ひどい目に遭あった人なので、誰だれかを巻まき込こむのはあんまりよしとしないのです。

風見：なるほど。じゃあ東雲くんに関しては安心して、安心できない三方向から来た敵てきに対処しようよ。

キョウ：そうだな。凛々花は、ここに残るのだ。

凛々花：うっ、やっぱり残らなきゃならないのかな？

キョウ：向こうは、文字どおり指一本でも触ふれれば凛々花の始原の炎プロパテールを起動させられる。ならば、ここに残るのが安全であろう。

斗月：あいつらは、俺おれたちで叩たたくしかあるまい。

キョウ：東雲とお義父とう様には、ここに残ってもらおう。

斗月：ミシェルはまだ戦えないだろう。

ＧＭ：「ある程てい度どなら大だい丈じよう夫ぶです！」

斗月：お前の言うことは信用できん（笑）。

風見：あはは。無理しそうだもんね。

斗月：問題は山積みだが、ヤツらの爪つめを凛々花に届とどかせるわけにはいかん。それでよいか？

キョウ：余よもそう思っておった。

風見：この三方から来る敵を撃げき退たいするのは、戦闘になるの？

ＧＭ：いえ、ここでは戦闘で処しよ理りしないです。基き本ほん的てきには、どこも攻こう撃げきを行なって達たつ成せい値ち25以上出すことができれば、撃退できます。

斗月：ム、判はん定ていだけでいいのか。

キョウ：おお、25なら簡かん単たんではないか！

風見：そんなことないよ、凛々花くんがいないんだよ。

キョウ：そうであった！　余は、データ的にも凛々花が必要なのだ！（一同笑）

風見：凛々花くんは、モニター越ごしに支し援えんエフェクト使ってくれたりはしないのかい？

ＧＭ：はっ、届かないとします（笑）。

風見：うーん、それは残念（笑）。

斗月：まあいい。それぞれ、どのような判定になる？

ＧＭ：はい、まず裏山は山間に隠かくれてやって来るため、攻撃対象を見つけるため、攻撃する前に〈知覚〉で判定が要ります。

斗月：〈知覚〉か……。

風見：【感覚】はみんな低いよ。

ＧＭ：失敗すると、攻撃の判定にダイスペナルティが三つ来ます。

風見：ま、まあ、そのぐらいなら（笑）。

ＧＭ：街は、流ながれ弾だまなどで被ひ害がいを出さないために、〈調達〉判定をして、あらかじめ根回しをしておく必要があります。

風見：あっ、会長これ得意！

ＧＭ：これも、〈調達〉の判定に失敗すると、ダイスペナルティ三つ。

凛々花：空からくるのは？

ＧＭ：上空から敵が一直線に、凛々花を目指して来るんですが。攻撃する前に〈回かい避ひ〉で判定が必要になります。

斗月：上から攻撃してくるのか。

ＧＭ：これは〈回避〉で目もく標ひよう値ち12。失敗するとダイスペナルティ二個こ、３Ｄ10のＨＰダメージを受けます。

凛々花：な、なるほど。

ＧＭ：で、どこも《堕だ落らくの爪》で攻撃してくるので、判定に失敗すると侵しん蝕しよく率りつがそのたびに３点上じよう昇しようです。で、このうち二回失敗すると、突とつ破ぱして凛々花のところへ行くので、また別べつ途とイベントが発生します。

斗月：……ム、分かった。

風見：三ヶ所に、それぞれ行くことになるね。

斗月：はい、了りよう解かいです。

ＧＭ：では、誰がどこに行くかです。

風見：会長は〈調達〉が得意だから、街に向かうよ。

斗月：俺は山に行こう。

キョウ：空は、余に任まかせるがよい！　凛々花を描えがいたあの飛行船で打って出よう！

凛々花：えええええええっ、あれで!?（一同笑）




　凛々花を描いた飛行船とは、かつてキョウが用意した通つう称しよう〝痛いた飛行船〟のことである。




凛々花：シ、シリアスな場面なのに……（笑）。

キョウ：余は真しん剣けんだぞ？　これなら凛々花とともに戦える！

風見：そうだね（笑）。

凛々花：う、うう（笑）。

ＧＭ：では、決まったところでシーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 04◆混こん戦せん模も様よう


Scene Player ───藤堂斗月






　凛々花の体内にある始原の炎プロパテールを狙ねらい、遂ついに〝まほろば〟は強きよう硬こう手段に訴うつたえることを決めた。出しゆつ撃げきの準じゆん備びをするキョウ、斗月、風見。迫せまりくる敵をなんとしても退しりぞけ、凛々花を守り抜ぬかねばならない──！




ＧＭ：じゃ、〝まほろば〟の襲撃への対処。全員登場としますので、侵蝕率を上げてください。

風見：（ダイスを振ふる）２上あがって、61だよ。

凛々花：わたしは１上がって、72。

キョウ：８で、66だ。

斗月：３上がって64。

ＧＭ：了解です。それぞれ、三ヶ所の判定をしていきます。




▼裏山──斗月

ＧＭ：では、裏山から行きましょうか。メイド部隊や角行とともに行動しています。

斗月：……ム、そうか。潜ひそんでアンブッシュだ。山やま籠ごもりで慣なれている。

風見：やっぱり山籠もりの経けい験けんあったんだ。さすが武ぶ道どう家か☆

ＧＭ：まずは、〈知覚〉で難なん易い度ど８の判定をどうぞ。

斗月：（ダイスを振る）ダイス目は７、〈知覚〉１レベルなので、ピッタリ８で成功だ。

風見：おお、危あぶなかったねー。

ＧＭ：なら成功。従者の群むれは、平安時代の武む者しや装しよう束ぞくをした一団です。ざっざっざとやってくる大量の従者たちにも攪かく乱らんされることもなく、全力で戦えます。

斗月：……《インスタントボム》と《コンセントレイト：モルフェウス》で判定する。ダメージを出す必要がないから、これで十分だ。

風見：25、けっこう大変だなぁ。

斗月：（ダイスを振る）……ム、ダイス目は26、達成値は33だ！

ＧＭ：では、撃うちもらしなしです。全員《堕落の爪》、小指の爪を振り上げて、襲おそってきますが……。

斗月：当て身で全部仕し留とめておく。

ＧＭ：次から次へとやってくる従者が、斗月の当て身によってパシャッと血だまりになっていく。裏山の従者は全ぜん滅めつしました。

斗月：全員倒たおしたのを確かく認にんして、ほかの方面に目を向けるな。

ＧＭ：はい、分かりました。こっちは終了です。




▼街──風見

ＧＭ：はーい。では一方その頃ころ、街。

風見：うん。会長の出番だね。

ＧＭ：では、〈調達〉判定をどうぞ。

風見：（ダイスを振る）……ああ、回った。16です。

ＧＭ：では、従者襲来に気づいたＵＧＮが出動。さらに会長の根回しで住民の協力も得られたので、街に出歩く人の姿はありません。一般人が戦闘に巻まき込こまれて被ひ害がいが出ることはないです。

風見：ＵＧＮもきてくれたんだ。なら、あいちゃんと会えるかな？　イザナミとイザナギについて分かったことがないか聞きたいんだけど。

ＧＭ：あっ、加賀美はきてないです。いるのは彼女の指示を受けた部下だけですね。

風見：あれ、そうなんだ。連絡は取れる？

ＧＭ：では、携帯をかけると数コール後、回線が繫がります。「はい、加賀美です」

風見：あいちゃん、今どこにいるの？　ＵＧＮが来たから会えると思ったのに。あいちゃんがいなくて、会長寂しい。

ＧＭ：「す、すみません。イザナミとイザナギの調査の成果がかんばしくなくて……。調査を続けるために、わたしは残ったんです」

風見：あらら、そうなんだ。

ＧＭ：「うう、申し訳ないです。で、でも、先ほど遺産のエキスパートの方と連絡が取れて、協力を取りつけられたんです！　必ず情報を摑んで見せますから！」

風見：協力者？

ＧＭ：「は、はい！　風見さんもご存じの方で──」と言ったところで、受話器越しに別の着信音が聞こえてきます。

風見：あらら、別の電話かな？

ＧＭ：はい、携帯ではなく、部屋の備え付けの電話ですね。「あわわ!?　すみません、一度切ります！　あとで連絡しますので、失礼します！」と、回線が切れます。

風見：忙しないなあ。協力者が誰か聞きそびれちゃったよ。

斗月：あとで連絡すると言っていたし、そのうち分かるだろう。それより、今は従者の迎撃は優先だ。

風見：そうだね。それじゃあ、会長がんばっちゃうよ。

ＧＭ：では、会長が気合を入れ直したところで、〝まほろば〟の従者たちが街に姿を現します。

風見：無人の街に従者たちがザッザッザッと押おし寄よせてくるんだね。

ＧＭ：はい。ちなみにスズカ級以外はあんまり知ち性せいがないです。

風見：はっはっはっは、ゾンビ映えい画がみたいだねえ。左右のビルの屋上から、生徒たちに網あみを投げさせて捕つかまえよう。

ＧＭ：「わー、会長かわいい」「かわいい」「かわいい！」

風見：はっはっはっ。じゃ、《コンセントレイト：ソラリス》《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》で攻こう撃げきの判定をしまーす。ところが25はけっこう厳きびしいけど……んー、33。成功！

ＧＭ：では、ゾンビの群れのような従者たちも、会長の可愛かわいさにやられていった（笑）。

風見：ハートマークが飛び交ったりするよ。

凛々花：かわいい。かわいい（笑）。




▼空──キョウ

ＧＭ：では、最後に空に向かったキョウくんです。

キョウ：はーい。余は空なのだ。

ＧＭ：痛飛行船に乗り、上空からの襲撃を迎むかえ撃うつキョウ。スズカ型従者はそのままフワフワ飛んで高速移い動どうし、ほかにも鷹たかの翼つばさを広げた武む者しや型がた従者が飛行しています。

キョウ：おお、いろいろおるではないか！

ＧＭ：鷺乃宮家の上空まで来たら、急きゆう降こう下かする構かまえを見せます。

キョウ：ふっ、させぬ！

ＧＭ：では、〈回かい避ひ〉の判定をどうぞ。目もく標ひよう値ちは12です。

キョウ：クリティカルせんとならんな。いけっ！　（ダイスを振る）……出た！

ＧＭ：おおっ、痛飛行船が急降下する従者の群れに突とつ入にゆうしていく！

キョウ：達成値は21！

ＧＭ：急降下攻撃を見事にすり抜ぬけ、敵てき陣じんの中ちゆう核かくに乗のり込めます。

キョウ：よし、次は攻撃の判定だな！

ＧＭ：で、その前にですね、ちょっと〈意い志し〉で判定をしてください。

キョウ：お？

凛々花：な、なにか不安な……。

ＧＭ：ちなみに目標値は35です。

凛々花：ええ～っ!?

キョウ：なんと！　そ、それは無理というもの。

ＧＭ：四回ぐらいクリティカルすれば大だい丈じよう夫ぶ（にこり）。

風見：まあ、これは失敗するよね。

キョウ：だが、やるだけやってみるのだ。えーい！　（ダイスを振る）……うっ、12。失敗なのだ。

ＧＭ：では、今の侵蝕率に関係なく勝手に日にち輪りんが輝かがやき、《神殺し》が発動します。

凛々花：え？

キョウ：余の意思にかかわらず、か!?

ＧＭ：ええ、キョウくんの意志に関かかわらずですね。ちなみに、これは使用回数に含ふくめなくてもいいですよ。

キョウ：むう、ともかく攻撃はする。《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》と、《渇かわきの主》と……（ダイスを振る）……あっ、一個もクリティカルしておらん!?

凛々花：ええええっ!?

斗月：お、おう……。

風見：じゃあ、失敗？　しかも《神殺し》が発動したので侵蝕率が１Ｄ10上がるよ。

キョウ：（ダイスを振る）……１なのだ。

ＧＭ：おお、素す晴ばらしい。さらに、失敗したので３上がります。

風見：かっこよくすり抜ぬけたあと、調子に乗りすぎたんだね（笑）。

キョウ：おおおおお～っ!?（一同笑）

ＧＭ：では、２Ｄ10のＨＰダメージです。（ダイスを振る）……12点。

キョウ：ぐぬぬ、このままやられてなるものか！

ＧＭ：もう一度、挑ちよう戦せんできます。あ、ここでも……。

キョウ：また《神殺し》が発動するのか!?

ＧＭ：はい、《神殺し》がやっぱり発動してしまう。

キョウ：ぬう。身体が勝手に！

ＧＭ：ちなみに、《神殺し》の侵蝕率は今度は上げなくていいです。

キョウ：わかった、振るのだ。（ダイスを振る）……今度は回ったのだ。29！

ＧＭ：キョウの身体は、制せい御ぎよできないことになる。

キョウ：……くっ、どういうことなのだ？

ＧＭ：そして、やられていくスズカ型従者にも異い変へんが起こります。

キョウ：なに？

ＧＭ：「……く、これが神殺しの力か。だが、従者はいくらでも作れる。この爪さえあれば……」と爪つめを出すんですが、その爪が先せん端たんからボロボロボロボロと崩くずれ落おちていく。

キョウ：お？

ＧＭ：「なぜだ、出せない！　爪が出せない!?」

キョウ：む？　これは《神殺し》の力なのか!?

ＧＭ：この効こう果かで、このシーン以い降こう〝まほろば〟から《堕だ落らくの爪》というエフェクト自体が削さく除じよされます。

キョウ：おおっ、なんだかわからんがそれは助かった！

凛々花：じゃあ、強制発動したのはよかったんだ。

ＧＭ：それは斗月や会長の場所でも起こります。《堕落の爪》が作れなくなっていき、血ち袋ぶくろに戻もどっていく。

風見：ん～、不思議な現げん象しようだねえ。

斗月：いったい、何が起こったんだ？




　従者たちから、堕落の爪が崩れ落ちていく。

　それは、キョウの神殺しが発動した影えい響きようなのか。ともかく、そんな異変がメイドたちからも報告された。

　凛々花は、その様子をブリーフィングルームで見守っていた。




ＧＭ：じゃ、凛々花はブリーフィングルームでみんなの戦せん況きようを見守っているわけですが、〈知覚〉判定してください。ちなみに目標値は秘ひ密みつ。

凛々花：〈知覚〉？　うわーん、低いけどやってみる。よいしょっ！　（ダイスを振る）……７です。

ＧＭ：それでいいですか？

凛々花：《妖よう精せいの手》を使うかどうかだけど……どうしよう？　もう二回使ってるし。ここは抑おさえておきます。

ＧＭ：はい。じゃ、失敗ですね。

凛々花：う、やっぱり。

ＧＭ：実は、さっきのキョウくんの判定と一いつ緒しよで目標値は35でした。

凛々花：うへえ（笑）。

ＧＭ：では、凛々花は意い識しきを失います。

凛々花：……ん？

キョウ：いきなりか!?

凛々花：え、ええええ!?（[image: ]状況を理り解かいした）




　トンッ──と、凛々花はその身に衝しよう撃げきを受けた。

　何かが迫せまっていることも気づく間もなく、その意識は途と絶だえた。




ＧＭ：というわけで、そのまま意識がブラックアウトしていきます。

凛々花：は、はい。

ＧＭ：そして、全員がそのタイミングで戻って来ます。

キョウ：なら、敵を退けて意い気き揚よう々ようと戻ってくるのだな。凛々花──。

ＧＭ：はい、いません。

キョウ：……凛々花？　どこにおるのか。東雲やお義父様、メイドたちは？

ＧＭ：すると、会議室には意識を失ったオペレーターメイドたち。そして、昏こん倒とうしているミシェルと修記郎。凛々花の姿すがたは、やはりない。

キョウ：何じゃこれは!?

斗月：……俺も戻ってこよう。東雲もいないのか？

キョウ：そうであった、東雲もいないぞ。

斗月：だが、凛々花はどこだ？　親父を起こしてみるが。

ＧＭ：意識を回かい復ふくした修記郎が、「すまん、斗月。凛々花が、さらわれた……」。

凛々花：やっぱり？　やっぱり!?（笑）

キョウ：さらわれた？　馬ば鹿かな、誰に？

ＧＭ：「東雲だ──」

キョウ：東雲が!?

凛々花：ああああああっ、やっぱり～!?

風見：会長も、戻ってくるよ。どういうことなんだろうね、これ。

ＧＭ：と、混こん乱らんしたまま、シーンを終了します。








《インスタントボム》　触れた箇所を爆発物に変換して攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《コンセントレイト：●●》　集中力を発揮してクリティカル値を下げるエフェクト。●●にはシンドロームの名前が入り、シンドロームごとに別のエフェクトとなる。

《絶対の恐怖》　対象を恐怖させる幻覚を見せて攻撃するソラリスのエフェクト。

《神殺し》　遺産、もしくは神と呼ばれる存在を滅ぼすエフェクト。本シリーズオリジナルの「Ｄロイス：神殺し」で取得している。

《渇きの主》　敵から水分を奪い、攻撃しながら自身を回復するブラム＝ストーカーのエフェクト。











◆Middle 05◆裏うら切ぎり


Scene Player ───藤堂凛々花






　突とつ如じよ意識を失った凛々花が目を覚ますと、そこは薄うす暗ぐらい洞どう窟くつの中だった。おぼろげな意識の中で、自分の身に何が起こったのかに思いめぐらせる。

　あの時感じた衝しよう撃げきは一体──？




ＧＭ：では、次のシーンは凛々花のシーンです。

凛々花：あ、はい。

ＧＭ：凛々花は、そこで意識を取とり戻もどします。

凛々花：う……。

ＧＭ：凛々花が気づくと、パッと目を開けると、目の前に何かギザギザのものが見える。

凛々花：な、何!?

ＧＭ：それは、口。その中に立たち並ならぶギザギザの歯。よく見ると、ザンバラ髪がみで全身を拘こう束そくされた女の子が……。

凛々花：きゃああああああああああああああああああ！
















ＧＭ：「起きたぞ、東雲！」「そうか」

凛々花：な、なに？　わたしは意識を失って……。

ＧＭ：東雲が「気分はどうだ？」と聞いてきますが。

凛々花：その、実じつ際さいのところ気分はどうなんですか、わたし。

ＧＭ：かつてないほど快かい調ちようです（笑）。

凛々花：えっ、そんなに？

ＧＭ：ええ、なぜかと言うと、東雲の手に何か脈打つ心臓のようなものが見えます。

凛々花：ええええっ、わたし死んでるじゃん！　東雲さん、どういう……？

ＧＭ：凛々花には東雲が持っているのが始原の炎プロパテールだというのが分かります。

凛々花：な……それ、いったい何がどうしたの!?

ＧＭ：「私わたしには、これが必要だったのでな。心配しなくても、きみの体には別のものを使っている」

凛々花：……へ？

ＧＭ：「けっこう大変だったんだぜぇ」って言いながら、インがニタニタしている。

凛々花：だ、誰なんですか、その子？

ＧＭ：「こいつはイン。私の復ふく讐しゆうのために必要な道具だ」

凛々花：やっぱり、インちゃんだったんだ（笑）。




　イン──漢字では「陰」と書く。その正体は東雲が持つ〝遺産〟、「陰陽魚」。全身を拘束された少女の姿をしているが、戦闘時には蛮刀となって東雲に揮われる。

　詳細は『ナイツ』シリーズをご覧いただきたい。




ＧＭ：東雲が言うには、インは〝黄金のリンゴ〟と呼よばれる〝遺い産さん〟を食ったことがあるそうです。こいつは〝遺産〟を食う〝遺産〟なんですね。くわしくは、『ナイツ』の三巻かんをご覧らんください。

凛々花：はい。知ってます（笑）。

ＧＭ：今、凛々花の胸にあるのはインの力でコピーした、劣れつ化か版ばんの黄金のリンゴです。

凛々花：お、おお……？

ＧＭ：といっても、通つう常じようの心臓の役やく割わりしかありませんが。

凛々花：そういう手段があるけど黙だまっていたっていうことは……。

キョウ：最初から、これを狙ねらっていたのか？

凛々花：東雲さん、そんなやり方があったのに今まで内ない緒しよにしてたのは、あなたがそれを独ひとり占じめしたかったからなの？　それを使って何をしようって言うの？

ＧＭ：「言ったはずだ。復讐だと」

凛々花：これからどうやって復讐しようっていうんですか！

ＧＭ：「〝まほろば〟を殺すのにもっとも手っ取り早い方法は、イザナギとイザナミを起こすことだ」

凛々花：封ふう印いんが解とけたら、その封をしている〝まほろば〟も死ぬって聞いたけど……あなたは、それをねらっていたんですか？

ＧＭ：「だが、それによって周りに被害がおよぶのは、私のよしとするところではない」

凛々花：ふむ。ふむふむ。

ＧＭ：「そのための封印に使わせてもらう」

凛々花：それをあなたが使ったら、完全に封印ができるの？

ＧＭ：「ああ、お前の代わりに、私がこれを使うだけだ」

キョウ：じゃあ、凛々花はそれで助かるのか？

凛々花：待って！　じゃあ、あなたが封印されるの？

ＧＭ：「……問題ない。〝まほろば〟はそれで滅ほろびる」

凛々花：どうして？　代わりの封印が見つかったら、〝まほろば〟は自由になるんじゃ？

ＧＭ：では、ここで東雲が言います。「そうはさせん。先んじてイザナギとイザナミの封印を暴あばき、奴を追い詰める。そのためにインが要いる」

凛々花：つまり、イザナギとイザナミの封印を、インちゃんに何とかして解といてもらうの？

ＧＭ：「こいつの封印を外せば、そのぐらいの力は出せる」

凛々花：そんなにすごいんだ。だから封印を解いて、それを始原の炎プロパテールで……。

ＧＭ：「封印を解いたインも危き険けんな〝遺産〟であることには間ま違ちがいない。イザナギとイザナミとついでに、インもまとめて封印する」

凛々花：インちゃんは、それをどう思っている感じですか？

ＧＭ：特に気にしてないようです（笑）。何を言ってるのか分からん、みたいな顔をしてる。

凛々花：……バカなの？（笑）

ＧＭ：はい、バカです。

凛々花：でも、その封印のためにあなたが……？

ＧＭ：「私のことは特に問題ない。私はこの時のために生きてきた」

凛々花：えー！　パッと聞いてたら問題は解かい決けつしてるんだけど、してるんだけど……。東雲さんが犠ぎ牲せいになるじゃないですか！

ＧＭ：「私は、犠牲になるのではない」

凛々花：じゃあ何になるって言うの。礎いしずえになるとでも言うの？

ＧＭ：「ただ復讐を果たすだけだ。役割を果たす。それ以上でも、それ以下でもない」

凛々花：役割を果たす？

ＧＭ：「そのために私の命が必要だと言うのなら、それも復讐の道具にするだけだ」

凛々花：ちょっ、ちょっと待って！　あなたの気持ちもわかるけど、イザナギとイザナミを何とかしないと、何も解決しないですよ。

ＧＭ：「私の復讐は終わり、イザナギとイザナミも封印される。何も問題はないはずだが」

風見：でも、それで完全な解決はするんだよね。ただ一点だけ除のぞけば。

斗月：……ああ、東雲が犠牲になるという点だけ除けばな。

凛々花：やだ。や～だ～！　嫌いやだ！

ＧＭ：「お前も、神しん性せい婚こん礼れいからは解かい放ほうされる。何が問題なのだ？」

凛々花：納なつ得とくできないんです！

ＧＭ：「…………」

凛々花：もともと、わたしたちは誰かひとりが損そんをすれば何もかも解決するって関係だけど……その誰かひとりを出したくなくて頑がん張ばってきたんです。それが、あなたになっただけじゃないですか。

ＧＭ：「私はそれで構かまわん」

凛々花：あなたはそれを納なつ得とくしてるのかもしれないけど、わたしは納得できません。それを返して。それはわたしの心臓です！

ＧＭ：「納得してもらおうとは思っていない。私は復讐を果たす。それだけだ。そのためだけに、この二〇年……あの地じ獄ごくの中東の遺い跡せきから二〇年、ここまで彷徨い続けてきた」

凛々花：それだけ長い間生きてきたのに、復讐以外のものは見つけられなかったんですか!?　わたしたちが何とかしようとした時に、あなたはそれを評ひよう価かしてくれた。わたしたちがあなたにかけてる気持ちは、あなたは評価してくれないんですか？　それも踏ふみつけて、復讐のためだけに行くって言うの？

ＧＭ：「──そうだ」

斗月：……言い切った、か。

凛々花：うー、そんな……！

ＧＭ：「私の復讐は私だけのものだ。私の憎にくしみもまた、私だけのものだ。これは二〇年前のあの日に決めていたこと。もう決まっていたことだ」

凛々花：あなたは、あなただけが大事なの？

ＧＭ：「大事なのは、復讐だ」

凛々花：じゃあ、せめて聞かせてください。〝まほろば〟をそこまでして滅ほろぼしたいのは、いったいどうしてなの？　何をされたから復讐するの？

ＧＭ：「二〇年前のことだ。私は考古学者として、中東にある遺跡の研究チームに加わっていた……」

凛々花：その中東の遺跡って──。

ＧＭ：「かつて、レネゲイド解放が起きた遺跡だ。私はその遺跡を調査する研究チームのひとつに加わっていた」

一同：っ！

凛々花：……二〇年前、あなたの身になにが起きたの？

ＧＭ：「……これが最後と思えば、語るのも悪くはないか。興が乗った。話してやる」

凛々花：居住まいを正して、しっかり話を聞くよ。

ＧＭ：東雲はしばらく沈黙してから口を開きます。「すべては二〇年前、レネゲイド解放から始まった」

斗月：……。

ＧＭ：「その時、私は仲間と共に、拠点にしていた街で資料整理をしていたが、研究員のひとりが不調を訴えたかと思うと、突然、異形の怪物へと変貌した」

凛々花：ジャーム化ですね。

ＧＭ：「そうだ。レネゲイド解放の影響は遺跡内部だけでなく、近くの街にも及んだ。私の仲間だけでなく、街の住民もオーヴァード化、あるいはジャーム化し、地獄が生まれた」

凛々花：そ、それでどうなったの？

ＧＭ：「私は運よくオーヴァード化に成功し、理性を保っている者たちと協力して、街からの脱出を試みた。しかし、そこにヤツの、〝まほろば〟の意を受けた従者が現れたのだ」

風見：出たね、〝まほろば〟が。

凛々花：なんか、タイミングよすぎなような……。もしかして、レネゲイド解放を起こしたのって、〝まほろば〟なのかな？

ＧＭ：「調べてみたが、〝まほろば〟はレネゲイド解放には関わっていない。だが、どこかで情報を摑み、大量に生まれたオーヴァードを利用して〝神性種〟の実験を行なったのだ。イザナギとイザナミを滅することができる、神殺しを生み出すためにな……」

斗月：……己の欲望のために、他者を犠牲にするか。外道の所業だな。

キョウ：むう、許せんな！

凛々花：じゃあ、東雲さんは、その実験で神殺しに？

ＧＭ：「そうだ。そして、同時に時の呪のろいを受けた」

凛々花：だんだん若わか返がえっていくっていう？

ＧＭ：「ああ。研究チームの仲間たちは、ある者は胎たい児じとなって死に、ある者は一いつ瞬しゆんにして老ろう衰すいし、ある者は精せい神しんだけを壊こわされそのまま何もできずに衰すい弱じやく死しした」

凛々花：呪いの方ほう向こう性せいはバラバラだったんですね。

ＧＭ：「生せい存ぞん者しやは私を除のぞいてゼロだ。実験の犠牲者の中には私の妻つまもいた」

凛々花：そんな……。

ＧＭ：「イザナギとイザナミを殺し、自分を封印の束縛から解放するため、ヤツは私や私の妻、仲間たちを含ふくめ無数の人間を犠牲にした。まあ、それを聞いて納得しろとは言わん。これは単なる私の事じ情じようだ」

斗月：……二〇年前のレネゲイド解放を利用して、〝まほろば〟は神殺しを生み出そうとしたのか。

ＧＭ：はい。ただ、東雲は神殺しになりましたが、その力は〝まほろば〟が求めるレベルに達しませんでした。結果、東雲は失敗作と判断され、忘れ去られたわけです。

風見：うわぁ……。

ＧＭ：ちなみに東雲の奥おくさんは、精神だけ退たい行こうし、東雲のことも何も分からなくなり、彼かれを化け物だと言いながら死んでいきました。

凛々花：そ、それは、ひどい！

ＧＭ：ひどいですよね、決めたのは俺じゃなくて矢野さんです。

凛々花：うわ、ひどいじゃないですか！

斗月：は、はい（笑）。『デイズ』『ナイツ』が始まる前から、そういう設せつ定ていでした。

凛々花：そうかー。それは辛つらかったと思うし、それでもあえて言うなら、あなたがそうやって犠牲になって、本当にあなたの奥さんはそれを望んでいるんですか？

ＧＭ：「死者は何も語らんよ。言ったはずだ。復讐は妻のためではない。自分のためだと。そろそろ時間も長くなってきた、話はここまでだ」と立ち上がります。

凛々花：待って、まだ話が終わったわけじゃ───。

ＧＭ：「……これで少なくともお前は苦しめられることはない。それでよしとしておくべきだ。それに、おそらくお前に何かあったら、私がもうひとりできるぞ」

キョウ：……む！

凛々花：それって、キョウくんのこと？　キョウくんはそんなことにはならない！　キョウくんはそんな人じゃない……。

ＧＭ：「お前とお前の仲間たちも、いずれそうなる」

凛々花：……ああ、何を言っても焼け石に水なのは分かってるけど、あなたも助かってくれないと、あなただっていなくなったら寂さびしいのに。東雲さんにロイスを取ります。

ＧＭ：ああ、はい。しかし、東雲はもう凛々花には答えません。《ディメンジョンゲート》で、次元の扉とびらを開きます。「そこを通れば鷺乃宮の家に帰れる」

凛々花：え、待ってください。わたし、帰りたくない！

ＧＭ：じゃあ、放り投げる。

凛々花：うわぁ!?

ＧＭ：「お前たちにつき合っていたおかげで、私は復讐を果たすことができる」

凛々花：あなたと一緒に行動していたのは、復讐なんかさせるためじゃなかったのに……。




　東雲は凛々花をゲートに放ほうり込こむと、背せを向けた。

　振ふり返かえりはしなかった。

　こんな解決など、凛々花は望んでいないというのに。







◆Middle 06◆活路


Scene Player ───鷺乃宮キョウ






〝まほろば〟の襲撃を退しりぞけたキョウたちだったが、戻もどった時、待っているはずの凛々花の姿はどこにもなかった。動どう揺ようと衝撃が場を支し配はいする。

　しかしその時──。




ＧＭ：では、次のシーンです。ブリーフィングルームで凛々花の行方ゆくえを探さがそうとしていたところに、ポコッと凛々花が帰ってくるシーンです。

凛々花：ポコッ、痛っ。

斗月：ああ、ゲートが開いて凛々花が落ちてくるのか（笑）。

キョウ：皆の者、捜そう索さく隊たいを編へん成せいするのだ……と言った側そばから凛々花が帰ってきたのだな。

ＧＭ：メイドたちも「凛々花様がお戻りになられましたー！」と驚おどろいています。

キョウ：何ぃ!?　急いでかけていくぞ。

凛々花：メイドさんたちに、抱かかえられてやってきます（笑）。

キョウ：大だい丈じよう夫ぶか！　何があったのだ？

凛々花：その、東雲さんに始原の炎プロパテールを取られた！

キョウ：なんだとー？

斗月：……ム、どういうことだ？

凛々花：事情を話します。かくかくしかじかと。




　凛々花は、東雲にさらわれていた事情を話す。

　始原の炎プロパテールは奪うばわれ、今は代用のものが胸むねに埋うめ込こまれていること、そして東雲が復讐のために、〝まほろば〟に挑いどもうとしていることも。




キョウ：凛々花、体は大丈夫であるか？　始原の炎プロパテールを奪われたということだが。

凛々花：だ、大丈夫……むしろ元気みたい。

斗月：まあ、それは、よかった……んだが……。

凛々花：でも、このままじゃ東雲さんが死んじゃう！　本当は死んじゃうってわけじゃないけど……実じつ際さい死ぬのと同じだよ、そんなの。

キョウ：お義父様、東雲は最初からこのようなつもりであったのか？

ＧＭ：「まさか、ここまでの行動を取るとは思っていなかった。あの野や郎ろう……」

凛々花：何を言っても全然聞いてくれなかった。やるって言って聞かなかったよ。

キョウ：なら、東雲を止めねばならぬ。東雲が行く場所はひとつしかない。その場所を知ってるのは、お義父様しかおらぬ。

ＧＭ：「そうだな、〝まほろば〟の場所しかないだろう」

風見：そもそも止めるの？　凛々花くんは助かるんでしょ。

凛々花：そうだけど……。

風見：このまま放っておけば、全部解決だよ？　凛々花くんは健康になったし、儀ぎ式しきは東雲くんが成功させてくれるし、東雲くんは自分の目的が達成できるし。

斗月：……ム。

風見：呪いのこととかいろいろあるけど、東雲くんの好きにやらせれば、みんなが一番したかったことができるんだよ、どうする？

キョウ：う、うむむ……難むずかしいな。

斗月：……ム、どう答えたらいいものか。

凛々花：お兄ちゃん、東雲さんがどうなってもいいの？

斗月：……俺も犠牲を出したくはない。イザナギとイザナミを倒し、すべてを救えれば、それが一番だと思う。

風見：でも、現実問題、イザナギとイザナミを倒せないんだよね。オーヴァードはイザナミの能力の前には無力だし──。

斗月：一般人でも、イザナギの能力でオーヴァード化されれば結果は変わらん……。

風見：イザナギとイザナミを倒せれば、すべて解決する。でも、その方法がない。さすがの会長も困っちゃうね。

キョウ：会長殿、もはや手はないというのか？

風見：認めたくないけど……ね。

凛々花：そんな！　ここで諦めちゃうの？　東雲さんに全部背負わせるのが、わたしたちの辿り着く先なの？　そんなのって……！

斗月：凛々花……。

キョウ：くうっ、余はなんと情けない男なのだ！　好きな女性が悲しんでいるというのに、なにもしてやれぬのか!?




　室内に重い沈黙が落ちる。

　敵はあまりにも強大で、抗う術はない。

　意志だけでは突破できぬ壁を前に、誰もが口を閉ざしていた。

　そんな中、新たな動きを見せたのは──。




ＧＭ：では、静まり返ったこの場に闖ちん入にゆう者しやがやってきます。

キョウ：お？

凛々花：だ、誰？

ＧＭ：「みなさんお待たせしましたー！」と光るでこを輝かがやかせながら、加か賀が美みあいが転ころがり込んできます。ゴロゴロゴロッ。

凛々花：な、何？

風見：う、うん（笑）。

斗月：……そういえば、調査をしてもらっていたな。

キョウ：おお、そうであった。はっ！　もしや、なにか情報を摑んだのか!?

ＧＭ：あいは、スマホをパッパッといじって「キョウさん、これを！」。

キョウ：何だ、これは？　余に電話か。

ＧＭ：ええ、ある人物に繫つながっています。

キョウ：誰であるか？

ＧＭ：「久ひさしぶりだな、少年」と仮か面めんの男ハウントからの電話です。「キミたちが神とやらを倒そうとしていると聞いてね」
















キョウ：おおー、あの胡う散さん臭くさそうな男か！（一同笑）

凛々花：たしかに胡散臭いところはあるかもしれないけど！

風見：なるほど。あいちゃんが言ってた協力者って、彼のことだったんだ。

斗月：ムッ……。ＵＧＮの遺産のエキスパート……頼りになりそうだ。

キョウ：しかしわざわざなぜお主が連絡を？

ＧＭ：「私が鷺乃宮玉ぎよく皇おうとつきあいがあったことは覚えているかね？　〝遺産〟関連の事案でコンサルタントをしていた」

凛々花：そ、そうだっけ？

風見：そういえばそんなこと言ってたね……。

ＧＭ：「その時に気になる話を耳にしてね。伝えようと思ったのだ」

キョウ：それは、是ぜ非ひ聞かせていただきたい！

ＧＭ：「玉皇は、かつて古来から生きている巨きよ大だいなレネゲイドビーイングを倒たおそうとしていたようだ」

キョウ：それは、やはり……？

ＧＭ：「二柱ひと組で、日本全ぜん域いきに被害がおよぶ、巨大なレネゲイドビーイングだったと聞いている。これは、先ほど加か賀が美みくんから話を聞いた、イザナギとイザナミの特とく徴ちようと合がつ致ちするのではないかね」

キョウ：うむ、確たしかに。

凛々花：イザナギとイザナミだよね。

ＧＭ：「やはりな。まだ鷺乃宮の邸てい内ないで調べてない場所があるのなら、調べてみることだ。玉皇が収集した資し料りようの中に、何かきみたちの役に立つものが見つかるかも知れん」

キョウ：おお、そうか！

凛々花：ひょっとしたら、御お爺じい様さまの秘密の日記帳とか出てくるかも知れないのね（笑）。

キョウ：この屋敷、まだ余が把は握あくしておらぬ場所は多そうだ（笑）。

風見：広いもんね。

斗月：しかし、どこ調べればいいんだ？

凛々花：屋や敷しき内ないをとにかくくまなくってこと？

キョウ：もしや、一巻で破は壊かいした研究施し設せつの中とかにあったのかもしれぬ。

斗月：可か能のう性せいはあるな。

キョウ：さっそく、メイド部隊に命じて探さがしてみるぞ！

ＧＭ：で、探すならやはり判定が必要です。

キョウ：ああ、それはそうだな。

凛々花：今度はわたしも手伝えるよ。

ＧＭ：これは〈情報：裏社会〉もしくは〈知ち識しき：機械工学〉の判定で、目標値は30です。

キョウ：むっ、ちょっと高いのう。

風見：でも、今は凛々花くんがいるから、そのくらいでも何とかなりそうだね。

凛々花：キョウくん探そう。イザナギとイザナミを何とかできるんだったら、それが一番だもの。

キョウ：そのとおりだな。さすがは凛々花。ハウント、お主の助言に感かん謝しやする。

ＧＭ：「いや、礼には及およばん」そう言って、電話は切れます。

キョウ：さて、そうと決まれば屋敷の捜そう索さくである。

斗月：……あのときマガツヒが死んだ時に崩くずれたあの場所か。

風見：そういえば何か妙みような空間があったよね？

凛々花：じゃあ探してみよう。これ以上、東雲さんや周りに無茶をさせないためにも。

キョウ：そう、さっそく判定をしたいのだが。

ＧＭ：はい。

凛々花：瓦が礫れきの探たん索さくだから、〈知覚〉でもいいですか？

ＧＭ：ああ、そうですね。〈知覚〉でもいいでしょう。

キョウ：よし、それならいけるのだ。

凛々花：じゃあ、キョウくんに《導みちびきの華はな》を使って、達成値に＋16です。

キョウ：おお、さすがは凛々花だ。（ダイスを振る）……32だ

ＧＭ：では、成功ですね。瓦礫の中から、研究資料を見つけることができます。

キョウ：む、それを回かい収しゆうしよう。どんな隙すき間までも、余は入れるぞ。

ＧＭ：そうだった（笑）。では、キョウくんは資料を回収し。情報をピックアップできます。ドイツ語で書いてある。

風見：だったら、飛車くんに読ませようよ。きっと読めるに違ちがいないよ。

キョウ：というわけで、任まかせたぞ飛車よ。

ＧＭ：「はっ、分かりました」と、飛車はものすごい勢いきおいでサーッて速読し、データにまとめ直してくれます。「どうぞ」

キョウ：あ、ありがたい。

凛々花：どんなことが分かるんでしょう？

ＧＭ：はい。御ご前ぜんの研究は、もともと彼は神性婚礼に参加する際、マガツヒのような弱い神ではなく、もっと強大な力を得て打ち勝とうとしていたのです。で、そこで目をつけたのが東雲の神殺しだったのです。

キョウ：東雲に目をつけていたのだな。

ＧＭ：それを奪うばうために研究を重ねていた玉皇は、レネゲイドを吸きゆう収しゆうし、他者に分わけ与あたえることができるという肉体を作り上げることに成功します。そのため、その肉体をレネゲイドから徹てつ底てい的てきに遠ざけ、無む菌きん状じよう態たいで育て上げました。

風見：なんでまた、そんな手間のかかることを。

ＧＭ：乾いたスポンジがよく水を吸うように、レネゲイドと触れていない──侵蝕率０の状態の方が、必要な能力を吸収させるときに効率よく行なわせられるからですね。

風見：ああ、なるほど。会長納得。

斗月：あとは、必要ない能力……不純物が混じるのを嫌ったのかもしれんな。

ＧＭ：それもあります。そしてこの肉体は一六年前に完成しています。

キョウ：む、これは……。

凛々花：ひょっとして、やっぱり……。

キョウ：なるほど……余か。これは……余か……？

斗月：名前は表記されているのか？

ＧＭ：ええ、書いてますね。一六年前のファイルに「ようやく完成する。この肉体を、キョウと名づける──」。

キョウ：そ、そうだったのか……！

ＧＭ：この鷺乃宮キョウの肉体というのは、要するにレネゲイドをどんどん自分に蓄たくわえる──おもに神性種を蓄えるのが目的なんですが──この性せい質しつは何かに似にています。

凛々花：あっ、始原の炎プロパテール！

ＧＭ：そう。つまり、キョウの肉体は始原の炎プロパテールを御前が研究して作った、もうひとつの始原の炎プロパテールなのです。

キョウ：余は、そんな存そん在ざいだったのか。

ＧＭ：キョウは、戦った相手の能力を蓄える。つまり使えないだけで今も一二体の神使いのうち、《神殺し》で倒した者の力は溜ため込こんでいるわけです。

風見：へえ！

キョウ：そうであったのか。

ＧＭ：つまり御前はマガツヒではなく鷺乃宮キョウという〝遺産〟を使って神性婚礼に参加するつもりでした。ジャーム化させて、自分の意のままに操あやつろうとしたのもそのためです。

キョウ：ふうむ。

ＧＭ：こうしてできたキョウくんとすべての神使いを戦わせれば、御前は始原の炎プロパテールを手に入れるも同義。オリジナルの始原の炎プロパテールも手に入れれば、なんと二倍。侵蝕率にして２０００％の力が手に入るというわけです。

斗月：その力でイザナギとイザナミを倒そうと？

ＧＭ：その通り。ひとつで封印ならば、ふたつで撃破しよう。そういう考えでした。

キョウ：なんと……。

風見：ちなみに、御前は何で倒たおす方法を研究してたの？

ＧＭ：それはもう、自分が支配するべき日本に脅きよう威いが残っているのは耐たえられないという理由からです。

風見：ああ、なるほど。会長納得。

キョウ：そうなると、余らが東雲と出会ったのもまたお爺様の計画であったのか？

ＧＭ：ええ、そこから計画済ずみです。

キョウ：なんと！

ＧＭ：あの空間に引ひきずり込んでしまえば、キョウくんはかならず東雲と接触しますしね。

凛々花：で、でもちょっと待って。オリジナルの始原の炎プロパテールは私にロイスを持っていないとその力を受け渡せないんでしょう？　御前はジャームだったから、それはできなかったはずじゃない？

ＧＭ：いいや、それもキョウくんに兼ね備えた特性で突破するつもりでした。

キョウ：まだなにかあるのか！

ＧＭ：御前はキョウくんを「究極の媒介」として設計しました。キョウくんはあらゆるレネゲイドを吸収する特性と、そしてため込んだ力を他人に受け渡せる機能があるのです。……０話のこと、覚えてますか？

風見：０話？

ＧＭ：キョウくんがオーヴァードに覚醒した後、凛々花ちゃんをも覚醒させてますね？　しかも本来は自分自身に残るはずの「若返りの呪い」を凛々花ちゃんに渡わたして。アレはこの能力の暴走なんです。

凛々花：あ…………！

斗月：理屈はわかった。だがその力は、どうやって渡せるんだ？

風見：き、キスとか？（一同笑）

凛々花：なんで会長が赤面するの!?（笑）

ＧＭ：基本的に、キョウの血を分け与える、というものです。ただし、その相手がキョウにロイスを持っていなければなりません。御前の場合は無理やり奪うばい取とるので、ひとりでも大だい丈じよう夫ぶなんですけどね。

キョウ：ということは、もうすでに余には侵蝕率が１０００％溜たまっている状態なのか？

ＧＭ：いえ、データ的に溜まっているわけではありません。始原の炎プロパテールとして起動させると、ということです。つまり、やろうと思えば、いつでも１０００％分上昇させられます。

キョウ：ふうむ。余が力を使おうと思えば、いきなり侵蝕率が１０００％上がるわけか。

風見：そして、そこに東雲くんの奪った始原の炎プロパテールの力を重ねると、２０００％になると。

凛々花：１０００％なら封印だから、２０００％あれば倒たおせる、って話なんだよね。

風見：うん。方法はわかった。でも会長たちには使えないよね。そんなことをしたら、キョウくんはジャームになっちゃうよ。

凛々花：うん、それは……だめだよ……。

斗月：俺たちの目標は誰も犠牲にしない勝利だ。キョウに押しつけるのでは意味が無い……。

凛々花：どうにか、どうにかする方法はないの……？

キョウ：ふむう、あのー、少し考えたのだがな？

風見：どうしたのキョウくん？

キョウ：上がるのが２０００％なら、みんなに[image: 500]％ずつ分け与えるのはどうか（一同笑）。

風見：そんな無茶な（笑）。

斗月：そうだぞ、キョウ。……ん？　どうした、ＧＭ。そんなに驚いた顔をして。

ＧＭ：あ、はい。えーっとですね……正解です。

凛々花：え？

ＧＭ：ですから、キョウの言った方法が正解なんです。

一同：なんだって───っ!?




　この時、筆者は本当に驚いていた。

　キョウがあっさりと言った、侵蝕率を分け与えるという選択。

　普通は不可能な行為であるため、そう簡単に思い至らないだろうと思っていたのだが……こうもあっさりと正答を導きだすとは！

　岡本信彦、おそるべしである。




ＧＭ：いや、これはすごいです。まさか、いきなり答えを導き出してくるとは。

風見：えっ？　どういうこと？

ＧＭ：改めて説明しますね。イザナギ・イザナミと戦う手段を得ようとすると、東雲から始原の炎プロパテールを奪うばい返かえす、という条じよう件けんがつきますが、キョウの侵蝕率が２０００％上昇します。

風見：そ、それは困こまるね……。

ＧＭ：ただ、その負ふ担たんを引き受ける者がひとりいるごとに、負担を[image: 100]％引き下げられます。

風見：ふむふむ。

凛々花：つまりわたしたちが[image: 100]％ずつ引き受ける？

キョウ：だがそれだとまるで足りないのう？

ＧＭ：……キョウくんにロイスを持っているオーヴァードが皆さんだけだとでも？

一同：あっ！

凛々花：そうか、ＮＰＣのみんなも入れていいんだ！

風見：うん、みんなで引き受ければ！

斗月：……キョウが帰ってこれる範はん囲い内ないに落ち着けるということか。神と対等になる代償を、他の人が少しずつ肩代わりすることで。

ＧＭ：はい、そうです。東雲とは逆の道を行くであろうみなさんに合わせて、このギミックを用意させていただきました。

斗月：ム……。そうか、これはひとりで問題を解決しようとする東雲にはできない方法だな。

風見：だねえ。みんなと力を合わせることができるキョウくんらしい道だよ。会長感服。

ＧＭ：ただ、この方法は協力者にリスクを負ってもらうことになってしまいますけども。

キョウ：どうだろう、みなのもの。危険な道ではあるが、共に進んでもらえるだろうか？

凛々花：もちろん！　みんなで先に進もう！

斗月：ムッ……。凛々花が行くなら、俺は守るだけだ。

風見：ま、今さらだよね。今までだっていろいろ無茶してきたんだもの。会長も最後までつき合うよ。

キョウ：……感謝する！

ＧＭ：それでは、改めて始原の炎プロパテール発動時の効果を説明しましょう。まず侵蝕率が２０００％上がります。

斗月：それはよくわかった（笑）。

ＧＭ：これは集団で負担を軽減できます。ひとり[image: 100]％まで。

キョウ：なるほど……。

ＧＭ：そして使った段階でＨＰは全快。また使用回数のあるエフェクト・Ｄロイスはすべてフル回復します。

凛々花：あ、それはうれしい。

ＧＭ：そして最後に、イザナギ・イザナミと戦えることになった効果として、二神から《ヴァイタルアップ》が消滅します。

キョウ：うむ、なるほど理解したぞ。

風見：それじゃあ、みんなでリスクを分け合うとして、会長たちコミで二〇人集めればいいんだね。

斗月：条件は？

ＧＭ：『デイズ』シリーズに登場し、キョウと凛々花にロイスを持っていそうな人です。

凛々花：じゃあ、まずは瑠る璃りさんとラハブさん、志し津づ香かさん、ハウントさんですね。

ＧＭ：まずは正解です。ナイトフォールの四人なら、助力は惜しまないでしょう。

キョウ：ありがたい！

ＧＭ：あと、ミシェルも「僕ぼくも引き受ける」と言ってくれます。

凛々花：ミシェルくんに……お父さんも引き受けてくれるかな？

ＧＭ：ええ、引き受けてくれます。

凛々花：修記郎、と。えっと、他に誰かいたっけ？　「東雲ー！　お前も[image: 100]引き受けろー！」……って言う？（一同笑）

風見：いいんじゃない？　ま、勝ったら友ゆう情じようが芽生えると思うしー（一同笑）。

凛々花：それじゃあ、東雲さんも加えておこうっと（笑）。これで一一人まで埋うまったよ。

キョウ：あと九人か……。

凛々花：うーん、わたしたち、誰に出会ってきたのかな？

風見：ここに『デイズ』シリーズの単行本あるよー。

一同：おおっ！

斗月：（『デイズ』を読み返して）……飛車がいるな。

キョウ：おお、いたな。

凛々花：それじゃあ、飛車さんもリストに書いておくね。

ＧＭ：飛車は「お任まかせください！」と返事をします。ちなみに、東雲が説得できれば、おそらくインも協力するでしょう。あいつは特とく殊しゆなので。それからひとり、悲しそうな顔をしている人がいます（笑）。

凛々花：……あいちゃん？

ＧＭ：はい（笑）。

風見：ごめん、オーヴァードだってことすら忘わすれてたよ。

ＧＭ：「オーヴァードですよっ！」（笑）

風見：……だっけ？

ＧＭ：「オーヴァードですよぉっ!?」（笑）

風見：そういえば、エフェクト使って退場してたね。

斗月：本当だ……（笑）。

キョウ：……うむ、それでもまだ足らんな。

凛々花：あと六人かぁ……。

キョウ：そういえば、前のセッションのときに、人形だけ壊こわした女の子がいたぞ。

ＧＭ：あっ！　いた!!

斗月：ムッ……。キョウがミシェルと協力して助けた女の子だな。

風見：あの子、オーヴァードなの？

ＧＭ：ぬいぐるみはジャームだったけど、実は女の子がオーヴァードです。おそらく今はＵＧＮが保ほ護ごしています。名前を決めなければいけませんが（笑）。

凛々花：名前は何にします？

ＧＭ：どうしようかなぁ……、ハデスの力を持ってた女の子だから、メイちゃんっていうのを今考えた（笑）。

キョウ：ふっふっふ、その子なら余からもプレゼントを贈おくってもよい。

ＧＭ：これはすごい。俺も想定していなかった。それはとてもいい。

凛々花：キョウくん、さすが！

キョウ：ふふふ。




　ここまで、リストアップされているのは、キョウ、凛々花、斗月、風見、瑠璃、ラハブ、志津香、ハウント、ミシェル、修記郎、東雲、飛車、イン、あい、メイの、一五名である。




斗月：……あと五人だな。

風見：しかもオーヴァードじゃなくちゃいけない。

キョウ：さらに、余と凛々花にロイスを持っているものだ。

風見：うーん、あと五人は……。

凛々花：……あっ、そうだ！　ドラマＣＤで会った人たちはどうかなぁ？　『デザイア』の四人！

一同：ああっ！

キョウ：さすが凛々花！　冴えているではないか！

風見：あの四人なら力を貸してくれるかもしれないねえ。

斗月：どうだ、ＧＭ？

ＧＭ：もちろん、ロイス持ってますよ。

風見：凛々花くん、お手柄だね。

ＧＭ：はい、正解です！　そして実はデザイア組に気付いたことで、ひとつボーナスがあります。

凛々花：ボーナス？

ＧＭ：はい。東雲を説得すればインが協力してくれるように、デザイアの四人──というか、朱香を引き込めれば、おまけにひとりついてきます。

斗月：……ム、朱香のおまけ？

凛々花：あ！　まさか、絆ちゃん!?




　永石絆。京都に存在した遺産「至高天」が姿を変えたレネゲイドビーイングだ。三歳くらいの少女の姿をしており、朱香のことを「ママ」と呼び慕う。朱香自身にとっても、絆は大切な娘なのだ。




斗月：詳細は『デザイア』シリーズを一読ください。

風見：宣伝お疲れ様です。

キョウ：これで五人追加だな！

斗月：……ム。合計でどうにか二〇人だ。

凛々花：東雲さんとインちゃんは、説得できなかったらそれまでだけど……。

凛々花：こうして見ると、結けつ構こうな数の人と関わってきたね。

斗月：何しろ、３パーティ分いるからな（一同笑）。

ＧＭ：……ただし、ひとつ問題があります。イザナギとイザナミを倒す、となると、どうしても封印を解かい除じよしなければいけません。

風見：うんうん、そうだねぇ。

ＧＭ：そうなると日本に被害が出るわけです。御前が金を貯めていたのは、その対策のためだったのです。

風見：そ、そんないい人だったの？（笑）

キョウ：うっかり倒してしまったぞ？（笑）

ＧＭ：いえいえ、そうではないですよ（笑）。

キョウ：つまり、日本が全滅してしまったら、自分が支配するところがなくなるから、ということか。ならば、今回はその金を一いつ般ぱん人じんの避ひ難なんに使えばよい。

斗月：……俺たちの方ほう針しんからすると、一般人にも被害を出すわけにはいかんからな。

キョウ：そのとおりである。まず、場所はどこだ？

ＧＭ：富ふ士じ山さんですね。

キョウ：被害範はん囲いは？

ＧＭ：五分で日本列島全部に影響します。三〇秒で関東一円だと思ってください。

凛々花：うわ……。

ＧＭ：関東は戦闘開始と同時に、非ひオーヴァードはいなくなります。

キョウ：……なるほど。それを二日間でどうにかしなければならぬのか。

凛々花：その間、どこかに避難させられればいいんだけど……。その二日間で、避難させないといけないよね。

斗月：そういうことになるな。十分でも何分でも、空白時間を作らなければ……。

凛々花：封印は解除できない、と。東雲はどうするつもりだったんだろう？　インを使ってどうにかするつもりだったのかな……。

キョウ：……うーむ、二日では無理か？　いや、だが、我わが鷺乃宮の財ざい力りよくを使えばできるはず。……たとえば、百兆円あるとしよう（一同爆笑）。

一同：百兆円!?

風見：国家予算を超こえるよね（笑）

凛々花：はい！　あるとして！（笑）

キョウ：二日以内に、関東甲こう信しん越えつ、関西、ここに住むすべての人たちを、北海道や九州に移動させることは可能かのう？

斗月：……いろいろ問題はあると思う（笑）。

風見：一家に一台、ヘリが来る勢いだよ（笑）。

凛々花：そ、それで手配できるかなぁ？

風見：じゃあ、ひとつの街に住む全員に世界一周旅行が当たるとかは？（一同笑）

凛々花：それもすごい！

キョウ：あとはもう、富士山を持ち上げて運ぶしか方法はあるまい！

凛々花：えええええええええっ！

風見：本当だー！　富士山を移動させたほうが早いねー！（一同爆笑）

斗月：……さすが、スケールの大きな発想だな。

キョウ：うむ！　そうであろう？（笑）

ＧＭ：しかし、山やま梨なし県けん民みんと静しず岡おか県民が激げき怒どしますね（笑）。

キョウ：あとで戻もどせばいいのだ！（一同笑）

凛々花：ど、どうやって？

キョウ：東雲の《ディメンジョンゲート》で移動させられぬのか？

凛々花：富士山が通れるぐらい？（笑）

キョウ：そうそう！（笑）

ＧＭ：そ、それはちょっと、東雲さんの侵蝕率が大変なことになると思う（笑）。

凛々花：東雲さんがジャーム化しちゃう！（笑）

斗月：ムッ……。それはダメだな。

キョウ：うーむ、富士山移動計画はボツか。ならば、やはり人間を移動させる方法かのう。

風見：それならＵＧＮも協力してくれるんじゃない？

斗月：……だいたい、どの町にも支し部ぶがあるようだからな。避難誘導を手伝ってもらえそうだ。

キョウ：なるほど！　ならば、そこはお願いすることにしよう。

凛々花：あと、海外のお金持ちの友達とかが助けてくれるんじゃないかな？（笑）

キョウ：おお、鷺乃宮のコネクションを総そう動どう員いんすれば、世界中の富ふ豪ごうにも協力を要請できるはずだ（笑）。

風見：あとは、政せい府ふ関係者とかね。

ＧＭ：もちろん、政府関係者も全部動きますよ（笑）。

キョウ：うむ、そちらにも協力してくれるようにお願いしよう。

ＧＭ：その結果、日本が一時的に無人となると（笑）。

キョウ：うむ。日本列島無人化計画だ。

ＧＭ：では、「おそらく可能かとは思われます」とメイド長が深しん刻こくな顔で言います。

キョウ：うむ、そうじゃな。金ならばあるしな！

ＧＭ：「はい。ただ……」

キョウ：ただ……？

ＧＭ：メイド長は、そろばんを弾はじきながら「おそらく、全ぜん工こう程てい完かん了りようまでに、国家予算のほぼ[image: 1.4]、鷺乃宮の総そう資し産さん、ほぼ[image: 100]％を使用することになりますが……」

キョウ：構わん！

一同：即そく答とうした!?

キョウ：……凛々花よ、その、余の金がなくなってしまうのだが……いいか？（一同爆笑）

風見：せっかく衛えい星せい軌き道どうで挙げようとしてた結けつ婚こん式しきができなくなっちゃうね（笑）。

凛々花：それってつまり、宇う宙ちゆう婚!?（笑）

キョウ：いろいろプランも考えておったのだがのう……。

斗月：海底婚とかな（笑）。

キョウ：そういうものが、すべてできなくなるのだが、よ、よいか……？（一同笑）

凛々花：い、今、そこを気にするのかぁ～……（笑）。

キョウ：もう、余は「金ならあるぞ」とは言えなくなってしまうのだ。

凛々花：言ってるでしょ？　お金なんかなくったっていい、って。

キョウ：……おおっ！　プロポーズ、大成功じゃ……!!（一同爆笑）

ＧＭ：「ようございましたね……!!」（笑）

凛々花：えっ!?　あ、あれっ!?　ええっ!?　そ、そういう!?　あれ!?　今そういう、えっ、やっ、違っ……えっ!?（笑）

風見：だよねえ～、これプロポーズだよね！

凛々花：ええええええええ～っ!?（一同爆笑）

キョウ：メイド長よ、もうお主たちにも給料は払はらってやれぬ。

ＧＭ：「ううっ、お気になさらず。わたくしは、お給金とは無む縁えんのところで、若わか君ぎみには忠ちゆう誠せいを誓ちかっております……ぐすっ」

キョウ：すまぬ。

ＧＭ：「ご安心ください！　これまでのお給料がとんでもなかったので、それだけで十分でございます……！」（一同笑）

斗月：……それはそうかも知れん（笑）。

風見：今は、そういう話はしなくていいと思うんだ（笑）。

斗月：……ム。ひょっとして、キョウがひたすら甘あまやかされていたのは、レネゲイドに触れさせないためか？

ＧＭ：「は、そのとおりです」

凛々花：だからメイド隊のアンナの周りの人たちは、オーヴァードじゃないんだね。

ＧＭ：そういうことです。だからこそ、ほとんど御前に会わせてもらえなかったんですよ。会うときも、細心の注意を払っていました。

凛々花：そうだったのか……。

キョウ：……では、一般人のことは頼たのんだぞ。

ＧＭ：「かしこまりました！　お任せくださいませ！」

キョウ：まずは、東雲を止めにいかねば。

ＧＭ：おそらく、東雲は富士の五合目とかにいるんでしょう（笑）。

風見：富士の洞窟とかでブラックオーヴァード四人衆しゆうと戦ってー（一同笑）。

ＧＭ：黄金聖衣を取り戻してね（笑）。

斗月：『聖闘士星矢』か！（笑）




　古いネタで申もうし訳わけありません。




凛々花：じゃあ、さっそく他の人たちにも連れん絡らくを取らないといけないね。

風見：そうだね、協力してもらうためにね。確かキョウくんは、ミユキくんとメアド交こう換かんしてるよね？

キョウ：うむ、したぞ！

凛々花：ドラマＣＤについていた漫まん画がのほうですねー。

ＧＭ：彼らには普ふ通つうに連絡が取れます。ここで連絡を取ると、東雲と話をしている間にやって来てくれるのではないかと思われます。

凛々花：『ナイツ』の人たちは？

ＧＭ：あいちゃんがいれば、連絡が取れますよ。さっきハウントと電話がつながってましたしね。

凛々花：（プレイヤーの素すになって）うわーい、やったー！　また『ナイツ』や『デザイア』のメンバーと顔を合わせられるー！

ＧＭ：まさか二回会うことになろうとは思わなかった（笑）。

斗月：……だが、全員で戻ってくるためには、東雲の協力は不ふ可か欠けつだ。キョウだけ[image: 300]％は、絶対に不ふ可か能のうだ（笑）。

キョウ：はっはっは、無理だな（笑）。

ＧＭ：さて、東雲のいる場所は、修記郎が「おそらくここ……〝まほろば〟の封ふうじられている場所にいるだろう」と教えてくれます。

キョウ：ようし、そうと決まればこちらも準備を進めるぞ！

一同：おう！

ＧＭ：では、ここでいったんシーンを切ります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ここでロイスの確かく認にんをしておきましょうか。

斗月：……俺おれは東雲に取る。これ以降の戦いでタイタスを使うだろうから、ふたつは空けておく。イザナギ・イザナミとか、〝まほろば〟に取るだろうしな。

風見：会長はふたつ空いてるよー。とりあえず、このままで。

キョウ：余はお義兄様に取ったほうがいいか？　うーむ。（しばし考えて）……いや、まだお義兄にい様は保ほ留りゆうにしておこう。

凛々花：わたしは……キョウくんへの感かん情じようをどうしようかな？　そろそろ決めなくちゃいけないよね（笑）。

キョウ：もちろん、ズバッと慕ぼ情じようとかで構かまわぬぞ！

凛々花：（笑いながら）……やっぱ、もうちょっと考えておきます（笑）。

キョウ：ぬお、焦らされた！（一同笑）








《導きの華》　領域を調整し、他者の行動を手助けするオルクスのエフェクト。











◆Middle 07◆男の闘い


Scene Player ───藤堂斗月






　四人は、富士の風穴へと向かった。

　東雲を止めるためだ。

　彼は、己ひとりを犠牲として問題を解決しようとしている。

　だが、そんな哀しい犠牲で得られる勝利など、キョウは求めてはいない。




ＧＭ：さて、それではミドル７。場所は富士の八合目にある洞穴で、ＰＣは全員登場です。侵蝕率を上げて……そうですね、各人の上昇後の侵蝕率を申告してくださいな。

一同：はーい。




　ダイスを振った結果、各人の侵蝕率は次のようになった。


・キョウ：97％

・凛々花：93％

・斗月：78％

・風見：80％






ＧＭ：おお、順調に上がってますね。

風見：キョウくんは高いけど、ガード役の斗月くんが低いのが助かるよねー。

キョウ：うむ、頼りにさせてもらうぞ！

斗月：ム。任せておけ。

ＧＭ：それでは改めて、シーンを始めましょう。みなさんは洞穴までやってくるわけですが、そこには先客───インを携えた東雲が、ひとりたたずんでいます。まだ無事の模様。

凛々花：東雲さん！

キョウ：……間に合ったか！

ＧＭ：東雲は、あなたたちに顔だけを向け、無愛想に「……何のようだ」と言い放つ。

キョウ：ズバッと結論から伝える。東雲、他にも方法が見つかったのだ！　誰も犠牲にならん方法が！

ＧＭ：（冷淡な声で）「……私を放置すれば済む、そう言ったはずだ」

凛々花：わたしは嫌だって言ったでしょ！

キョウ：東雲も犠牲にならず、みんなハッピーエンドになるぞ！

ＧＭ：「……ほう？」




　東雲の声に、初めて興味の色が混ざった。

〝ハッピーエンド〟

　彼は、加賀美志津香という少女が、その言葉を口にするのを聞いた。

　そして志津香は、言葉通りに、自分と仲間の〝ハッピーエンド〟を勝ち取ったのだ。




凛々花：反応してくれた！

ＧＭ：キョウたちは知らないけれど、その言葉を東雲は一度、別の人間から言われてますからね。詳細は『ナイツ②』参照（笑）。

凛々花：言ったのは、ＧＭのＰＣ・志津香さんだよね（笑）。

斗月：ともあれ、関心を持ってもらえたのは何よりだ。……ついでを言えば、そのハッピーエンドには、東雲、あんたの協力〝も〟必要不可欠だ。

ＧＭ：「……私の協力、だと？　私が、インと始原の炎プロパテールを使ってイザナギとイザナミを封印する以外の方法があるとでもいうのか？」

キョウ：ある！（断言）

ＧＭ：「鷺乃宮キョウ。お前がそうまで言うのなら……話だけは聞こう」

キョウ：ああ、聞かせてやるぞ。よいか？　まず、お主がイザナギとイザナミを封印したところで、問題の先送りにしかならん。だから余は、神を───殺す。

ＧＭ：「!?　何を言うかと思えば……それは不可能だ、少年」一瞬、驚愕に見を見開くが、首を振ってキョウの言葉を否定します。「世の中には、できないことというものはある」




　東雲の声には、覚悟以外の感情が混ざっていた。

　それがなんであるか、若いキョウたちにはわからない。




ＧＭ：「たとえ君の持つ莫大な金を使おうとも、な」

キョウ：いやぁ……その金は、まぁ……もう、ないのだが（笑）。

ＧＭ：「？」

キョウ：だが、そんなことはもうどうでもいい。余に金などない！　だが、仲間がおる！

一同：おおっ。

風見：キョウくんの決め台詞が変わった！

キョウ：ここで、始原の炎プロパテールをふたつ使い、侵蝕率をみんなで負担する方法を提案する。かくかくしかじかと。

ＧＭ：わかりました。では、その説明を、東雲は黙って聞きます。聞くだけ聞いた後、「方法は承知した。だが、封印の解放に伴う被害はどうするのだ？」と尋ねてきますよ。

風見：避難させてるよ～。

斗月：うむ。日本の民族大移動だな。

ＧＭ：「……なに？」と、さしもの東雲も、予想外の模様（笑）。

凛々花：キョウくんが、鷺乃宮の財力で、根こそぎ人を安全な場所に逃してるの。こんなこと、キョウくんくらいにしかできないでしょう？

キョウ：うむ！　もう準備は整ととのっておる！　……ってことで大丈夫かのう？

ＧＭ：もうすでに、わらわらと移動が始まっていると思われます。

キョウ：それは何より。……というわけで東雲。さっき、金が無いといったのはこのためじゃ。鷺乃宮はすっからかんになったが、人命が助かるなら、それでよい。




　満面の笑みだった。

　人を救ってやったという優越感など、微塵もない。

「よかったよかった」という喜びだけの純粋な笑み。

　東雲の口元も、わずかに綻ぶ。




ＧＭ：「……なるほど。少年、お前という男は、本当の大物か、想像を絶する馬鹿者だ」

風見：キョウくんがどっちなのか、明日になればわかるよね。

斗月：……そうだな。明日になれば結果が出る。

凛々花：みんなが笑っていればキョウくんの勝ちだよ！

キョウ：はっはっは、そのとおりだ凛々花！




　笑い合う四人を、東雲は眩しそうに見ていた。

　そして───




ＧＭ：「なるほど。君たちの作戦は理解した。見事だ。私ひとりでは思いもよらなかったし、実行に移すことも無理だった」

キョウ：わかってくれたか。

ＧＭ：「ああ。……だが、ひとつ、決定的な問題点がある。それだけの力を結集しても、イザナギとイザナミに勝てるという保証はどこにもない」

キョウ：むむっ！

斗月：確かに、な。

ＧＭ：「今なら、私ひとりの命で神々を封印できる。その確実性は揺るがない」

凛々花：けど！

ＧＭ：（凛々花を手で制す）「封印を解いて戦いを挑み……敗北したとしよう。そのときこそ、私ひとりの命どころではない大惨事が起こるのだぞ。それを理解しているのか？」

一同：…………。

キョウ：わかっておる！

ＧＭ：（冷たい声で）「いいや、わかっていない。君は、君たちは……若い。だからこそ、すべてが可能だと幻想を抱いてしまうのだろう」




　今や東雲は、己の心の奥底にたゆたっていたモノを露わにしていた。

　そして、やっとキョウたちも理解した。

　それは〝諦念〟。

　老いることでのみ得られる感情。




キョウ：そんなことはない！　余と、凛々花と、斗月と、風見と、みんなと……そして、お主も一緒に来てくれれば、できないことなどありはしない！

ＧＭ：「あるいは、そうなのかもしれないな。だが、年を取るうちに、人は臆病になる。勝利して得られるものよりも、敗北して失うもののことばかり気になるんだ」

一同：…………。

風見：確信のない勝利よりも、確実な引き分けってこと？　そんなの、会長はヤだなぁ。ねぇキョウくん、このオトナに、若者がセッキョーしてやろうよ。

キョウ：……東雲。ならば、余らが神を倒せるという〝確信〟をお主に与えれば、納得してもらえるか？

ＧＭ：「ほう？」

キョウ：絶望する者あれば、希望を示すのが鷺乃宮の当主の定め。少々野蛮な話だが、一番手っ取り早い証明は、これであろう？（右の握り拳を示す）

ＧＭ：「……なるほど。シンプルだな。どの道、私に勝てねば、イザナギとイザナミにも勝てまい」

キョウ：余ならばできる。そのための神殺しの力だ。

凛々花：やっぱ喧嘩かぁ……。男の子だね。

斗月：ム。そういうものだ。

ＧＭ：「……少年、君らと戦う日が来るとは思わなかった」そう言いながら、東雲は腕を変異させる。なお、インは、そのまま地面にどすりと突き立てる。

風見：へぇ、使わないんだ。

ＧＭ：ここで使ってしまうと、イザナギとイザナミを再封印するときに困るのですよ。ということで、今回は東雲が単体で戦いを挑んできます。

キョウ：（シリアスな口調で）眼鏡めがねだけは、割らないでおいてやろう。

ＧＭ：「それはありがたい。重宝しているからな」




　富士の洞穴を、一陣の風が吹き抜けた。

　若き志と、老いた執念が、今、激突する！
















◆第一ラウンド

ＧＭ：ええと、彼我の距離は五メートル。東雲のＨＰを０にすれば、あなたたちの勝ちです。それではまず衝しよう動どう判はん定てい。東雲の覇気により、全員のレネゲイドが活性化を始めます！

[image: ]




　判定の結果、会長のみ失敗し、暴走のバッドステータスを受けた。

　各人の侵蝕率は、次のとおり。


・キョウ：[image: 109]％

・凛々花：[image: 104]％

・斗月：90％

・風見：[image: 102]％（暴走状態）







▼行動値

風見　　　　23

東雲　　　　20

キョウ　　　７

斗月　　　　７

凛々花　　　７






ＧＭ：行動値は……うおっ、東雲は20で会長に負けてる！　ではセットアッププロセスの処理を始めましょう。会長からどうぞ。

風見：ここは全力を注ぎ込んで一気に勝負を決めるよー。《女王の降臨》＋《狂きよう戦せん士し》を自分にかけて終わりっ。女王が降臨したから、超かわいくなったよ。降・臨☆

ＧＭ：あっ、はい（笑）。

風見：せっかくかわいくポーズ取ったのに、反応が薄いな～。暴走状態だから、可愛さも暴走してるのに。

凛々花：なにそれっ！（笑）

ＧＭ：東雲は、「君たち相手に、出し惜しみをするつもりはない」と《フルパワーアタック》を宣せん言げん。さらに《ワイルドグロース》《完全獣化》《進化の大たい爪そう》！

凛々花：う、うわわ……（笑）。

斗月：これが奴の本気か……！

ＧＭ：《完全獣化》すると、コートが破れて、全身が一回りほどパンプアップします。左手の刃は同じですが、右手の爪がもっとまがまがしくなり……そして眼鏡が外れる。

風見：眼鏡が外れるの!?

凛々花：大丈夫!?　生きてる!?

ＧＭ：眼鏡が本体じゃないから!!（笑）

風見：目が「３」の形になったりしない？

ＧＭ：しないよ！




　続いて、キョウと斗月はセットアップでの宣言は何もなし。

　凛々花は、東雲に向けて自分の力を解き放つ。




凛々花：《支し配はいの因いん子し》！　侵蝕率も[image: 100]％も超えてるから、このラウンド中の東雲さんの攻撃全部に、マイナス35点します！

一同：35！

ＧＭ：《支配の因子》は……制限ピュアブリードか！　消せないじゃん！（笑）

凛々花：本気で勝ちにいきますから！

ＧＭ：それはこちらも同じこと。35点程度、問題ない！　それではイニシアチブプロセス。

風見：それじゃあ会長からだね。普通にかわいく投げキッスするね。

凛々花：え～、東雲さんにもするんですか？（笑）

風見：うん、するよ。東雲くんとは仲良しだからね。

ＧＭ：それならば《魔獣の咆哮》！　激しく吼えて投げキッスなんてさせない！　ダイスを６個減らしてください。

風見：えー、ふたつしか振れにゃーい！

凛々花：会長、任せて！

風見：よろしくー。クリティカル値は６、《コンセントレイト：ソラリス》《絶対の恐怖》《マシラのごとく》《狂乱の一声》だよ。（ダイスを振る）わーお。１と３！

一同：ひでぇ！

凛々花：はい！　それじゃあ《妖精の手》！　会長、もっと可愛く！

風見：ＯＫ、モアキュート！　（ダイスを振る）よかったー、今度は回ったよ。三回も回って41だけど、もう一回お願いできるかな？

凛々花：はい、もう一回《妖精の輪》からの《妖精の手》！




　凛々花の支援が、会長の可愛さ、可憐さ、愛らしさを激しくパワーアップメイクアップレベルアップさせてゆく！




風見：達成値92！

一同：美しい！（笑）

ＧＭ：それはさすがにガードしよう。《イージスの盾》＋《獣の誇り》！　そんな幻惑など、シリアスな東雲には通じません！

風見：（ダイスを振る）ダイスで49点、合計で93点装甲無視だよ。

ＧＭ：《イージスの盾》で23点、さらに《雲うん散さん霧む消しよう》で30点軽減。40点ダメージですね。あと《狂乱の一声》による憎悪は、《獣の誇り》の効果で受けません。

風見：この最大攻撃、お肌ぷりぷりの会長のかわいさに耐え切るとは、さすが東雲くんだね。会長感心。

ＧＭ：では、獣の目をぎろりと会長に向けて唸る。では、次は行動値７の三人です。

凛々花：最初はわたしから。《要かなめの陣じん形けい》《導みちびきの華はな》《恐きよう怖ふの加か護ご》《領りよう域いきの加護》！　みんなの次のメジャーアクションの達成値＋18、クリティカルマイナス１、攻撃力＋31！




　花吹雪が、キョウたちを包んでゆく。

　それは、彼らの若き輝きをさらに彩る力となる！




ＧＭ：いつもながら凄まじい支援能力だ……。

キョウ：凛々花、ありがとう！

凛々花：うん！

斗月：次は俺が動こう。花吹雪をまとわせたまま、前に出て攻撃だ。《巨人の斧》＋《インスタントボム》＋《コンセントレイト：モルフェウス》。達成値は78！

ＧＭ：それはさすがにドッジできないな。ガード、《イージスの盾》！

凛々花：お兄ちゃん、がんばってー。

斗月：……東雲。今更ながら、あんたと戦うことにわくわくしている自分がいる。

ＧＭ：「そうだな。お前とも不思議な因縁だ」

斗月：（ダイスを振る）31点、攻撃力ボーナスを入れて62点、さらに基本攻撃力を11点足して73点。……凛々花からもらう攻撃力ボーナス、俺の基本攻撃力の約三倍（笑）。

風見：さすがは凛々花くんだね（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）《イージスの盾》で34点止め、さらに《原初の紫：氷雪の守護》で39点止めた！　ノーダメージ！

キョウ：何っ！　お義兄にい様の攻撃を受けきった!?

斗月：……ム。さすがだ。だが、次はキョウがいる！

キョウ：うむ！　まずは《異形の転身》で移動。そして《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》＋《渇きの主》＋《ブラッドバーン》＋《爪剣》のコンボだ！




　光速で迫るキョウ。

　その手には、神殺しの力。

　いかな東雲とて、受ければ只では済まない。

　だが───




ＧＭ：ならば《原初の黒：時の棺》！　これでキョウの判定は自動的に失敗！

一同：ううっ!?

キョウ：何っ!?　くっ……。




　東雲の生み出した超重力場が、時を葬り去った。

　時の流れ無き場では、光すら無力。




ＧＭ：「少年、確かに君は速い。だが、いかな君とて、時の前には無力だ」キョウの腕の付け根を鉤爪の手が摑む。

キョウ：うぬぬ……。

ＧＭ：「……攻撃の起こりが丸見えだ。そして、当たりさえしなければ、藤堂凛々花の追撃を食らうこともない」と言う。

凛々花：《力の法則》のことかー！（一同笑）

斗月：《力の法則》と、会長の新しん技わざ……このラウンドでは使えないで終わったな。それはしてやられた。

風見：うまいことやられたね。東雲くん、戦い慣れしてる。さすがは五十五歳！（笑）

ＧＭ：さて、それでは行動値０で東雲が動きます。マイナーアクションで《破壊の爪》。




　東雲、咆哮。

　一刻も早く若者たちを叩き伏せ、己ひとりですべてを決着させねばならぬのだ。

　何もかも、これで終わらせるのだ。

　己の因縁も、命も。




ＧＭ：メジャーアクションは《コンセントレイト：キュマイラ》《獣の力》《原初の赤：渇きの主》《混色の反乱》、そして……《神殺し》！　対象はキョウと斗月！

斗月：ならば《孤こ独どくの魔ま眼がん》。この攻撃は、俺が引き受ける！

ＧＭ：では斗月をふっ飛ばしてやりましょう。命中達成値は48！

斗月：ガードを宣言。《グラヴィティガード》と《魔ま人じんの盾たて》を両方使っておく。

ＧＭ：では、ダメージ。（ダイスを振る）出目はまずまず。けど、凛々花の恐るべき力によってダメージマイナス35（笑）。ええと、最終的な値は86点！

キョウ：差し引いてもその数字！　すごいな！

凛々花：お兄ちゃん、大丈夫!?

斗月：もろもろ合わせて68点引いて、18点ダメージ。

風見：それじゃあ、会長も《波紋の方陣》だよ。27点止める♪（一同笑）

斗月：ならばノーダメージだ。感謝するぞ。

ＧＭ：すげぇ！　耐えた！

キョウ：よし、これで１ラウンド目は終了だな。

ＧＭ：誰がそんなことを言いました？

一同：え？




　斗月によって阻まれた東雲の刃が、再び動く！




ＧＭ：オートアクションで《原初の灰はい：歪ゆがんだ腕うで》を使用。東雲は未行動になります。そして、諸々のコンボに《神しん獣じゆう撃げき》と《世界を喰らう者》を追加して攻撃！

風見：ヤバッ！　シーン攻撃だ！

斗月：……ここは使い所だな。《時の棺》だ。その判定を失敗させる！

ＧＭ：くっ、実はそれを消す手段がない……。

一同：よし！

斗月：一撃目は、会長にフォローしてもらいつつ右手でさばいた。次は左手で受け止める。

ＧＭ：「見事な判断だ」《神獣撃》を使ったことにより《完全獣じゆう化か》は解除され、東雲は人間の姿に戻ります。

斗月：……危なかった。一撃目に《神獣撃》を使われていたら、止められなかった。

ＧＭ：一撃目でリソースを使わせ、二撃目に《神獣撃》を入れるという作戦だったんですよ。

風見：いい作戦だったね。こっちも《魔人の盾》を使っちゃったわけだし。

ＧＭ：ということで、１ラウンド目が終了となります。




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：それでは２ラウンド目、セットアッププロセス！

風見：最初は会長だよっ。もう一回《女王の降臨》だよ。で、《マシラのごとく》は使っちゃったから、キョウくんに《狂戦士》。

キョウ：ありがとう、会長！

ＧＭ：東雲は《ワイルドグロース》《完全獣化》《進化の大爪》だけ使う。《魔人の盾》を使わせたから、《フルパワーアタック》は使わない。他は特になしですね？

凛々花：はい、特にないです。あー、攻撃力元に戻っていいですよー。しょんぼり。




　そして、１ラウンド目に続いて会長が最初に動いた。

　このダメージロールで、幸運が炸裂する！




風見：わーお、10ばっかりだよー。10が３個も出た。

斗月：他の目も、９がふたつ、８ふたつ、４ふたつ！

風見：出目だけで72点だから、[image: 105]点のダメージ！

ＧＭ：ギャーッ!?

凛々花：きゃ～！　会長かわいい～！（笑）

風見：うん、知ってる♪

ＧＭ：（ダイスを振る）うーむ、さすがに[image: 105]点はガードしきれない。《雲散霧消》も合わせて53点軽減するも、52点ダメージ。これで累計93点！

キョウ：まだ動くか？

ＧＭ：当然！　こちらにも意地があります！




　東雲の心には憎悪があった。

　それは、確かに会長のレネゲイドによる一時的なものだろう。

　だが、その核にあるものが、若きキョウたちへの羨望、嫉妬であると、東雲は気づいていただろうか。

　夢を語り、それを実現すると確信できる若さ。

　東雲の夢。

　それは、過去に妻や友の命とともに失われ、もはや戻っては来ない。

　彼にはもう、何もないのだ。




ＧＭ：ではいきます！　組み合わせは通常通りで、斗月とキョウ！

キョウ：こい！

斗月：……ム。

キョウ：どうした？

斗月：ああ。このラウンド、俺が攻撃をしなくていいか？

キョウ：どういうことだ？

斗月：……ム。普通にカバーリングをすると、おそらく打ち消されるだろう。ウロボロスならば《否定のひと触れ》を持っていてもおかしくない。

ＧＭ：さあ、どうでしょう？

凛々花：でも、お兄ちゃんの攻撃がなくなると、ちょっと不利じゃない？

斗月：うーむ……。よし、ならばこれだ。Ｄロイス・守護者を発動する。これなら妨害されずにカバーリングできる！

キョウ：おぉ!?

ＧＭ：な、なるほど！　さすが……クレバー。




　荒れ狂う凶獣の前に、斗月が立ちはだかった。

　友を守る為。

　こういうとき、彼の心身は金剛不壊の巌となる。




ＧＭ：ダメージは[image: 101]点！

斗月：残り【ＨＰ】は32点、耐えられんかもしれんが、やるだけやってみる。（ダイスを振る）38点軽減するから、63点ダメージ。

風見：大丈夫！　《波は紋もんの方ほう陣じん》で38点止めたよ。

斗月：……それならば、７点残った。

キョウ：すばらしい!!

凛々花：よかった！

風見：会長の目の前でうっかり倒れると、キスしちゃうからね（笑）。

斗月：（なんとも言えぬ表情で）…………。お……おぅ……。

凛々花：お兄ちゃん……（笑）。

斗月：ともあれ、感謝する。とても。

ＧＭ：で、こちらは《渇きの主》の効果で【ＨＰ】を24点回復します。

キョウ：厄介じゃのう……。




　続いて、凛々花が再び花を舞い散らす。

　キョウたちの攻撃力と達成値に大きなボーナスが与えられる。

　そして、斗月の攻撃へと移る。




斗月：（ダイスを振る）……ム、ダメージロールの出目がすごい。

風見：おおっ、すごい！　10、９、９、８、８、８！

ＧＭ：えーっ!?　会長に引き続き、斗月まで！

凛々花：みんな、東雲さんを止めるために必死なんだよ！

キョウ：ああ、そのとおりじゃ！

ＧＭ：くっ、確かに気迫が感じられる出目……！

斗月：出目だけで52点か。合計で66点ダメージだ。

ＧＭ：ガード！　《原初の紫：氷雪の守護》＆《イージスの盾》で軽減を図る。（ダイスを振る）むむ、ダイス目低い。57点しか止めてない。

凛々花：ということは、９点ダメージですね。

斗月：回復分は削れなかったか。だが、露払いはした。あとは任せたぞ、キョウ。

キョウ：ああ、次こそ当ててみせる！

ＧＭ：「来るか、鷺乃宮キョウ！　神を殺すという力と覚悟、この私に示してみせろ！」

キョウ：ああ！　とくと見るが良い！　お主が捨てる命、嫌だといっても余が拾ってやる！　そして、余と共に来い！




　キョウの命令とも懇願ともつかぬ言葉。

　それは、東雲の凍てついた心を確かに揺さぶっていた。




ＧＭ：「君と共に、か……！」




　すべて失くした。

　それは事実だ。

　だが、新たに築き、手に入れることだってできるはずだ。

　この男、鷺乃宮キョウが創り上げる未来でならば。




キョウ：ではゆくぞ！　《神殺し》は使わず攻撃する。６以上でクリティカル！

斗月：……がんばれよ。

風見：やっちゃえ！

凛々花：キョウくん！

キョウ：でやぁ！　（ダイスを振る）よし、クリティカル！

風見：おお、出目がいいねぇ！

キョウ：（ダイスを振る）おお、まだまだ回るぞ！

凛々花：これはすごい！

ＧＭ：ひ、ひぃっ!?

斗月：ほとんど回ったな。いい出だしだ。

キョウ：（ダイスを振る）七回も回ったぞ。71！

凛々花：そこに《妖精の手》！　まだ行けるよ！

キョウ：ありがとう、凛々花！　（ダイスを振る）さらに二回分回って、[image: 101]だ！

斗月：さらに、凛々花の支援が＋18、技能レベルが８が加わるな。

ＧＭ：うごぉぉぉぉ……！

キョウ：達成値、[image: 127]！

ＧＭ：ガ、ガードするほかない……！

斗月：行け、凛々花！　今だ！

凛々花：うん！　ダメージロールで《力の法則》を乗せるよ！

風見：会長も《力の霊水》で支援するよー。合体攻撃でハートが飛ぶよ！（笑）

キョウ：ふたりの支援も含め、ダメージは[image: 178]点！　東雲ッ！

ＧＭ：「くっ、これは……ッ！」




　キョウの動きは、もはや東雲が追いきれるものではなかった。

　仲間からの助けを合わせたその一撃は、鋭く、重い。

　堅固なる守りも若き力を阻むことは能わず……そして、復讐者は打ち倒された。




ＧＭ：（ダイスを振る）36点減らして、[image: 142]点ダメージ。とても耐えられない！　残り【ＨＰ】32点だっつーの！（笑）

一同：勝ったぁぁぁ！




　　　　＊　　　＊　　　＊




斗月：……どうやら勝負はついたな。

ＧＭ：東雲はここで膝をつく！　「……まさか本当に、私に打ち勝つとはな、少年」

キョウ：お主には、封印をしてもらいたくないのだ。わかってくれい。

ＧＭ：「私などの命に、どうしてそうもこだわる？」

キョウ：そりゃあ……お主は良い奴じゃし……。それに、余と凛々花の結婚式の乾杯の音おん頭どは、お主にしてもらうと決めているのだ！

凛々花：マジでぇーっ!?（笑）

斗月：……仲人なこうど扱あつかいか！

風見：確かにそうだよねぇ、ふたりが仲良くなった原因のひとつだもんねぇ（笑）。

ＧＭ：「かなわんな、君には。……いいだろう。君に賭けよう、鷺乃宮キョウ。ただし、ひとつだけ条件がある」

キョウ：条件？

ＧＭ：「〝まほろば〟に引導を渡す役目は、私に任せろ」

キョウ：それはもちろんだ。

ＧＭ：それを聞いて頷くと、東雲はよろよろと立ち上がる。「そうそう、先に言っておくが……」

キョウ：なんじゃ？




　東雲は、やや深刻そうな表情になった。

　まだなにか重大な告白があるのだろうか？

　そう、みんなが思っていると───




ＧＭ：「……私はスピーチには自信がない」

一同：ブフッ！（爆笑）

凛々花：か、かわいい……！

キョウ：それでいい、気持ちだけでうれしいのだ（笑）。

風見：五十五歳でしょ？　スピーチぐらいこなしなさいよー。今はスマホで冠婚葬祭のマナーでも検索すればいいんだよ。

ＧＭ：「機械は苦手だ」

斗月：……お前たちは、何の話をしているんだ。

風見：いや、返事が返ってきちゃうから、つい（笑）。

ＧＭ：ともあれ、東雲はキョウの作戦に乗ることを承諾します。「これを一度お前に返そう、藤堂凛々花」と、始原の炎プロパテールを取り出します。

凛々花：あの、この中に入ってる、何かよくわからない心臓代わりになっているものはどうすれば……（笑）。

風見：この場で交換とか、あんま見たくないよねー。

ＧＭ：始原の炎プロパテールは、持ってるだけで大丈夫ですよ。

斗月：始原の炎プロパテールか……凛々花の呪い関係は、全部これが原因なんだな。

凛々花：イメージはどんな感じなのかな？　光る塊みたいな感じ？

ＧＭ：黄金に輝く心臓ですね。

凛々花：な、何かすごいグロいものが……（笑）。

風見：しかも脈打ってたりするんだよね？

凛々花：怖い！　と、とにかく、受け取ります。責任は果たします。

ＧＭ：「……では、行くか」と言ったところで、アンナがやってくる。

一同：お？

ＧＭ：「皆みな様さま！　用意が整ととのいましたので、早くこちらへ！　日本に住む住民の撤退は完了いたしました」

キョウ：うむ、役目大義！

斗月：本当に、実現したのか……。

凛々花：す、スケールが大きすぎて……ぽかーん……（笑）。

風見：すごいよねぇー。

ＧＭ：鷺乃宮の財力をもってすれば！

キョウ：……ああ、だが無一文なのだな。はっはっは。妙に清々しい。ともあれ、アンナを筆頭に、みんなには面倒をかけた。

ＧＭ：「いえ、こちらはご心配なく！　わたくしも、最後までおそばについていきたかったのですが！」

凛々花：さすがに、オーヴァードじゃない人がいるとやばいよね……。

キョウ：うむ……。

ＧＭ：「ええ、オーヴァードでないわたくしがお供ともできるのは、ここまでです……」

キョウ：いや、いろいろ助かった。ありがとう。

ＧＭ：「いいえ……いいえ、当主様……ご武運をお祈り申し上げております」

キョウ：ま、失敗したときは、みんなが死ぬときだからな……（一同笑）。

凛々花：うしろから背中を叩きます（笑）。もうっ、そんな弱気にならないの！

キョウ：お？　おお、そうであったな！

風見：じゃあ、戻ろうか。

ＧＭ：戻るのは、東雲に《ディメンジョンゲート》でゲートを作ってもらえます。

キョウ：ああ、それなら一瞬か。東雲に肩を貸して一緒に帰ろう。

ＧＭ：「すまんな」

キョウ：よい。そのかわり、約束は守ってもらうぞ？

ＧＭ：「ああ」

凛々花：じゃあ、戻りましょう！




　拳は交えたが、それはお互いの思いを確かめるため。固もとより、恨みはない。

　キョウにとって、東雲は未来の仲人（？）なのだ。

　ゲートをくぐる仲間たちには、新しい光景が見えていた。




斗月：では、ぼそりと会長に言う。……気づいているか？

風見：ん？

斗月：東雲は、ひとつだけ矛む盾じゆんした行動を取っていた。あいつが本当に、復讐だけがすべてであれば……ひとりで〝まほろば〟を倒しに行ってもよかったはずだ。日本が、世界が滅亡しても構わず。

風見：ん。そうだよね。

斗月：それをわざわざ、凛々花から心臓を奪うなどという手順を取ったのは、どういう形にせよ、奴の中に復讐以外のものがあったからではないのか？

風見：会長は会長だから、東雲くんの気持ちが何だかわかるよ。あれは……親心だね。

斗月：……親心。

風見：そ。最初に会ったときから、東雲くんは何度も何度も行ったり来たりして、困ったときに来てくれたでしょ？

斗月：……確かに、まるで出待ちをしているようだったな（笑）。

風見：でしょ？　様子を見に来ては「大丈夫か？　何か足りないものはないか？　困ってることはないか？」って言ってたじゃない。

一同：おおっ。

風見：東雲くんにとっては、自分の力を初めて分けた相手だし、彼の仲間たちは全員死んでしまっててさ……。

一同：…………。

風見：《神殺し》の力を受け継いだキョウくんや、呪いを受け継いだ凛々花くんが、自分の息子むすこや娘のように思えたんじゃないかな。

一同：ああー。

斗月：そういうことなのか。

風見：だから会長は、東雲くんが結婚式の挨拶をするのは、いいと思うんだ（一同爆笑）。

斗月：……結婚など、許さん！（笑）。

ＧＭ：オチがついたところで、いったんシーンを切りましょう。








《女王の降臨》　複数の体内工場を起動し、高速で薬品生成を行なうソラリスのエフェクト。

《フルパワーアタック》　スピードを犠牲に、ダメージを大幅に上昇させるキュマイラのエフェクト。

《ワイルドグロース》　セットアッププロセスに《完全獣化》を使用可能にするキュマイラのエフェクト。

《完全獣化》　戦闘形態に変身し、身体能力を向上させるキュマイラのエフェクト。

《進化の大爪》　《完全獣化》による変異を、さらに攻撃的に進化させるキュマイラのエフェクト。

《支配の因子》　領域内を支配して、敵の行動を阻害するオルクスのエフェクト。

《魔獣の咆哮》　雄叫びで対象を威圧し、判定のダイスを減少させるキュマイラのエフェクト。

《マシラのごとく》　超高速での連撃により、ダメージを大幅に上昇させるハヌマーンのエフェクト。

《狂乱の一声》　高周波で敵の神経を狂わせ、敵の意識を自分に引きつけるハヌマーンのエフェクト。

《イージスの盾》　攻撃を強引に抑え込むことで、ガード値を上昇させるキュマイラのエフェクト。

《獣の誇り》　獣の本能で悪影響を打ち破るキュマイラのエフェクト。

《雲散霧消》　攻撃作用を消滅させ、ダメージを軽減するウロボロスのエフェクト。

《要の陣形》　領域を利用して、複数の対象に効果を及ぼすオルクスのエフェクト。

《恐怖の加護》　「恐怖」の衝動を持つオルクスのアージエフェクト。領域内の仲間の恐れを自分が引き受けることで勇敢さを授ける。

《巨人の斧》　武器の重量を増大させることで、攻撃の威力を上げるバロールのエフェクト。

《原初の紫：●●》　「タイミング：オートアクション」か「タイミング：イニシアチブプロセス」のエフェクトをコピーするウロボロスのエフェクト

《氷雪の守護》　氷の壁を展開し、ダメージを軽減するサラマンダーのエフェクト。

《異形の転身》　肉体を変化させ、隙をついて移動するエグザイルのエフェクト。

《ブラッドバーン》　血液をエネルギーに変え、攻撃の威力を上げるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《爪剣》　硬質化させた爪で攻撃するエグザイルのエフェクト。

《原初の黒：●●》　他のシンドロームから「制限：[image: 100]％」のエフェクトをコピーするウロボロスのエフェクト。

《時の棺》　一瞬だけ字間を止め、相手の行動を失敗させるバロールのエフェクト。

《力の法則》　領域内にいる存在の力を増幅するオルクスのエフェクト。

《破壊の爪》　腕をかぎ爪に変化させるキュマイラのエフェクト。

《獣の力》　獣のごとき膂力を発揮し、ダメージを上昇させるキュマイラのエフェクト。

《原初の赤：●●》　「タイミング：メジャーアクション」のエフェクトをコピーするウロボロスのエフェクト。

《混色の反乱》　取り込んだ力を変質させ、より広範囲に効果を及ぼすウロボロスのエフェクト。

《グラヴィティガード》　重力場で攻撃を受け止めるバロールのエフェクト。

《波紋の方陣》　振動で攻撃をそらすハヌマーンのエフェクト。

《原初の灰：●●》　他のシンドロームのアージエフェクトをコピーするウロボロスのアージエフェクト。ただし、制限の衝動は一致していなくてはならない。

《歪んだ腕》　強い憎しみを力に変え、追加行動を得るエグザイルのアージエフェクト。

《神獣撃》　《完全獣化》が解除するかわりに、大幅にダメージを上昇させるキュマイラのエフェクト。

《世界を喰らう者》　対象をシーン全体に拡大するウロボロスのリミットエフェクト。

《否定のひと触れ》　カバーリングを行なうエフェクトの効果を打ち消すウロボロスのエフェクト。

守護者　仲間を守ることに長けていることを表すＤロイス。











◆Middle 08◆誓い


Scene Player ───鷺乃宮キョウ






　イザナギとイザナミの復ふつ活かつ、それはこの日本という国の終わりを意味する。

　タイムリミットが近づく中、キョウは決けつ断だんした。

　鷺乃宮の金という金すべてを吐はき出だしてでも、この国を、人々を守ると──。




ＧＭ：では、決戦前夜のシーンをやりましょうか。

凛々花：はーい。誰のシーンですか？

ＧＭ：あなたとキョウのシーンですよ。そろそろロイスのことを決めてもらわないといけませんので（笑）。

キョウ：うむ、確かに。

風見：それに戦闘で汚よごれちゃったからね。「ちょっと着き替がえよう」ってわかれるんだよ。

凛々花：会長……一緒には着替えませんよ!?（笑）

風見：なら、化け粧しようを直すとかでもいいよ？

凛々花：それだって、男の人の前ではしないですよ！（一同笑）

風見：凛々花くんが、意外と会長を男だん性せいとして見てるから、大変ですね（一同笑）。

斗月：「大変ですね」って何だ（笑）。

ＧＭ：さて、みなさんは鷺乃宮のメイド部隊が、決戦地前に作った拠きよ点てんにいます（笑）。「山小屋を作っておきましたので、そこで休息を取ってから、イザナギとイザナミに挑んでくださいませ」と去り際に言われてきたということで。

キョウ：ふむ、どうせなら城とか建ててしまおうか？（一同笑）

風見：お金がなくなろうってときでも、キョウくんは変わらないねえ（笑）。

ＧＭ：えーと、じゃあ……風かざ穴あなの前にシャトーができる？（笑）

凛々花：えええ!?　「シャトー富士山」みたいのができちゃうの!?（笑）

キョウ：これが最後の決戦になるのだ。しっかり休息し、英気を養うべきであろう！

斗月：ム……。それは一理あるな。

キョウ：であろう。どうせ失うのだ。ここはひとつ、豪勢にいこうではないか！




　というわけで、富士山さん麓ろくに急きゆう遽きよシャトー富士山ができたのである。




ＧＭ：……ということで、登場する人は侵蝕率を上げてください。

キョウ：（ダイスを振る）６、ぴったり[image: 120]％！

ＧＭ：ついに《ソウルスティール》が使えるレベルに……（笑）。

斗月：（ダイスを振る）４点だな。

ＧＭ：では、キョウと斗月だけのシーンからいきましょう。

斗月：……その豪ごう勢せいな城の中をうろつく。右を見て、左を見て……無む駄だに豪ごう華かだな（笑）。

キョウ：うむ、これが鷺乃宮家、最後の作品だ……（一同笑）。

ＧＭ：有終の美ということですね（笑）。

斗月：……キョウ。常つね々づねお前には言いたかったことがある。

キョウ：……き、来たか！　ガタッ……。何でしょうか？（一同笑）

ＧＭ：敬けい語ごになった！（笑）

斗月：では、まっすぐキョウの顔を見る。……金の使い方を、もう少し覚えろ（一同笑）。

キョウ：ずがーん!!（[image: ]衝しよう撃げきを受けた）

斗月：まず、普通はメイドに起こされることはない。楽がく団だんもいない。着替えを誰だれかにさせてもらうことなどない。今までの金持ちっぷりに徹てつ底てい的てきに突つっ込こみを入れる（一同笑）。

凛々花：今!?（笑）

キョウ：言葉がどんどん、ざくざく刺ささってくるのだ（笑）。

斗月：……鷺乃宮家という特とく殊しゆな環かん境きようで育ったお前にはわからないかもしれないが、それが普通の生活だ。

キョウ：な……なるほど……ならば、藤堂家ではどういう生活をしていたのだ？

斗月：ふっと昔を思い出すような笑えみを浮うかべる。……うちは、親父があの調子だ。家には凛々花と俺しかいなかった。それに、凛々花も一年前までは病院で過ごすことが多かったからな……。共に食しよく卓たくを囲むぐらいが、せいぜいの楽しみだった。

キョウ：ほう……。

斗月：もう一度言うぞ、キョウ。金の使い方を覚えろ。

キョウ：だ、大事なことだから二回言った……（笑）。

斗月：そうすれば、何もかもなくなったあとに、うちに来てもいい。

キョウ：お、おおお……!!

凛々花：お兄ちゃん……。

キョウ：余は、金さえあれば、自分の意志は何でも通るものと思っておった……（一同笑）。

斗月：……察してはいたが、実際に言われると渋じゆう面めんになるな（笑）。

キョウ：恥はずかしながら、これが大きな間ま違ちがいだったということも、これまでの戦いで知ったような気がする。

斗月：ム……。

キョウ：今の余には、一銭せんも残っていない。お義兄様の言うとおり、一文無しになってしまったのだ。

斗月：黙って先をうながす。

キョウ：金のないそんな余に価か値ちはないと思っておったが……お義兄様の言葉に、救われた気がする。この戦いが終わった暁あかつきには、ぜひ！　婿むこに行っても……よいだろうか……!?（一同笑）

斗月：（にやっと笑い）結婚は、まだ先だ。

キョウ：そ、そうだな！　まだ歳としも十代だし……はっ！　ならば、結婚を前ぜん提ていとしたお付き合いならばよいだろうか!?

斗月：それはお前の交こう渉しようしだいだ。お前は、思っていたよりも根こん性じようのあるやつだった。その答えを知りたければ、生きて戻ってきてもらわなければ困るな。

キョウ：（満面の笑顔で）絶対に死ぬわけにはいかなくなってしまった！

斗月：だが、これから危き険けんを冒おかすのは確たしかだ。最後だ、俺は邪じや魔まをしない。凛々花と話してこい。

キョウ：ありがとうございます、お義兄様！




　斗月との男同士の語り合いを終え、キョウは勢いよく走り出す。

　残された時間を、愛すべき女性──凛々花と過ごすために。




ＧＭ：ということで、キョウは斗月に送り出されました。では一方そのころ。

風見：会長と凛々花くんの女子部屋！

凛々花：むしろ女子（？）部屋って感じだよぉ……。

ＧＭ：いっそ女子力部屋ということで（笑）。ではおふたりとも、侵蝕率を上げてください。

凛々花：（ダイスを振る）４！　[image: 153]％になりました。

風見：（ダイスを振る）９だから、[image: 144]％だね。

凛々花：それじゃあ、わたしたちはお部屋にいるんだね。

風見：会長は戦闘後なのに、超ちようお肌ぷりぷりだよ。

凛々花：い、意味がわからない……（笑）。

風見：髪かみとかもぜんぜん乱みだれてないんだよ。エフェクトを取ったからね！　もっともアピールされるべきエフェクト、それがこの《麗うるわしの容よう貌ぼう》！（一同笑）

凛々花：イージーエフェクトなのに！（笑）

風見：だって、効こう果かの説明にも、会長は「かわいくなる」としか書いてないよ！（一同笑）

ＧＭ：（シートを覗のぞいて）ほ、本当だ！（笑）さて、演えん出しゆつはどうしましょう？

風見：ふたりで並ならんでお化け粧しよう直してるのがいいかなーと思ったけど、凛々花くんが「男子の見てる前ではお化粧直さない」って言ったし（笑）。

凛々花：わたしは割わりと、会長を男の子として見てますから（笑）。

風見：髪でもいじってあげよっか？

凛々花：あ、それはかわいくていい！　髪かみ型がた複ふく雑ざつだから、崩くずれたら大変そうだし……（笑）。

風見：会長は手先が器用だから、やってあげるよ。なんなら、お花とかもつけてあげる。

凛々花：えっ！　い、いいよ別に～！（笑）

風見：それじゃあ、髪をいじってあげながら、唐とう突とつに言っちゃう。凛々花くんはさぁ、キョウくんのどこが好きなの？

凛々花：ぶっ!?（笑）　……えっ？　え、んっ？　な、何だか、好きであることが確かく定ていしてるような言い方だよね……（笑）。

風見：うん、わざとそんな風に言ってみた（笑）。ねえ、どこが好きなの？　にこにこ。

凛々花：ど……どこ、って……か、会長、わたしがキョウくんのこと、その……好きって前提、だよね？

風見：まぁ、キョウくんはみんなに好かれてるけど、ボンボンでお馬ば鹿かさんだし、常じよう識しきもほとんど知らないし、デリカシーもないし、女心もわかってないし。

凛々花：う、うん……（笑）。

風見：お金がなくなったら、あんまりモテないって会長思うなぁ。

凛々花：そんなこと、ないと思うけどな。

風見：（にっこり笑って）へぇーっ？

凛々花：え？　あ!?　もおぉ、会長！　会話を誘導しないでください！

風見：引っかかったー！（笑）　ねえ、それで？　それで？（一同笑）

凛々花：会長？　会長ー!!（笑）

風見：凛々花くんが、お金がなくなったキョウくんをどう思ってるのか、会長聞きたいな。

凛々花：そ、そんなこと言われても……。別に、わたしはお金のないキョウくんを見るの初めてじゃないですし。

キョウ：うむ、確かに！

斗月：そういえば、第一話で口座を凍結されていたな……。

風見：でも、会長と斗月くんは、その時のキョウくんのことあまり知らないんだよね。一応、ビデオでは見てるけどさ。

凛々花：それじゃあ、その時のことを話そうかな。だいぶ前だけど、キョウくんは一回、お金が使えなくなっちゃったことがあったよ。

風見：あのときはひどかったね～。もう歩いてくるだけで超ちよう面おも白しろかったよ（一同笑）。

凛々花：家まで八〇〇メートルなのに……（笑）。

キョウ：遠い八〇〇メートルであった（笑）。

風見：学食で券けん売ばい機きの使い方知らなかったしね（笑）。

凛々花：それでも、みんなと仲良くしてたし、キョウくんが困ってたら、助けようとしてくれたし……。むしろそのほうが、キョウくんはみんなと普通の男の子みたいに話せてて、よかったんじゃないかなってわたしは思ってるし。

風見：へぇ？

凛々花：だって、キョウくんって根性あるじゃない？　がんばれる子だよ。

風見：うん。それはそうだし。

凛々花：素す直なおだし……こっちの言うことも、ちゃんと聞こうとしてくれるし……それはすっごく大事なことだよね。お金がないならどうしたらいいのかってことも、ちゃんと考えられるし。お金がなくったって、そのことに文もん句く言わなかったし。

風見：へぇ～。それじゃあ、キョウくんはお金がなくなっても、みんなに好かれてたんだね。

凛々花：うん。

風見：……みんな？（笑）

凛々花：もうっ！　何が言いたいのよぉ～っ!!（一同笑）

風見：ん～、ここは真面目まじめに言うね。これから戦いに行くところは、とても危ないところだし、勝てるかどうか、勝てても無事に戻れるか分からないよね。

凛々花：いきなり雰囲気が変わって驚いちゃうけど、すぐ真面目に話をきくよ。

風見：ありがと。キョウくんは、会ったときからずっと凛々花くんに素直なんだから、凛々花くんも少しは素直になってみてもいいんじゃないかな？

凛々花：う、うぅ～……い、言うなら、今なのかなぁ……。

風見：もしかしたら、もう会えないかもしれないよ？　これが最後になるかもしれない。

凛々花：……そういう考え方は、嫌きらい……。

風見：じゃあ、逆ぎやくにこう考えてみたらどうかな？　会長逆ぎやく転てん（一同笑）。ここでちょっと顔を近づけて言うね。

凛々花：おっ？　ちょっとびっくり。

風見：凛々花くんが素直になってあげると、キョウくん、すっごく強くなると思うんだよね。

凛々花：……はっ!?（一同笑）

風見：これからすごい戦いがあるんだから、キョウくんの力が少しでも増ふえるようなこと、言ってあげればいいんじゃないかな？

凛々花：う、うう……。

風見：うそでもいいから、キョウくんに「好きだ」って言ってみたら？

凛々花：……うそは、つきたくないんだけど……。

風見：じゃあ、素直な気持ちで良いんじゃないかな？

凛々花：……それは……くっ……！（笑）

風見：なんにせよ、後悔だけはしないようにね。

凛々花：ここで立ち上がります！　……キョウくんと、話してくる！　一回、話してみよう。

風見：髪型も「これから決戦用」っていう感じにかわいくしてあるよ（笑）。

凛々花：……会長、ありがとね。




　凛々花は決意をして、キョウの元へ走っていった。

　戦いの前夜、少女は素直になる。

　それは、一ひと際きわかわいさを輝かがやかせているのだった。




風見：うーん、ちょっと妬やけるなぁ。

凛々花：何で!?（一同笑）

風見：あー、気にしない気にしない。

凛々花：あ、会長にロイス取っておこうっと。

ＧＭ：では、斗月に啖たん呵かを切って飛び出したキョウと、会長にお礼を言って飛び出した凛々花が、廊ろう下かでばったり鉢合わせすることにしましょうか（笑）。

キョウ：うおっ、いきなり!?

凛々花：あう!?　いざ「キョウくんと話してみる！」って飛び出したはいいものの、実際に顔をあわせると、何とも言えないこの気持ちが～！

ＧＭ：……と、凛々花があわあわしている状態です。

キョウ：よし、ちょっと男らしい顔を見せよう。……その、凛々花、ちょっと話があるのだが、ついてきてくれぬか？

凛々花：……う、うん。

キョウ：というわけで、シャトー富ふ士じ山さんのバルコニーに歩いていく。

ＧＭ：了りよう解かいしました。バルコニーに出ると、すぐ近くに富士山の威容を見ることができます。

キョウ：イザナギとイザナミの封ふう印いんの場所もだろうか？

ＧＭ：そうですね。入り口にかけられた注連しめ縄なわも見えます。

キョウ：……。

凛々花：……。

キョウ：凛々花よ、少し余の話を聞いてもらえるだろうか？

凛々花：……いいよ。

キョウ：余は今、正直、恐きよう怖ふも感じている。

凛々花：……怖こわい？

キョウ：そうだのう。あの祠ほこらに向かえば、確かく実じつに最終決戦になるのは間ま違ちがいないし、失敗すれば、その……この先はあまり言いたくないが……本当に死んでしまうかもしれん。

凛々花：……うん。

キョウ：しかも、余だけではなく、みんなが死んでしまうかもしれん。

凛々花：……そうだね。たくさんの人が助けてくれて、わたしたちも全力でがんばるけど、それでもうまくいくかどうか、保ほ証しようがない。わたしも、怖いよ。

キョウ：もし、余が立ちすくんでおったら……そのときは、余を叩たたいてくれぬか？

凛々花：え？　ぶつの？（笑）

キョウ：うむ、そうだ（笑）。また、あのときみたいにぶってくれぬか？

凛々花：あのとき？

ＧＭ：一巻かんで「余が化け物になればいいんだろう？」って言ったときのことですね。

凛々花：それで……キョウくんは、勇気が出る？

キョウ：もちろんだ。

凛々花：……あのね、キョウくん。前にも訊きいたけど、やっぱりわかんないかな？　キョウくんはどうして、わたしにそんなに「好き」って言ってくれるの？

キョウ：いや、今はちゃんとわかったのだ。

凛々花：わかったの!?

キョウ：ようやく気づけた。

凛々花：首をかしげて聞いてます。

キョウ：余が間違った道を進んでいたり、常識はずれのことをしていたり、いろんな道からはずれたことを考えたり……。そんなとき凛々花が側にいて、正しい道へと導いてくれた。

凛々花：……。

キョウ：この先も道を違えることもあるだろう。行く先を見失い迷うこともあるだろう。しかし、凛々花がいてくれれば、余は歩み続けられる。そう、これから余が進む道……人生には、必ず凛々花が必要なのだ！

凛々花：ふふふっ、お金、なくなっちゃったもんね（笑）。

キョウ：で、ででで、でもっ！　凛々花は「それでもいい」って言ってくれたじゃないか!?あれ!?　ち、違うのか!?（一同爆笑）

凛々花：く、くくく……（悶もだえている）。

キョウ：斗月お義兄様は、そこをオッケーと言ってくれておったぞ!?（笑）

凛々花：もちろん、そんなのなくたっていいよ。そこが理由じゃないもの。

キョウ：そ、そうか!?

凛々花：そうだよ。お金があるから好きとか、お金がないから嫌いとかじゃない。わたしは、キョウくんいいところ、いっぱいいっぱい知ってるよ。いろんなところに素直なところとか、大事な人のためにがんばれるところとか、意外とへこたれないところとかさ。

キョウ：そ、そう褒められると照れるのう！

凛々花：ふふっ。キョウくんはさっき、「へこたれてたらひっぱたいてくれ」って言ったけど、こっちのほうが勇気が出るかなって思うから、言うね。

キョウ：凛々花？

凛々花：わたしは、キョウくんのこと───。




「好きになってるから、好きになったから。

　だから、ちゃんと生きて帰って、今度は普通に、お付き合いから始めましょう！」

　少しはにかみながら、凛々花は言った。




キョウ：それはもう、完全に真っ赤になってしまうな……（一同笑）。

凛々花：そんな反応されたら、こっちまで赤くなっちゃうよ！　あの……よ、よろしくね？

キョウ：こ、ここ、こちらこそ、よ、よろしくお願いします……（一同爆笑）。
















凛々花：お兄ちゃんが「いい」って言ってくれるかはわからないけど……（笑）。

キョウ：それは大丈夫だ!!

凛々花：えっ!?　うっそぉ!?（一同笑）

キョウ：オーケーをもらってきたぞ!!（笑）

凛々花：えええええええっ、うそぉ～っ!?（爆笑）

風見：限かぎりなく都合よく解かい釈しやくしてるね（笑）。

凛々花：……もういい！　よし！　これでキョウくん、死ねなくなったでしょ！（笑）

キョウ：うむ！　もう絶対負けるわけにはいかなくなってしまった！（笑）

凛々花：ふふふ、よかった。それじゃあ、がんばろう？　一緒に帰ってこよう？

キョウ：……もし、なのだが。

凛々花：はい、何でしょう！

キョウ：もし、みんなで力を合わせて、イザナギとイザナミを倒たおせた暁あかつきには……。

凛々花：には？

キョウ：もじもじもじもじ（一同爆笑）。

凛々花：もじもじしたーっ!?（笑）

キョウ：ひとつだけ、余の願いを聞いてくれぬか!?

凛々花：な、なぁに？

キョウ：それは、今は言えんのだ！（一同笑）　ぬか喜びになってしまいたくないのだ！

斗月：先に確かく約やくがほしいわけだな（笑）。

凛々花：キョウくん、何でそんな逐ちく一いちかわいい乙女おとめなんだ（笑）。しょうがないなぁ、がんばったら、ご褒ほう美びをあげなくちゃいけないもんね。

キョウ：ぃやったあぁぁぁ!!　いやっほぉぉぉう!!（一同笑）

凛々花：お、おーい……（笑）。




　シャトー富士山──。

　富士山の麓ふもとに、キョウの歓かん声せいが響ひびいた。

　その喜びを聞く者は、この日本でもごくわずか。




ＧＭ：……という、キョウの声が響ひびき渡わたる。

凛々花：ふたりが「うまくいったのかな」ってなるのかな。

風見：むしろ、超見みてるんじゃない？（笑）

凛々花：見てるの!?（笑）

ＧＭ：どう考えても見るでしょう（笑）。

斗月：まぁ、そりゃ見るな。

凛々花：うわぁーっ!!　やだぁーっ!!（笑）

風見：お父さんとかもいるんじゃない？

凛々花：最低っ!!（笑）

風見：何だったら、立食パーティ会場に中ちゆう継けいするぐらいするよ？

凛々花：馬鹿なのぉ!?　やめてぇ!!（爆笑）

ＧＭ：ロイスを持った、総そう勢ぜい十八人に見られることになりますね（笑）。

凛々花：やだよぉーっ!?（爆笑）

風見：わざわざ来てくれたんだから、見せてあげないと可哀想じゃない（笑）。はい、中継するよ～。

凛々花：きゃ───っ!?




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：まあ、そんなことがあった翌よく朝あさになります。

凛々花：うう、恥ずかしかった……。

風見：はっはっはっ。ところで、凛々花くん。キョウくんの告白に応えたわけだけど、ロイスの内容は決めないの？

凛々花：あっ、決めます！　ポジティブが純愛、ネガティブが不安、Ｓロイスに指定します。

ＧＭ：分かりました！　では、ふたりの想いが通じ合ったのが確認できたところで、出発直前という場面を演出しましょう。

キョウ：そうか、これから出発か。マイクを持って、広間に集まったみんなを見回す。

ＧＭ：ワイヤレスマイクですね（笑）。

キョウ：……正直言うと、あまり関わりのなかった人も大おお勢ぜいいるだろうし、余のことを知らないという人もいるだろう。

凛々花：そっか、インとかはよく知らないもんね。

キョウ：そんな中でも、余たちのため……いや世界のために立ち上がってくれたこと、まずは礼を言う。余らはこのあと、世界を天てん秤びんにかけた戦いに挑いどむ。失敗すれば、世界は完全に悪い神に取とり込こまれ、すべてが地じ獄ごくと化すだろう。

ＧＭ：そのとおりですね。世界中にジャームか死人しかいなくなります。

風見：世界オブザデッドって感じだね（一同笑）。

斗月：……頭が悪いぞ（笑）。

キョウ：そんなことにさせないためにも、最終確認を取りたい。余に、力を貸かしてはくれぬだろうか？

ＧＭ：では、まず瑠璃が「状じよう況きようが状況だ。〝遺い産さん〟にまつわる事じ件けんを、ナイトフォールが看かん過かするわけにもいかない。これはＵＧＮからのミッションでもある」と答え、ラハブと志津香、ハウントが賛さん同どうします。

キョウ：助力感謝する、ナイトフォール！

ＧＭ：『デザイア』の面々もそれぞれ頷き、協力の意志を見せます。そして、ミユキが「ゼノスとしても、こういった事じ態たいを見み過すごすわけにはいかないわ。これはレネゲイドの進化などではないもの」と答えますね。

キョウ：うむ！　今配ったグラスの中に、余の血が一滴てきずつ混まじっている。……まぁ、堅かた苦くるしいのはやめだ！　景気よく、乾杯といこうか！

ＧＭ：なるほど（笑）。

キョウ：いくぞ！　せぇーの……乾杯っ！

ＧＭ：「かんぱーい！」ぐっぐっぐ、ぱりーん（笑）。

キョウ：……よし！　行くぞ!!

ＧＭ：では、それぞれ他の連中も声をあげます。晃士朗、なんだかんだで付き合いがいいですね（笑）。

斗月：（晃士朗になり）「世界が破は滅めつするなんて言われたら、来ないわけにもいかないだろ？　他にいないって言われたしよ」

ＧＭ：あいちゃんはガタガタ震ふるえながら「が、がんばります」と言っております。で、ミシェルは「もちろん、姫ひめをお守りするためだ。僕ぼくに何のためらいがあろうか」とか言っていますし、修記郎は「かわいい息子むすこと娘むすめと、未来の息子のためだからな」と励はげまします。

凛々花：うっ……（笑）。

キョウ：おお、ありがたい！

風見：お父さんは結婚賛さん成せい派はなんだよね。

ＧＭ：最初からそうでしたね。

風見：お金がなくなったら、手のひら返したりしないの？（一同笑）

キョウ：何だと!?（笑）

斗月：ホント最低だな（笑）。

ＧＭ：しないよ！（笑）で、飛車は「あの場で当主閣かつ下かに弓を引いたこのわたくしを、こんな決戦の場にまで連れてきてくださるなんて……！　男子の本ほん懐かい、ここにありです！」と感かん涙るいしています（笑）。

凛々花：そ、そうだね（笑）。

キョウ：あまりいいところがなかったからのう（笑）。

斗月：……会長のかわいい攻撃で、一発でアウトになったからな（笑）。

風見：うん、「かわいい」ってつぶやいて倒たおれたからね（笑）。

ＧＭ：まさか俺も、やつがこんなところにまで出てくるとは思ってもいませんでした（笑）。さらに、メイちゃんもいますよ。

凛々花：ごめんね。こんなところまで、大変だったね。

ＧＭ：ふるふると首を振ふって、「お兄ちゃんとお姉ちゃんに、助けてもらったから。今度は私が、協力する番だから」とぼそぼそ言います。

凛々花：うん、ありがとう。大丈夫だよ、お姉ちゃんたち、絶対に勝つからね。

ＧＭ：ちなみにインは適てき当とうに「早く行こうぜ」と言っています。そうだ、朱しゆ香かが抱だっこしている絆もいた。

凛々花：わぁ！　こんな小さい子まで！　わぁ～、かわいい～。

ＧＭ：「ながいしきじゅな！　しゃんしゃい！」

風見：幼よう女じよだ（爆笑）。

ＧＭ：朱香が「あたしの娘、あとでゆっくり紹しよう介かいするからね！」と言います。

凛々花：お……お母さん、なんだ……（笑）。

ＧＭ：最後に東雲が「準備は整ととのったようだな、少年……いや、キョウ」と声をかけてきます。

キョウ：ああ。

ＧＭ：「では行こう」と、ボロボロになったコートを羽は織おり直し、それを翻ひるがえす。「先せん陣じんは、お前に任せる」

キョウ：よし……皆みなの衆しゆう！　余に続けっ!!

一同：おーっ！




　仲間たちが、声を合わせる。

　夜明けとともに、霊れい峰ほう富士での決戦に挑いどむ。

　日本を、いや世界を。

　未来を賭かけた戦いが始まるのだ。
















　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ




◆Climax 01◆決戦！　真なる「神」！


Scene Player ───鷺さぎ乃の宮みやキョウ






　注連しめ縄なわによる封ふう印いんが施ほどこされた、富ふ士じ山さん中の洞ほら穴あなを進むキョウたち。

　今、日本列島にいるのは、彼かれらとわずかな仲間たちのみ。

　世界の運命を巡めぐる戦いが、今始まろうとしていた。




ＧＭ：それでは、いよいよクライマックス──イザナギとイザナミ、真の「神」との決戦のシーンです！

今日：いよいよか……。

凛々花：どんな相手なんだろうね……。

ＧＭ：シーンを始める前に、イザナギとイザナミの復活によって訪れる日本の危機を演出したいと思います。まず、世界中に産屋が出現します。

風見：産屋って、お産をする小屋のことだよね。

斗月：……ム。神話でイザナギが日に一五〇〇個も建てた、という奴だな。

ＧＭ：そのとおりです。勿論、この場合の「産屋」とは比喩に過ぎず、実際は高さ三メートル、幅二メートルほどの板状、いわゆるモノリスのような形をした、レネゲイドでできた構造物が無数に発生し始めます。




　富士を中心に、日本各地に発生する石版上の構造物──「イザナギの産屋」が無数に現出する。それらは次々と、不定形の怪物を無尽蔵に生み出しはじめた。

　これこそがイザナギの産屋の力。この怪物は触れた人間を無差別にオーヴァードへと作り返る力を持つ──！




凛々花：これが……。

キョウ：みなを日本から避難させて正解であったぞ！

凛々花：そうだ、富士に来てくれたみんなは？

ＧＭ：あなた方以外のメンバーは、ＵＧＮをはじめとするオーヴァードと共に、産屋とそこから生まれる怪物の対処に回ります。いくら日本に人がいなくても、放置しておくことはできませんからね。




　既に日本の各地では戦いが始まっていた。ＵＧＮや鷺乃宮のオーヴァードは言うに及ばず、防衛隊の対オーヴァード部隊、有志のＵＧＮイリーガルなど──様々なオーヴァード達が、イザナギの産屋から生まれる怪物たちに向かっている。




凛々花：みんな、戦ってるんだ……！

斗月：……心強いな。

キョウ：うむ！　だが、余たちが勝てばこの現げん象しようも止まる！

凛々花：うん、そうだね！

ＧＭ：さて、全員登場となりますので、侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

キョウ：（ダイスを振ふる）７か。[image: 127]％。

凛々花：（ダイスを振る）１！　[image: 154]％！

斗月：（ダイスを振る）お、１。[image: 126]％だ。

風見：（ダイスを振る）急に加速しちゃった。９で[image: 153]％。

凛々花：ちなみに、さっきの血の影えい響きようっていつごろ出るんですか？

ＧＭ：凛々花が始原の炎プロパテールを起動させると同時にです。天に掲かかげて念じるだけで、意い志しを汲くみ取とってくれます。

凛々花：わかった。

斗月：俺おれたちはどのあたりにいる？

ＧＭ：富士山の中ちゆう腹ふくにぽかりと空いた、注連縄で封印された風かざ穴あなの中をくぐっていきます。

キョウ：この先に、イザナギとイザナミが……。




　風穴は、驚おどろくほど広い空間だった。

　霊れい峰ほう富士の中腹といえど、ここまで広いものかとも思う。

　おそらくは、レネゲイドの力だろうか。




凛々花：広い……。

ＧＭ：そんな広大な空間の中、壁かべ一面に顔も見えないぐらい巨きよ大だいな人型のレリーフ……ふたりの人間が絡からみ合あっているようなものがあります。あれが〝まほろば〟であり、イザナギとイザナミだとわかります。

凛々花：お、大きい……。

斗月：……封印が解とけたら、どうなるかわからんな。

凛々花：すごいねぇ……。

キョウ：あれが……。

ＧＭ：そして〝まほろば〟が言葉を発します。「おぉ……花はな嫁よめと始原の炎プロパテールがそろった……ようやく、ようやく我わが念願がかなうときが来たな……さぁ！　日本を、日本を救ってくれ！　さぁ、早く！」

斗月：……凛々花、何か言ってやれ。ある意味、一番こいつの被ひ害がいを受けていたのは凛々花なんだ。

凛々花：ねー！　手が届とどくんだったら顔パンしたいぐらいなんですけど！

キョウ：凛々花が荒あらぶっておる（笑）。

凛々花：……日本は救うわ。

ＧＭ：では、岩の顔がにたぁ、と笑います。

凛々花：でも、それはあなたのためでもないし、あなたの計画に乗るわけでもない！

キョウ：そうだ！　日本を救うために、東雲がお前を倒たおすのだ！

ＧＭ：「何？　東雲？」と言うと、東雲が一歩前に進み出ます。「貴き様さまは俺のことなど知るまいが、俺のほうが貴様に用がある」と言いながら《神殺し》の力を発動させようとする。「何だ？　あのときの失敗作の生き残りがいたのか」と言います。

凛々花：覚えてたんだ。

ＧＭ：「そんな貧ひん弱じやくな力で何をするつもりだ？」と言うのですが、東雲は振ふり向むいて「藤とう堂どう凛々花」とだけ声をかけます。

凛々花：はい！　やりましょう、東雲さん！

ＧＭ：「ああ。やらせてもらう」「な、何をするつもりだ!?　よせ！　私わたしを、私を殺せば、日本は終わるぞ!?」

キョウ：そうは絶ぜつ対たいにならん。安心せい。

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かめ、何を言っている!?　神に人間が勝てるわけがなかろう!?」……とすごいフラグを吐はいてしまったんだが！（一同笑）

凛々花：本当だー（笑）。

ＧＭ：そして東雲がじりじりと右みぎ腕うでを変へん異いさせ、近づいていきます。

斗月：ずばっといっちゃってくれ（笑）。

ＧＭ：では、「よ、よせ！」と言いかけたところで、顔の中心部に爪つめの刃やいばが突つき刺ささった瞬間、血が流れ始めます。それとともに、岩いわ肌はだにあったレリーフのようだった顔が、どんどん人の姿すがたへ変わっていきます。

凛々花：うわ……。

ＧＭ：〝まほろば〟がぐりん、と白目を剝むいたかと思うと、東雲が刃を引ひき抜ぬく。その瞬しゆん間かん、彼は断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて消しよう滅めつしていきます。同時に周囲が鳴動し、地じ響ひびきとともに左右の巨大な顔──イザナギとイザナミが、ゆっくりと身じろぎを始める。

キョウ：みなの衆しゆう！　来るぞっ！

凛々花：それじゃあ、始原の炎プロパテールを起動します！




　大地が鳴動する──。

　日本を産んだという国産みの夫ふう婦ふ神イザナギとイザナミの名を持つレネゲイドビーイングが、一〇〇〇年以上の時を越こえて目覚めようとしている。

　そして、凛々花が掲かかげた黄金の心しん臓ぞうが脈打ち始める！




ＧＭ：それでは、皆みなさんの侵蝕率が[image: 100]％上じよう昇しようします！

キョウ：やはり一気に来るな……[image: 227]％だ！

斗月：……ム、[image: 226]％。

凛々花：わー！　侵蝕率の表がまっピンクだぁー！（笑）　[image: 254]％になりました。

風見：もう書ききれないよ～（笑）。[image: 253]％になったよ。

凛々花：これで、回数制せい限げんが全回復するんだっけ？

ＧＭ：はい。【ＨＰ】も全回復します。

キョウ：おお、ダイスに＋５個こってすごいのう（笑）。

ＧＭ：そして、[image: 220]％を超こえたので、エフェクトのレベルが＋３もされます。

風見：そんなの書いてないよ～！

斗月：……そうだな（笑）。

ＧＭ：イザナギとイザナミの姿は異い様ように絡み合った、ふたつの巨大な人型です。全長１キロから２キロぐらいある。

キョウ：でかい!?

ＧＭ：ただ、そのほとんどが地下に埋うもれています。手だけがぬっと出てきている。全部出てきたらアウトだと思ってください。顔に当たり判はん定ていがあるでかいラスボス（笑）。

キョウ：おお、それはわかりやすい（笑）。

ＧＭ：そして、富士山を中心としたあちこちに、直方体のレネゲイドクリスタル……産屋が建ち始めます。

斗月：キョウ。さぁ、時間はないぞ！

キョウ：ああ！　各自、持ち場へよろしく頼たのむ！

風見：無線で連れん絡らくだね。

ＧＭ：では、「わかった。ここはお前たちに任まかせるぞ」と東雲が言う。

キョウ：さぁ！　最終決戦だっ!!

一同：おーっ！

ＧＭ：さて、それでは戦せん闘とうに入りましょう！




◆第一ラウンド

ＧＭ：イザナギとイザナミは同一エンゲージ、場所固定で移い動どうしてきません。

斗月：……それはありがたいな。

ＧＭ：距きよ離りは、全員すでにエンゲージしています。あまりにも巨大なため、エンゲージから離はなれることもできません。敵てきの数は、イザナギとイザナミの二体います。行動値は、イザナギが５、イザナミが10です。

斗月：……でかいだけあって、たいして速くはない。

[image: ]





▼行こう動どう値ち

風見　　　　　23

イザナミ　　　10

キョウ　　　　７

斗月　　　　　７

凛々花　　　　７

イザナギ　　　５






ＧＭ：さて、それではセットアッププロセスです。

風見：まずは会長からだよ。《女王の降こう臨りん》と《狂きよう戦せん士し》をキョウくんにかける。範はん囲い攻こう撃げきで、ダメージをたくさん出してもらったほうがいいし、《神殺し》以外のものでダメージを与あたえて、回復されちゃっても困こまるもんね。

キョウ：おお！　ありがたい！

ＧＭ：次はイザナミ、オートアクションで《融ゆう合ごう》を使用。このラウンドの間イザナミはイザナギの持つ《融合》以外のすべてのエフェクトが使し用よう可か能のうとなります。融合する、というよりは、お互たがいを食い合うイメージですね。これでイザナミは終しゆう了りよう。次は行動値７の人たちです。

キョウ：余はないぞ。

斗月：俺もない。

凛々花：それじゃあ、わたし。《支し配はいの因いん子し》！　ふふっ、何とマイナス45！

ＧＭ：ぶっ!?（一同笑）

斗月：さっきより２レベル上がってるからな（笑）。

凛々花：あ、ここまで上がったことないもの。気持ちいいー！（笑）

ＧＭ：さて、最後にイザナギが《ヒュドラの怒いかり》。暴ぼう走そうしつつダメージが上がります。それでは、イニシアチブプロセスです。まずは会長から。

風見：会長は待機するよ。支し援えんをもらってから一気に片かた付づけたいんだ。

ＧＭ：おっ。了りよう解かいです。次はイザナミですが、《融合》を使用したことにより行動済ずみとなっています。というわけで、キョウ、凛々花、斗月の行動。

凛々花：いきます！　わぁ、《要かなめの陣じん形けい》が７回も使える！　《要の陣形》《導みちびきの華はな》《恐きよう怖ふの加か護ご》《領りよう域いきの加護》！

風見：さぁ！　どんな効こう果かになっているんだい？（笑）

凛々花：うん、これすっごいびっくりするよ（笑）。まず、達たつ成せい値ちが＋22！（一同笑）クリティカル値がマイナス１、攻こう撃げき力りよく＋41！

斗月：……す、すごいな（笑）。

ＧＭ：もう何を言っているのかがわからない！（笑）

凛々花：わぁーい！　気持ちいいー！（笑）

キョウ：よ、41……（笑）。

風見：ん、会長の攻撃力、92点スタートになるね。

ＧＭ：ちなみにイザナギとイザナミは、《ヴァイタルアップ》ができなくなっています。

凛々花：そういう効果がついてましたもんね。それじゃあ周囲に花が散ります。絶対に負けられないよ、お兄ちゃん、キョウくん、会長……！

斗月：……ウム。範囲攻撃はできんから融合されているイザナギのほうに攻撃をしかける。

凛々花：大だい丈じよう夫ぶだよ！　《妖よう精せいの手》、なんと９回も使えますから！（一同笑）

キョウ：これは頼たのもしいぞ（笑）。

斗月：……キョウ。先手は俺が行く。ここから相手の力量を見極めろ。

キョウ：はいっ！

斗月：《インスタントボム》を使った、いつもの攻撃。６以上でクリティカルだ。（ダイスを振る）六回回ったな。ダイス目は64、もろもろを足して93！

ＧＭ：こちらの回かい避ひは《イベイジョン》で50なので、命中します（笑）。

斗月：……50か。それなりに気を抜ぬけない数すう値ちだな。

ＧＭ：では、ダメージをどうぞ。

斗月：（ダイスを振る）43点、固こ定てい値ちが増ふえているから26点、支援の41点が足されて[image: 110]点ダメージだ。この俺が[image: 100]点を超こえるダメージだぞ……（一同笑）。

ＧＭ：えげつなーい!!（笑）

斗月：しかも、《力の法ほう則そく》をもらっていない（笑）。[image: 110]点装そう甲こう値無む視しだ。

ＧＭ：《超ちよう人じん的てき弱点Ⅱ》の効果により、弱点以外のダメージは20点減へります。ダメージがこれで90点。

斗月：……手ごたえは鈍にぶい。だが、通じぬわけではない。

凛々花：ダメージ無む効こうとかじゃない！　やった！

ＧＭ：やつらはうめいているだけですね。もはや、意志を持った生命などではなく、災さい害がいそのものといっていい存そん在ざいです。殴なぐった拳こぶしから「なぜ人間の拳によって傷きずを受けるのか？」という疑ぎ問もんが流ながれ込こんできます。さて、次はキョウ。

斗月：キョウ、一発殴ってわかったが、弱点以外の攻撃は20点軽けい減げんされる。……間ま違ちがいなく《神殺し》が弱点だろうから、《神殺し》で攻撃してくれ。

キョウ：うむ、承しよう知ちした！

風見：そうそう、《狂戦士》で＋12個されるからね。

キョウ：もともとで12個振ふれるようになったから、24個振れるようになるのか。

ＧＭ：24個!?（笑）

キョウ：斗月お義兄様、わかりました！　みんなの力を右手に！　《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》＋《渇かわきの主》＋《ブラッドバーン》＋《爪そう剣けん》＋《ジャイアントグロウス》＋《ソウルスティール》＋《神殺し》！

ＧＭ：命中判定をどうぞ。

キョウ：てやあ！　（ダイスを振る）……むっ、五回で止まってしもうた。

凛々花：それじゃあ《妖精の手》！

キョウ：ありがたい！　これで60になった。（ダイスを振る）う、うむ、クリティカルしたのは一回だけで止まってしもうた……。

凛々花：もう一回！　《妖精の輪》からの《妖精の手》！

風見：これで70だね。

キョウ：（ダイスを振る）一回回って84、技ぎ能のうを足して92、支援を合わせて[image: 114]！

ＧＭ：もう、何を言っているのか正直わかりません（笑）。イザナギは《イベイジョン》、イザナミは自分をガードします。

キョウ：ダメージがなんとダイス18個！（笑）

凛々花：それじゃあ、わたしも《力の法則》を乗せるね。

風見：会長も《力の霊れい水すい》してあげるよ。
















キョウ：ありがとう、凛々花、会長！　いくぞ！（ダイスを振る）お、99点だ。

斗月：ダイス目だけで99点……（笑）。

凛々花：（ダイスを振る）ちょっと低いかなぁ。44点だったよ。

風見：（ダイスを振る）会長は39点だね。

キョウ：もう暗算ができぬ！（笑）　えーと……合計で[image: 275]点！

ＧＭ：ぶーっ!?　えー、《超人的弱点》により、さらに20点足してください（笑）。

風見：ってことは、[image: 295]点？　惜おしいー！（笑）

キョウ：あと５点で[image: 300]点であったか……!!（笑）

斗月：『ダブルクロス』史上で一番のダメージかもしれん（笑）。

ＧＭ：まったく予想外のダメージが出ましたね（笑）。まずはイザナミが《滅ほろびの遺い伝でん子し》！　自分にダメージを与あたえた相手に、40点の【ＨＰ】ダメージを与えます。……40点!?　たった40点なの!?（笑）

キョウ：《ソウルスティール》があるから、【ＨＰ】に＋60点されておる。80点残ったぞ。

斗月：……余よ裕ゆうだな（一同笑）。

凛々花：キョウくん、タフだねー（笑）。

風見：これでキョウくんにキスするチャンスはなくなっちゃったね（笑）。

キョウ：う、うむ（笑）。しかし、これで侵蝕率[image: 250]％になった。《神殺し》分の侵蝕率は……（ダイスを振る）４、合計で[image: 254]％だ。

ＧＭ：なお、イザナギが[image: 385]点食らっていて、イザナミは[image: 295]点食らっています。

斗月：……意味が、わか、らん。

キョウ：はっはっは！　楽しい、楽しいぞー!!（一同笑）

風見：力に酔よってるねぇ（笑）。

凛々花：キョウくーんっ!?　もしもーしっ!?（笑）

キョウ：叩たたいておいてくれ（笑）。

凛々花：こらーっ!!　ぱんっ!!（笑）

キョウ：はっ！（笑）

斗月：すばらしいやり取りだ（笑）。

ＧＭ：では、イザナギの行動となります。うおー！　《コンセントレイト：エグザイル》《ジャイアントグロウス》《踊おどる髪かみ》《渇きの主》《ブラッドバーン》！

斗月：《踊る髪》の効果は？

ＧＭ：硬こう直ちよく。ぜんぜん意味ない!!（笑）　ならば《踊る髪》は使わない！　地面がいくつもの巨大な手の形に隆りゆう起きして、そのまま押おしつぶそうとしてきます。

斗月：《孤こ独どくの魔ま眼がん》を使っておく。

ＧＭ：うおおー!!　《デビルストリング》!!

斗月：……ム。ならば仕方がない。《時の棺》だ。

ＧＭ：消された！　ぎぎっ。

斗月：これで侵蝕率[image: 245]％。その巨大な手を、次々とさばいてそらしていく。

ＧＭ：ぐぬぬ。これでイザナギの行動は終了となります。最後は待機中の会長の行動……の前に、イザナギが《加速する刻》を使用して割わり込こみます！　手から赤い血が染しみ出だし、それが雨のように降ふり注そそいで攻撃を加えてきます。ということで、先ほどとまったく同じ組み合わせ、《渇きの主》《ジャイアントグロウス》《ブラッドバーン》！

斗月：……今度はＤロイス：守護者を使う。

ＧＭ：Ｄロイスは何をどうしても消せない！　単体攻撃に変へん更こうされてしまった。（ダイスを振る）すごいぞ、これだけ振ふって４個しか回らない。

凛々花：さすが加か納のうさん！（笑）

ＧＭ：何の！　（ダイスを振る）……はぁ!?

凛々花：もしかして……回ってない？

ＧＭ：じ、16!?

風見：え、うそ、マジで？

ＧＭ：えーと、えっと、《マルチアタック》!!　＋10して26、技能レベルは……ない！　だから26！（笑）

凛々花：ＧＭの顔芸が！　憤ふん怒ぬの顔になってる！（笑）

ＧＭ：何で32個も振って回らないんだ！

風見：クリティカル値は？

ＧＭ：７ですよ！

風見：うそ、マジで？　そりゃすごい（笑）。

斗月：しかし、それでも避さけられん。

風見：《妖精の手》を二回使ってもらえばいいんだよ。

斗月：……おお、なるほど。ではそうしよう。ここで避さければ《魔ま人じんの盾たて》が温おん存ぞんできる。回避だ。

風見：もしかして、斗月くんが避さけるの初めてじゃない？

斗月：……ム、ドッジを試みることすら初めてだ（一同笑）。

凛々花：お兄ちゃん、ファイト！

斗月：回避は10個。（ダイスを振る）うむ、クリティカルはない。

凛々花：それじゃあ《妖精の手》。

ＧＭ：させるか！　《デビルストリング》！

風見：しまった、それがあったんだ！　ちょっと失敗したかも。

凛々花：でも、回数を減へらせた分だけよしとしましょう。

斗月：仕方がない。命中した。

ＧＭ：うおおー！　でも攻撃力が45点も減へってるぅぅ!!　（ダイスを振る）57点のダメージ。装甲値は《渇きの主》の効果で無効！

斗月：俺の【ＨＰ】は32点、耐たえられるか？

風見：それじゃ、《波は紋もんの方ほう陣じん》だよー。

ＧＭ：ぐおっ！　《デビルストリング》じゃ消えない！　デビれない！　ストリンげない！

斗月：なんだその言葉（笑）。

風見：（ダイスを振る）ありゃ、目が悪いかも。それでも41点だね。

ＧＭ：ということは、16点ダメージ!?

斗月：……ム、残った。残り16点。

ＧＭ：ぐぬぬぬ……！

斗月：……助かった。

風見：ぶいっ。

キョウ：会長、すばらしいぞ！

風見：さすがのイザナギ、イザナミといえども、会長のかわいさには抗あらがえなかったようだね。ばばーん！　ふんぞり返るよー（笑）。

凛々花：これぞまさに、神話級のかわいさ！（笑）

ＧＭ：だが！　《渇きの主》の効果で、【ＨＰ】が回復するぞ。16点だけ……（笑）。

斗月：……[image: 300]点与えたあとに、16点って言われてもな……（笑）。

風見：さて、会長の番かな？

ＧＭ：はい……。

風見：それじゃあ、いつものコンボで攻撃するよー。ダイスは５個ね。クリティカル値は６。（ダイスを振る）なんと！　１個もクリティカルしない！（笑）

凛々花：はいっ！　では《妖精の手》を差し上げましょう！（笑）

風見：（ダイスを振る）あらら、終わり（笑）。

凛々花：もう一回どうぞ！（笑）

風見：（ダイスを振る）これはひどい、24で止まっちゃった。それでも、56なんだけどね！

ＧＭ：十分高いわああああっ!!（爆ばく笑しよう）

斗月：《イベイジョン》が50だから、これでぎりぎり命中だ。

風見：びっくりしたけど、ダメージ出すよー。あ、[image: 109]点スタートになったからね。

ＧＭ：はぁ!?（笑）

風見：レベル上がったから。（ダイスを振る）29点だから、[image: 138]点装甲値無視ダメージ。

ＧＭ：……あ、はい……。

風見：まぁまぁ、かわいいもんじゃないの！　キョウくんに比くらべたら！　で、二体とも攻撃したよ。一いち応おう憎ぞう悪おもつくからね。

ＧＭ：くそー、イザナギは《透とう過か》でダメージを打ち消す！　イザナミは……《不死不ふ滅めつ》……（笑）。

斗月：……ほう。

風見：もうそんなに追おい詰つめたんだね。会長の侵蝕率は[image: 282]％になったよ。

ＧＭ：以上で１ラウンド目が終了、クリンナッププロセスは特に何も……あるよ！　《不死者の恩おん寵ちよう》!!　（ダイスを振る）ひっく！　し、しかし【肉体】は高いのでなんとか【ＨＰ】[image: 100]まで回復したぞ。

キョウ：余も《不死者の恩寵》！　６Ｄ＋７点回復するぞ。（ダイスを振る）26点だから、33点回復した。【ＨＰ】[image: 113]点！




◆第二ラウンド

ＧＭ：さて、では２ラウンド目になります。

[image: ]

風見：そろそろ会長は侵蝕率の計算しないとまずいかも。

斗月：俺は[image: 245]％で、メモリーもふたつ持っているから、なんとかなるだろう。

キョウ：余は[image: 259]％、まだ大だい丈じよう夫ぶだ。

斗月：次のキョウの行動で倒たおしたいところだな。

ＧＭ：それでは、セットアッププロセスです。会長は何かします？

風見：ううん、侵蝕率がもうやばいから、何もしないよ。

凛々花：わたしも[image: 298]％だよ！　結けつ構こう危き険けんだよ（笑）。

斗月：……ム、ふたりとも、かなりやばいな。

ＧＭ：イザナギは《ヒュドラの怒り》を使用します。他の人は何もなくていい？

キョウ：何もなし！

斗月：同じく。

凛々花：さすがに厳きびしいから、何もなしで。

風見：それじゃあ、会長の行動からだね。

ＧＭ：その前にイザナギがオートアクションで《融合》を使用、《加速する刻》を使用して割り込みます！　攻撃は、さっきと同じ組み合わせ！　対象は全員！

斗月：《孤独の魔眼》を宣せん言げん。

ＧＭ：ならば《デビルストリング》！

斗月：……それは仕方がない。

ＧＭ：あぁ！　だがこれで《デビルストリング》が尽つきた。それでは攻撃します。（ダイスを振る）おおおっ!?　すっげぇ回った！　83が、《マルチアタック》を使って93！

キョウ：なにいいいっ、それは高いぞ！

斗月：……ム、ガードを宣言し、《グラヴィティガード》と《魔人の盾》の両方を使う。さらに《砂すなの結界》でカバーリングする。問題は誰だれをかばうかだ。

キョウ：お義兄様、余はまだ余裕がある。

風見：あらら、キョウくんにチューが飛んでしまうのか。

キョウ：な、何としてでも耐たえたい！（一同笑）

凛々花：わたしは、飛んじゃうよ！

斗月：では、凛々花を守るか？

凛々花：わたしより、会長の方が侵蝕率の余裕がないよ。

風見：じゃあ、会長を守ってもらうしかないかな。そして凛々花くんに会長のチューが飛ぶ。これしか方法がないんだよ!!（一同笑）

斗月：……う、うーむ、しょうがない。《砂の結界》で会長をかばおう（笑）。

キョウ：余もガードを宣言だ！

ＧＭ：ではダメージ！　（ダイスを振る）[image: 140]点装甲値無視！

斗月：会長、《波紋の方陣》はキョウに使ってやってくれ。今の感覚なら、俺はタイタスを使っても大丈夫だ。

風見：わかった。キョウくんに《波紋の方陣》を飛ばすよ。（ダイスを振る）51点軽減だね。ダメージは89点だよ。

ＧＭ：え、89点ダメージを食らった？　残り【ＨＰ】は？

キョウ：24点である！

凛々花：やったー！　耐たえたー！（拍はく手しゆ）

風見：24点は会長の最大【ＨＰ】と同じだよ（一同爆笑）。

斗月：……これは、キョウを男として認みとめざるを得ない。

キョウ：ありがとうございます、お義兄様！（一同笑）

斗月：ところで、俺は現げん在ざい【ＨＰ】の約八倍近く食らって死ぬのだが……〝まほろば〟へのロイスをタイタスに昇しよう華かして立ち上がる。

ＧＭ：で、凛々花はぶっ散らばる。

凛々花：ぶっ散らばりまーす（笑）。

風見：はーい、《奇き跡せきの雫しずく》を使おう。それじゃあ凛々花くんに、会長がおはようのキスをしてあげるよ。

ＧＭ：さ、されちゃいましたね。

風見：おでことかほっぺに、ちゅっとね☆

キョウ：おおおおお、凛々花にキスを～!?　ムンクの叫さけび状じよう態たいになる！（一同笑）

斗月：……今まで見たこともないオーラが出ているぞ（笑）。

風見：会長は気にしないよ。

凛々花：まぁ、会長だしね（笑）。

斗月：俺は、その後ろで血の涙なみだを流している（笑）。仕方がない、仕方がないとはいえ……！

風見：ごちそーさまー♪

ＧＭ：ごちそうさまって言うな！（一同笑）

凛々花：あぁ～、レモンのにおいがする～（笑）。

風見：ということで、【ＨＰ】15点で復活してね。

凛々花：はーい。

ＧＭ：じゃあ、会長のプリティフェイスから繰くり出だされるリリムキッスによって……（笑）。

凛々花：加納さん、それ言いたかっただけでしょ！（笑）

風見：ともかく、これで侵蝕率が[image: 288]％。で、キョウくんに《狂戦士》するよ。キョウくん、クリティカル値がマイナス１、ダイスを＋12個してね。

キョウ：おおっ！

風見：でも、これで一気に[image: 293]％まで上がったから、会長は次に何かがあったら倒れて終わりだね。

ＧＭ：次はイザナミですが、《融合》をしたので行動済みになっています。次はキョウ、凛々花、斗月ですね。

キョウ：では、余が行動するぞ！　《ジャイアントグロウス》を合わせたいつものコンボで攻撃だ！　ダイスは24個、クリティカル値は６！

凛々花：大丈夫、《妖精の手》も使うから！

キョウ：よし……行くぞ！　……24個。ずしっと来るのだ……（一同笑）。

ＧＭ：24個ですから、相当重いですね（笑）。

キョウ：……たぁ！　（ダイスを振る）う、おっ!?　クリティカルしたダイスが少ない！

風見：おっと！

斗月：……告白パワーが切れてきたか!?（笑）

キョウ：い、いや、余は凛々花とともに帰るのだ！　（ダイスを振る）……よし、持ち直した！　50まで回って、59！

凛々花：《妖精の手》を使います！

キョウ：ありがとう、凛々花！　これが60になって……（ダイスを振る）さらに二回回ったぞ！　82だから、ぴったり90！

ＧＭ：そ、それは命中します。ダメージは16Ｄですね。

凛々花：さらに《力の法則》！　その分はわたしが振るね。

風見：会長も《力の霊水》も使うよ。

キョウ：おおお、いくぞ！　とりゃ！　（ダイスを振る）おお！　ダイスだけで[image: 101]点！

斗月：さっきよりも高いな。

凛々花：（ダイスを振る）やった！　こっちは10Ｄで66点も出たよ！

風見：（ダイスを振る）さらに33点追加だよ。

キョウ：……合計で[image: 251]点のダメージなのだ！

ＧＭ：《超人的弱点》の効果により、さらにダメージが＋20点となります。

キョウ：ということは、[image: 271]点っ!!

凛々花：すごい！（拍手）

ＧＭ：イザナミの【ＨＰ】は回復して[image: 100]点しかありません。もう粉々ですね（笑）。イザナギがダメージ[image: 271]点を食らう。

一同：おおおおおおおっ！

ＧＭ：キョウの《神殺し》の一いち撃げきが、イザナギとイザナミの顔面を同時に打うち砕くだきます！

キョウ：……終しまいだ、イザナギ、イザナミ!!

ＧＭ：白しら鷺さぎの翼つばさが舞まい、花が舞い、はじけるレモンの香かおりが舞まう！　その瞬間、全員に「なぜだ？　なぜ、神が人に滅ほろぼされなければならぬ」という意い識しきだけが流れ込んできます。

凛々花：なぜだって言われちゃった。

キョウ：少しは神らしいこと言ってから、神らしいことをせい！（一同笑）




「なぜ───」

　神となった、イザナギとイザナミ。

　長きにおよび、解かい放ほうのみを願った彼らが、その願いも叶かなわず滅ぼさせる。

　なぜ、人間などに滅ぼされなならぬのか？

　なぜ、敗れるのか？

　なぜ、戦っていたのか？

　溢あふれてくる疑問を、キョウはただ一刀のもとに切きり払はらった。




凛々花：それは、人が生きたいから！

風見：神様だからって、ちょっとゴーマンすぎたよね。

斗月：……ム。この世界は、貴様らが好き勝手していいものでは、ない。

キョウ：その通り！




「余は、この街を、この世界を、みんなを守る！」

　キョウの宣言。それは同時に、神を滅ぼす凱歌であった。

　白く輝く翼の軌跡は、神を名乗る存在を切り裂き、貫き──討ち滅ぼす。




ＧＭ：ではそのまま、《神殺し》を使用して神しん性せい種を倒したため、イザナギとイザナミは完全消滅します。

キョウ：……よかった。

凛々花：やった……！

斗月：……キョウは、その溜ため込こんできたものを、皆みなに軽減してもらわなければならなくなる。これからもな。

キョウ：確たしかに。

凛々花：ずっと溜め込んじゃう性せい質しつは変えられないものね……。

ＧＭ：キャンペーンを通じて溜め込んだ１０００％を、今回全部吐はき出だしたのですが、今後はそういうことになるでしょう。








《融合》　身体の一部を味方に融合させ、自分の持つ能力を与えるエグザイルのエフェクト。

《ヒュドラの怒り》　攻撃用の新たな四肢を伸ばすエグザイルのエフェクト。

《イベイジョン》　常に安定した回避能力を発揮するエネミーエフェクト。

《超人的弱点Ⅱ》　弱点以外のダメージを軽減するエネミーエフェクト。

《ジャイアントグロウス》　肉体の一部を成長、強化するエグザイルのエフェクト。

《超人的弱点》　特別な弱点を持っていることを表すエネミーエフェクト。弱点をつかれるとより多くのダメージを受ける。

《滅びの遺伝子》　テロメアを操り、細胞老化を引き起こすブラム＝ストーカーのエフェクト。

《踊る髪》　髪で相手を搦め捕るエグザイルのエフェクト。

《加速する刻》　高速で動くことで、追加行動を得るエネミーエフェクト。

《マルチアタック》　肉体を分裂させて敵を追い詰め、行動の成功率を上げるエグザイルのエフェクト。

《透過》　肉体を一時的に液化して攻撃を通過させ、さらに自分のエネルギーに変換するエグザイルのエフェクト。

《不死不滅》　不死身とも思える生命力を発揮するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《不死者の恩寵》　血液中の血小板や白血球を傷口に集中させ、傷を治すブラム＝ストーカーのエフェクト。

《砂の結界》　砂の防壁で仲間を守るモルフェウスのエフェクト。











　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：さて、それではエンディングの前に、最後のバックトラックです。

キョウ：うむ。ここで戻もどらねば話にならぬな……。[image: 280]％もあるが。

風見：ある意味最後の正念場だね。ちなみに、会長現在[image: 297]％（笑）。

斗月：……ム。俺の[image: 258]％が低く思えるのが不思議だ。ところで、凛々花いくつだっけ。

凛々花：さ、[image: 306]％…………（笑）。

ＧＭ：すごいなあ。ダブルクロスリプレイ史上最大じゃないかな。しかし、その分敵のＥロイスも今回は合計で24個あります（笑）。

斗月：改めて聞いてもすごい数だな……（笑）。




　最大の敵──真の神であるイザナギとイザナミ、そして〝まほろば〟の持っていたＥロイスのぶん、侵蝕率の引き下げを行なう一同。出目を数えながら悲喜こもごもの声が上がる。




キョウ：Ｅロイスで[image: 112]％下がって、現在[image: 168]％。ロイスは６つとも残せたが、結局追加振ぶりをしてしもうた。だが、74％で帰き還かんだ！

斗月：……ム。Ｅロイスとメモリーで[image: 110]％まで下がって、なんと一倍振りで帰還成功。

風見：そりゃすごいや。会長は二倍振りで帰還したよー。最終侵蝕率は84％！

凛々花：問題はわたしですね……。いちおうＥロイスで[image: 180]まで下がりました。まずは二倍振りで……[image: 116]％。

キョウ：た、頼むぞ、凛々花。

斗月：……ム。

風見：ここで決めなきゃ女がすたるよ！（笑）

凛々花：がんばります！　残り６個！　って低い!?

ＧＭ：に、２とか３が多いな……。

キョウ：凛々花ああああ!?

凛々花：……96％でギリギリ帰還成功したよおおおおおお！！

一同：おおおおおおおおおお!!

ＧＭ：……無事に帰ってこれましたね。それでは、エンディングに移うつりましょう！

凛々花：とうとうエンディングだぁ～！







◆Ending 01◆そして日はまた昇のぼる


Scene Player ───鷺乃宮キョウ






　戦いは終わった。

　キョウ、凛々花、斗月、風見、そして彼らと共に戦ったオーヴァード達の力は、一五〇〇年以上もの間絶対不ふ可か侵しんであった存在──真なる神を打だ倒とうしたのだ。

　キョウたちが決戦の場であった富士の風穴から出たとき、空は仄ほのかに白く染そまっていた。長い夜が、明けようとしているのだ。




ＧＭ：それではエンディングです。イザナギ・イザナミとの決戦を終えて外に出ると、モノリス状の物体──イザナギの産うぶ屋やもすべて滅ほろび去さっています。

凛々花：よかった……。

キョウ：他の皆は無事なのか？

ＧＭ：激げき戦せんを終えて満まん身しん創そう痍いではありますが、全員健けん在ざいです。あなた方含ふくめ二〇人ものオーヴァード、そして数多あまたのＵＧＮエージェントたちは誰だれひとり欠けていません。

キョウ：（満足げにうなずいて）うむ！　そうかそうか！　完全勝利なのだな！

風見：うん、やったね。会長満まん悦えつ。

斗月：……ム。ＵＧＮは後始末が大変だろうがな。

ＧＭ：後の処しよ理りも含めて鷺乃宮の財ざい産さんを吐き出したわけですので、そこは問題ありません。

キョウ：うむ。

凛々花：……うん。

斗月：……ム。納なつ得とくだ。

風見：……すごいよね、ほんと。

ＧＭ：さて、それでは──山やまの端はから朝日が差さし込こみ、富士のご来光が垣かい間ま見みえたところで、今回協力してくれたオーヴァード達の様子を軽く演出していきますね。

キョウ：おお。




　ナイトフォール──瑠る璃り、ラハブ、ハウント、志し津づ香かの四人は、富士周辺での戦いの後、キョウたちへの挨あい拶さつもそこそこに、そのまま日本各地で戦っていたＵＧＮエージェントたちのフォローへと向かった。彼らは、ふたたび彼らの戦い──夜へと向かうのだろう。




　ハデスから救った少女・メイは、キョウの負ふ担たんを請うけ負おっただけで体力的に限げん界かいを迎むかえていた。しかし飛ひ車しやと加か賀が美みあいによって保ほ護ごされており、その後無事に帰き宅たくしている。




　朱しゆ香かと絆きずな、ミユキ、そして九く鬼きは、キョウたちのもとを訪おとずれ、健けん闘とうを称たたえ合ったのちにそれぞれのホームへと帰っている。晃こう士じ朗ろうは、事じ態たいの終わった頃ころには姿を消していた。




ＧＭ：……という具合です。この場に残っているのは、ミシェルと修しゆう記き郎ろう、東雲しののめとイン、そしてあなた方四人。

キョウ：そうか！　しかし、気持ちのよい連中であったな！

斗月：……ム。そうだな、誰ひとり欠けてもこの結果は得られなかった。

凛々花：また会いたいよね……どこかで。

風見：会えるよ、きっと。会長確かく信しん。

キョウ：さて、では帰るとするか、皆！

ＧＭ：「ああ、久ひさしぶりにゆっくりしてえな」と修記郎。ミシェルもそうですね、と頷うなずく。

キョウ：東雲、お主はどうするのだ？

凛々花：あ……そうだよね。目的は果たしたわけだし。

斗月：……ム。

風見：なんなら会長たちと一いつ緒しよに帰ろうよ。

ＧＭ：「……いや。ここでお別れだ」と、剣けんの姿すがたに変えたインを背せ負おいながら答える。

キョウ：なんと!?

ＧＭ：「復ふく讐しゆうは果たしても、どのみち私は遺い産さんを食わねば生きてはいられん。もとより定住はできん身の上だ」

凛々花：そっか……。

斗月：……ム。

風見：んー……そうだよね、呪のろいは解とけてないんだもんね。会長納なつ得とく。しぶしぶだけど。

ＧＭ：「──今生の別れというわけではない」と、《ディメンジョンゲート》を開きながら言います。




「次は──そうだな、真っ当に年をとれるようになる方法でも探さがすとしよう」

　そう言って東雲はキョウたちに背せを向ける。

　その口元が──ほんのわずか、微笑ほほえんだように、見えた。

「さらばだ。キョウ、凛々花、斗月、風見」

　深くかかわった四人の名を反はん芻すうするように呼よんでから、東雲は自ら開いたゲートへとその身を滑すべり込こませた。




キョウ：またいつでも来るのだぞ！　歓かん迎げいするぞ！

凛々花：色々ありがとう、東雲さん！

斗月：……ム。達者でな。

風見：今度はもう少しゆっくり話そうね。

ＧＭ：一いつ瞬しゆんだけあなた方をちらと見てから、東雲の姿は完全に消えます。

キョウ：……行ってしもうたか。

斗月：……ム。

風見：それじゃ、会長たちも帰ろうか？

凛々花：うん、おうちに帰ろう。

キョウ：いやあ、疲つかれたのう。みな、お疲れ様であったぞ！

斗月：……ああ。これで、すべて終わった。

風見：終わったねー。お金も終わったね……（爆笑）。

キョウ：うむ。すっからかんだぞ！

凛々花：お金は残ってないけど、他にいっぱい残ったものがあるでしょ？

キョウ：そうだな！　凛々花とか、凛々花とか、凛々花とか！

凛々花：あ、えと、その、うんっ……って言っていいのかしら（笑）。

風見：そういえばさ、生きて帰ってきたときに、何かするんじゃなかったっけ？

キョウ：それはまだ内ない緒しよだぞ。今はとりあえず、帰って休みたいのう。

凛々花：そうだね。帰ろう！




　キョウ、凛々花、斗月、風見、そして修記郎とミシェル。

　戦いを終えた彼らは、心地よい疲ひ労ろう感かんと達成感に包まれながら、霊峰富士をあとにする。

　帰るのだ。彼らの町、白鷺市へ。
















◆Ending 02◆日常デイズ


Scene Player ───藤堂凛々花






　日本全土を一時的に無人にするという前代未聞の作戦。その結果、鷺乃宮は資し産さんのほぼすべてを失った。だが、奇き妙みようなほどに世界の経けい済ざい事じ情じようは穏おだやかなままだ。これもＵＧＮが奔ほん走そうした賜たま物ものなのだろうか？

　さて、それはともあれ──キョウたちが日常に戻もどり、一週間ほどが過すぎた。




ＧＭ：というわけで、お話変わって、決戦から一週間ほど経たった日常を演えん出しゆつしましょう。

凛々花：……わたしたち、どこの家に帰るのかな？（笑）

斗月：……ム。

風見：そりゃもちろん……ねえ？（キョウを見る）

キョウ：うむ（大きく頷く）。

ＧＭ：は、もちろん藤堂家でございます。

凛々花：やっぱり！（笑）




　──キョウが鷺乃宮の資産のほとんどを失ったということは、即すなわち家いえ屋や敷しきも失ったことに他ならない。というわけで、なし崩くずし的に藤堂家に居い候そうろうしているのであった。




斗月：……ム。まあ、そうなる、か（笑）。

キョウ：今の余は一文無しだからな！（笑）

凛々花：……えっと。それじゃあ、わたしは朝ごはん作ってこようっと。

キョウ：新しん婚こんのようだのう！

凛々花：………はずかしい！

ＧＭ：「ふふ。当主様も凛々花様も仲なか睦むつまじくてなによりですわ」と、メガネのメイドが嬉うれしそうに言います。

凛々花：ちょっとアンナさん!?　なんでいるの!?（笑）

ＧＭ：「ああ、青春だわー」「お似に合あいのふたりですよね」「わたしも恋こいがしたいわあ」などなど、他のメイドたちも掃そう除じや洗せん濯たくをしながら談笑しておりますが。

凛々花：みんないるのっ!?

斗月：待て……！（笑）

風見：藤堂家も結構な名家だし、おうち広いんだろうね。

キョウ：にぎやかでよいのう。

凛々花：それなりに広いかもしれないけど、メイドさんがいっぱいいたら狭せまいよ!?（笑）

斗月：……メイドども、お前らいつまで居いる気だ。

風見：じゃあ、会長は正せい座ざしてお茶を飲んでるよ。そうは言ってもねぇ、斗月くん。彼かの女じよたちにも帰るところがないんだから、しばらく置いてあげなよ。

凛々花：会長もいるのぉ!?（一同笑）

キョウ：すまぬ、お義兄にい様！　ね、寝ね床どこだけでもせめて……!!（頭を下げる）

斗月：……ム。……ヌウ。

凛々花：は、そうだ。お父さんは？　お父さんはなんて……いや、オッケーしちゃいそうだけど（笑）。

ＧＭ：もちろん、「いいんじゃね？」と軽くオッケーしますよ。だってお父さん、煙草たばこをくわえた瞬間に、メイドが胸むねの谷間からライター出すので、それだけで大喜びです。

凛々花：（両手で顔を覆おおう）

斗月：（黙ってかぶりを振る）

風見：あっはっはっはっ。




　狭いながらも楽しい我わが家や──と言うには若じやつ干かん多すぎるほどの人員を日本家屋に詰つめ込こみ、藤堂家での生活は瞬またたく間まに一週間が過ぎていた。

　鷺乃宮の日本無人化作戦により発生していた混こん乱らんも収おさまりつつあり、休校となっていた学校も、本日から登校である。




ＧＭ：というわけで、メイドたちはそれぞれ家事を終えるとバイトに行きます。

キョウ：気をつけて行くのだぞ。

凛々花：バイトしてるのか……（笑）。

斗月：どこまでも献けん身しん的てきな連中だ。

ＧＭ：そして今日から学校。みんなで制せい服ふくに着き替がえて朝ごはん、といった時間です。

凛々花：ご飯だよー。

キョウ：おぉお!!　凛々花の手料理……!!

凛々花：純じゆん和わ風ふうだけどね。焼き魚と味み噌そ汁しると、ご飯と納なつ豆とう。

キョウ：うまい！　凛々花の料理がうまいぞ!!

凛々花：〈芸げい術じゆつ：料理〉のレベル上げたから……かな（笑）。

キョウ：うまい！　なんとうまい秋刀魚さんまだ！　どこで獲とれた秋刀魚だ!?（笑）

凛々花：え、す、スーパーで売ってたやつ……（笑）。

キョウ：そうか！　やはり秋刀魚はスーパーに限かぎるな！（一同笑）

斗月：……ム。俺は用事があるから、先に行く。そう言ってシーンから一いつ旦たん退たい場じようだ。

風見：会長も行くよ。会長は生徒会長だから忙いそがしいんだ。

凛々花：うん、わかった。行ってらっしゃい。

ＧＭ：アンナが「斗月様！　お弁べん当とうを忘わすれていますわ！」と言いながら、斗月を追いかけたりします（笑）。

凛々花：異様な光景だわ……（笑）。

キョウ：……さて！　それじゃあ、行くか！

凛々花：うん、行こう。……久しぶりにみんなの顔、見るね。

キョウ：そうだな！　みんなの笑顔が見られるのはよいことだ！

凛々花：そのために頑がん張ばったんだもんね！　……あ、そうだ、キョウくん？

キョウ：ん？　なんだ、凛々花。




　上うわ目め遣づかいで、ほんのりと頰ほおを染そめる凛々花。すう、と小さく深しん呼こ吸きゆうすると、意を決して彼女は口を開く。

「……学校まで手をつないでみても、いい？」




キョウ：（上ずった声で）あ、あぁら……（一同爆笑）。

凛々花：きょ、キョウくん？（笑）

斗月：（笑いながら）す、すごい声が出たな（笑）。

風見：こりゃおもしろい（笑）。

ＧＭ：どう書けばいいんだこれ（笑）。

キョウ：し、しかたあるまい！　想定しておらなんだ！　想定しておらなんだぞー！

風見：カップルにしか許ゆるされない行こう為いだよね（笑）。

凛々花：……キョウ、くん？

キョウ：つ、つなぐ！　つなぐとも！




　いつもの強ごう引いんさはどこへ失せたのか、恐おそる恐る──だが、しっかりと、大好きな凛々花の手を握にぎるキョウ。いつもの通学路が、まるで薔薇ばらを敷しき詰つめた絨じゆう毯たんのようにも思えた。




キョウ：幸せだぞ……余は凛々花といるときが、一番幸せなのだ。

凛々花：きょ、キョウくんったら。

ＧＭ：というわけでふたりが登校するわけですが……。

風見：よし、それじゃあなぜ会長が先に学校へ行ったかここで理由を教えよう。ふたりが校門をくぐった瞬間、全校放送が入るよ。ぴんぽんぱんぽーん。

キョウ：は？

凛々花：え？

風見：生徒会からのお知らせでーす。あの鷺乃宮キョウくんと、藤堂凛々花ちゃんが、とうとうお付き合いをはじめましたー（一同爆笑）。

凛々花：会長おおおおおおおおおおおおおお!?　やめてええええええ!?

風見：つきましては、ささやかながらお祝いの宴うたげを用意してあります♪

凛々花：こらあぁぁぁー!!（笑）

キョウ：で、でも大だい丈じよう夫ぶなのか？　余にはもう金がないぞ？

凛々花：そういう問題じゃないよ！（笑）

風見：大丈夫、生徒会費で出してあるから問題ないよ。会長万ばん端たん。

斗月：そんなことに生徒会費を使うな！（一同笑）

凛々花：ちょ、ちょっと待って。もしかしてお兄ちゃんが早く出たのって……？

斗月：……ム。準じゆん備びを手伝わされたのだろう（笑）。

凛々花：うわぁぁぁん！

風見：御ご用ようとお急ぎでない方は、校庭の特とく設せつ会場においでくださいませ♪




　ぴんぽんぱんぽーん。

　放送終了と共に、校内を静せい寂じやくが支配する。

　だが、それも一瞬のこと──。

　みるみるうちに、学校内を歓かん声せいが埋うめ尽つくし、お祭り好きな禊みそぎ原はら高校の生徒たちが校庭に大挙して押おし寄よせる！　当然ながら、先頭集しゆう団だんはキョウと凛々花のクラスメイトたちだ！




凛々花：うわぁぁぁぁぁぁん！

ＧＭ：「おめでとう、凛々花！」「がんばったね、凛々花！」と、クラスメイトの女生徒たちが大喜びです。

凛々花：う、ううう～っ……会長許さないー！（笑）

風見：いや～、こういう嬉しいことは、やっぱりみんなで祝わないとね。

凛々花：もう！　女友達にしがみついて、しばらくよよよ～っとしてます（笑）。

ＧＭ：そして男友達は、いっせいにキョウの胴どう上あげを始めます。「やったなキョウ！」「うまいことやりやがって！」「よくやった、お前は希望の星だ！」（笑）

キョウ：すまぬ、ありがとう、ありがとうみんな！　……おお、そうだ！　お主たちにも聞きたいのだが……！

ＧＭ：みんなで胴上げをしながら、櫛くし田だと宮みや内うちが男子連を代表し、「どうした？」と声を揃そろえて聞いてくる。

斗月：久しぶりに出たな、櫛田と宮内（笑）。

風見：ほんとだね（笑）。

キョウ：凛々花は、金のない余でも好きと言ってくれた！　お主たちも、好きか？

ＧＭ：「当たり前じゃねーか！」「お前、二回も同じこと言わせるなよ！」とみんな言いながら、キョウをわっしょいわっしょいしています。

キョウ：おおぉ……！　お主たち、超いいやつらだーっ!!

風見：あと、馬鹿だよね（一同笑）。

ＧＭ：「金がなくても、そんなに変わんねーよ！」「そんなことより、どう告白したんだよっ？」「金のことよりそっちのほうが、断だん然ぜん気になるからさぁ～！」「言えよ～」

凛々花：や、やめてぇーっ!!（笑）

ＧＭ：……そんな話をしていると、〝ばらばらばら……〟とヘリの音が聞こえてきます。

キョウ：む？　ヘリ？

ＧＭ：はい。その側面には、見覚えのあるタイタニック的なプリントが輝かがやいています。

一同：ええええええええええ!?




　場ば違ちがいとも言えるローター音に、キョウをはじめとした生徒たちが一いつ斉せいに上を向く。そこに滞たい空くうするのは、一台のヘリ。誰が見み間ま違ちがうはずもない──鷺乃宮私し用ようヘリ！




凛々花：な、な、なんであのヘリが!?

ＧＭ：ヘリの扉とびらが開くと、身を乗り出したアンナが拡かく声せい器きを持って校庭全体に響ひびく声でキョウに呼よびかけます。「当主様、一大事でございます！」

キョウ：なにごとだ、アンナ！

ＧＭ：「──ご説明いたします！　とうっ！」ヘリから飛とび降おり、見事な五点着地を決めて降り立ったアンナがひとつの資し料りようをキョウに渡わたします。

凛々花：結局この人何者なんだろう（笑）。

斗月：わからん。

キョウ：なんなのだ、この資料は？

ＧＭ：「当主様に以前決けつ裁さいをいただいておりました事業の一部ですわ」

キョウ：お？

ＧＭ：「御ご前ぜんの残した研究資料や施し設せつの残ざん骸がい──その他もろもろのデータを確かく認にんしたところ、一二〇〇ほどの特とつ許きよが申しん請せいされていました」

キョウ：う、うむ。

ＧＭ：「そのパテント料や権けん利りなどの資産は当主様のご名めい義ぎのままでして……」

キョウ：つ、つまり？

凛々花：嫌いやな予感が………………。

ＧＭ：「試算した結果ですが」こほん、とアンナは電でん卓たくをはじいて見せます。「今回の日本無人化作戦でかかった費用の、およそ四倍ほどが当主様の資産となりますわ」

キョウ：ほう。

凛々花：えええええええええええええええええ!?

斗月：（呆あきれてものも言えないという表ひよう情じよう）

風見：あっはっはっはっはっ！

キョウ：……あれ？　おかしい、なお金持ちになってしもうた。どうしよう（一同笑）。とりあえず売ばい却きやくしていた屋や敷しきを取とり戻もどすかな。手配を頼たのんだぞ、アンナ。

ＧＭ：「もちろんでございます！　オンラインで、一発ポンでございます！」（一同笑）

凛々花：オンラインで買かい戻もどせるんだ……（笑）。え、えぇと……よかった、ね……？

キョウ：うむ、そうだのう。養育費やそういうものもバカにならんと聞くしな。

凛々花：え？　ちょっと、何の話をしてるの？　ねぇ、もしもーし？（笑）

ＧＭ：「なんだ、それなら問題ないじゃん！」とみんなが言います。そしてまたキョウを胴上げします（笑）。

キョウ：おおおーっ！（笑）

凛々花：や、やった、ね……（笑）。

キョウ：うーむ、しかしどうしたものか……正直、ちょっと戸と惑まどっておるぞ。

凛々花：まぁ、ほら、無理に金持ち生活に戻らないといけないわけじゃないし……とりあえず、パーティでも……する？

キョウ：そうだな！　会長がせっかく準備してくれたことだし！

凛々花：それを豪ごう華かにしてあげたら、みんな喜ぶんじゃないかな？（笑）

ＧＭ：それはフラグですか？（笑）

キョウ：豪華に、か……。

凛々花：た、多少ね！（笑）

キョウ：多少……うーむ、どれぐらいかのう？

凛々花：ああっ、キョウくんに贅ぜい沢たくへのためらいが生まれていることに喜びを隠かくし切れないわ！（一同爆笑）

キョウ：お金というものの大切さを、知った気がするぞ。

ＧＭ：「そのとおりです。この資産を生かすも殺すも、当主様次第でございますわ」

キョウ：……よし、まずはお世話になった団だん体たいに、お金を寄き付ふするのだ。

ＧＭ：それはすごくいいですね！「はっ！　承知いたしました！」

キョウ：それでは凛々花！　パーティ会場に向かおう！　凛々花をお姫ひめ様さま抱だっこします！

凛々花：えっ!?　あ、わわわ……!!

ＧＭ：では、全員がずずいと押おします（笑）。

凛々花：ちょっとー！（笑）

キョウ：凛々花、余は決めたぞ。

凛々花：え……？　決めた、って？

キョウ：東雲と出会って、凛々花たちと一緒に戦って──短い間だったが、余の中で、ものの捉とらえ方かたが変わっていった。余の知らないところに、いろんな人がいることも知った。

凛々花：うん……。

キョウ：世界には困こまっている人たちもさぞたくさんおることだろう。今回は力で解かい決けつできた。だが、金きん銭せん面めんでも解決できることはある！　だから──。




「金のことで困っていたら余のところに来るようにと、お触ふれを全世界に出すのだ！」

　きらきらと瞳ひとみを輝かがやかせ、空を──未来を見み据すえて、キョウはさわやかに言い放った。




斗月：お、お触れ……!?（笑）

風見：どこまでもお殿との様さまだよね（笑）。

凛々花：ふふ……それ、すっごく大変だよ？

キョウ：なあに、神様にも勝てたのだ。できぬことなど何もない！

凛々花：そっか、それじゃあ、わたしもお手伝いするね。

キョウ：ああ。一生頼たのむ！

凛々花：うん！　……う、……うん？　あ、その……わか、った、よ。……わあ、さりげなくプロポーズされちゃった……（笑）。

風見：しかも凛々花くん、今、ＯＫしたよね。

凛々花：あう!?　そ、それは、その……！

キョウ：おお……!!

斗月：なん……だと……!?

風見：暴あばれ出しそうな斗月くんを押おさえておこうっと（笑）。

凛々花：は、早く！　早く会場行こう!!　早く会場行こうよ!!　ねぇもぉ耐たえられないよこの空気!!（一同笑）　真っ赤になっちゃうよー！

キョウ：凛々花、余は嬉うれしいぞ。それでは行こうではないか！　満面の笑顔で、凛々花を抱かかえてパーティ会場に走っていくぞ！

凛々花：あ──そういえば、キョウくん。

キョウ：む？

凛々花：その、約束……。

キョウ：ん、おお、ああ！




　約束。

　それは、決戦の前にキョウと凛々花で交わしていたもの。

　勝った時には凛々花がキョウの願いを聞く、というものだ。




キョウ：……覚えておるぞ。もちろん。

凛々花：……今なら、聞いちゃうよ？　キョウくんのお願い。

キョウ：（嬉うれしそうに）うむ！　一度しか言わぬから、よく聞けよ。

凛々花：う、うん。




　パーティ会場に走りながら、キョウは凛々花の耳元にそっと唇くちびるを近付ける。

「それはな──」








そして、時は流れて……。









　　　　ＥＰＩＬＯＧＵＥ




　二〇一三年──よりも、ほんのわずか未来。世界は滅ほろびてなどはいないが、戦争や貧ひん困こん、飢き餓がや病やまい、その他の不幸が地球から消えることはない。あたりまえのことだ。

　昨日と同じ今日。今日と同じ明日。

　だが──世界は、少しずつ変へん貌ぼうしていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　南米のとある国。薄うす汚よごれた路ろ地じ裏うらに、ひとりの少年が座すわっていた。年としの頃ころは一〇歳さい前後。家はない。両親も、親しん戚せきや友人もいない。ゴミ漁あさりや物もの乞ごい、あるいは盗ぬすみ──彼はずっと、ひとりでその日暮ぐらしの生活を続けていた。だが、その暮らしもそろそろ終わるようだ。

　もう五日間、何も食べていない。盗みにしくじり、逃にげる途と中ちゆうで足をやられた。座すわり込こんだまま、最早一歩も動けず──あとは死を待つのみだ。

　諦てい念ねんに包まれながら少年が空を見上げると、場ば違ちがいなまでにけばけばしいポスターが視し界かいの端はしに飛とび込こんできた。なんだろう、と視し線せんを向ける。能のう天てん気きそうな、そして金持ちそうな日本人の男が笑顔を浮うかべ、その周りにいくつもの国の言語でなにやら書いてあるのだが、生憎あいにくと少年はほとんど文字が読めなかった。




　くだらない。




　金持ちの日本人が何をトチ狂くるってこんなところに広告を出しているのか。少年はすぐに興きよう味みを失い、嘆たん息そくと共に運命を受け入れようとした。




　──その時、不意に目の前を影かげが覆おおった。人が、目の前に立っている。




　さっき盗み損そこねたパン屋の主人か、それともケチな警けい官かんか、そこらを縄なわ張ばりにするチンピラか──どうであれ、好ましい人物であるはずがない。どんなヤツか見るだけ見てみるか、と、少年は顔を上げた。

　そこには、ひとりの男が立っていた。見覚えがある顔。どこかで会ったか？

　……そうだ、さっきのポスターだ。

　ポスターの真ん中で、高級そうな服を着て、幸福そうな笑顔を浮かべている日本人が、同じ服を着て、同じ笑顔で、少年の前に立っているのだ。何者なのだろうか。

　なんとか読めた文字には確か──そう、こう書いてあった。




　ＳＡＧＩＮＯＭＩＹＡ、と。




　男が手を差しのべる。少年は怪け訝げんな顔でその手と男を交こう互ごに見つめる。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ、少年」

　たどたどしい言葉でそう言うと、その日本人は少年の手を握にぎり、任まかせろとばかりに自分の胸を叩たたく。




「I have MONEY金ならある!」




　路地裏に声が響ひびく。

　世界は、少しだけ優やさしく変へん貌ぼうしていた。





お　わ　り


















　　　　あとがき





　この杯さかずきを受けてくれ

　どうぞなみなみ注つがしておくれ

　花に嵐あらしのたとえもあるぞ

　さよならだけが人生だ




（于う武ぶ陵りよう「勧かん酒しゆ」／訳やく：井伏鱒二いぶせ・ますじ）






　　　　＊　　　＊　　　＊




　ごきげんよう、加納正顕かのう・まさあきです。遂ついに『デイズ』シリーズ第五巻かん──最終巻を上じよう梓しさせていただくことができましたが、いかがでしたでしょうか？

　まだ読んでないという方はさあ早く本ほん編ぺんに戻もどるんだ。




　そんなわけで、声優・岡本信彦おかもと・のぶひこ氏をプレイヤーに据すえたこの『デイズ』。『ＤＸ３』の生みの親である矢野俊策やの・しゆんさく氏の手によるリプレイシリーズ『ナイツ』とのリンクという、筆者にとっても『ＤＸ３』のリプレイにとっても初の試みでありましたが、なんとか無事に大だい団だん円えんを迎むかえることができました。これもひとえに応おう援えんして下さった皆みな様さまのおかげであります。

　この『デイズ』、そして自分がプレイヤーとして参加した『ナイツ』。五冊さつ分で足あし掛かけ二年、非ひ常じように楽しい時を過ごさせていただきました。その楽しさを少しでも忠ちゆう実じつにお届とどけしたいと思って書いて参まいりましたが、読者の皆様に伝わっていれば幸いです。

　ここでシナリオやキャンペーンについて長々と語ることも考えたのですが、ラストの余よ韻いんを存ぞん分ぶんに味わっていただきたいということで、今回のあとがきはシンプルにお送りしたいと思います。




　最後に、本書に関かかわって頂いただいた方々への謝しや辞じを。富ふ士じ見み書しよ房ぼうの剱けん持もちさん、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の磯いそ田ださんはじめスタッフの皆様、ありがとうございました。進行の面で多大な苦労をおかけして申もうし訳わけありません。ここまでできたのも皆様のおかげです。

　イラストの片かた桐ぎりいくみ先生、二シリーズ続けて、最高のビジュアルで彩いろどっていただけました。片桐さんのイラストがついたのは本当に望外の喜びです。ありがとうございます。

　プレイヤーの岡おか本もとさん、渋しぶ沢さわさん、矢や野のさん、やにおさん。最後までお付き合いありがとうございました。みなさんのキャラクターなくして『デイズ』は存そん在ざいし得ません。

　そして、ここまで読んで下さった読者の皆みなさま。本当にありがとうございました。

　最後まで楽しんでいただけましたら、それが何よりの喜びでございます。

　さて、『デイズ』はこれで完結ですが、四月には対ついとなる『ナイツ』の最終巻が発売されます。昼の物語が終わり、夜はどのようなラストを迎えるのか？　是ぜ非ひともその目でご確かく認にんくださいませ。




　それでは、またどこかでお会いしましょう。





二〇一三年一月吉きち日じつ　加納正顕
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